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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　追う側と追われる側。心理的な優位に立つのは、多くの場合において前者のほうだとされる。今回もその例に漏もれなかった。

「はっ、はっ、はっ……！」「ふぅっ、ふぅっ……」「ぜーっ……ぜーっ……」

　曲がりくねった山道に合わせて、ひしゃげた縦じゆう列れつをなして引き返していく大勢の帝てい国こく兵士たち。行軍は速く、休きゆう憩けいは少ない。登りと下りの連続が鈍にぶい痛みとなって足あし腰こしに圧おし掛かかり、その疲ひ労ろうに相まって、往路に倍する焦あせりと緊きん張ちようが彼かれらの顔を曇くもらせている。

　気分が良いいはずもない。彼かれらは追われているのだ。ただでさえ人間に厳しい大山脈のただ中で、彼かれらを牙きばにかけようと追い立てるキオカ軍とアルデラ神しん軍ぐんの双そう方ほうから。

「…………」

　そんな部下たちの様子を、隊列の中ほどを進みながら、指揮官のマシュー・テトジリチは厳しい表情で見つめている。

　時を追うごとに落ちていく行軍速度、命令に対する反応速度の低下、どれだけ注意しても乱れがちな隊列。それらを揺ゆるがせない現実として受け止めた瞬しゆん間かん、彼かれはぴたりと足を止めた。

「……行軍中断。ここで大休止を取る。兵を休ませろ」

「少しよう佐さ殿どの、ですが──」

　多くの兵にとっては待ちわびた休息。だが、背後から迫せまる敵軍を意識して、副官が今はまだ休むべきではないと視線で訴うつたえている。心情的にはそれに同意したいマシューだったが、彼かれはかたくなに命令を繰くり返かえす。

「いいや、大休止だ。まだ先は長い。ここで休ませないと後に響ひびいちまう」

　無意味に部下を疲つかれさせる命令こそ愚ぐ将しようの定番──小太りの青年はそう自分に言い聞かせて、率そつ先せんしてどっかりとあぐらをかいた。周囲もこわごわとそれに続く。

　なおも悩なやんで座すわりかねている副官の腕うでを、マシューが下からつかんで引っ張った。

「ほら、おまえも座すわって飯を食えって。慌あわてなくても大だい丈じよう夫ぶだ。まだまだ敵は追いついて来ない」

　副官はなおも何か述べようとするが、青年はその口に干し杏あんずを突つっ込こんで黙だまらせる。否いや応おうなく咀そ嚼しやくを始めた相手を横目に、彼かれはちらりと後方へ意識をやった。

「……大だい丈じよう夫ぶだよな、トルウェイ」

　誰だれにも聞こえないように口の中だけで、殿でん軍ぐんを任せた戦友の名をつぶやく。そして思う──恐おそろしく頼たよれるようになった反面、放っておけないような危あやうさも抱かかえてしまったと。

　自分自身と部下たちの安否にも勝まさって、彼かれはひたすら、翠すい眼がんの青年のことが気がかりでならなかった。





＊






　一方、山道を東に遡さかのぼること数キロ。帝てい国こく軍の劣れつ勢せいに反比例する形で、彼かれらを追い立てるキオカ軍の士気は上がっていた。

「進め、進め、進め！　敵は尻しつ尾ぽを巻いて逃にげている！　がら空きの背中を撃うつ好機は今をおいてないぞ！」

　窮きゆう地ちであえて休息を選んだマシューの判断とは対照的に、兵は拙せつ速そくを尊ぶの言葉通りに部下を急がせる将校たち。駆かけ足あしに近い形での行軍によって体力の消しよう耗もうは激しくなるが、今の状じよう況きようを踏ふまえれば、その方針は強ごう引いんではあっても決して間ま違ちがいではない。

「足が棒になっても走はしり抜ぬけ！　時を与あたえれば敵に陣じん地ちの構築を許す！　ここで労を惜おしめば痛い目を見るのは貴様らだ！」

　なおも焚たきつける上官。息を荒あらげて走り続ける兵士たちも、その事実を理解しているからこそ文句を漏もらさない。兵へい法ほうの基本として、逃にげている最中の敵は追つい撃げきの格好の獲え物ものなのだ。しかし──

「走れ走れ！　野戦築城などされる前に追いつき、一いつ気き呵か成せいに攻せめ滅ほろぼすのだ！　休きゆう憩けいなどあると思うな、肺が破れても走り抜ぬがぁッ!?」

　兵を急せき立たてるだみ声がぶっつりと途と切ぎれる。額に弾たまを受けた指揮官が仰あお向むけに倒たおれ、それを見てぎょっとした兵士たちにも容よう赦しやなく弾だん雨うが浴びせかかった。彼かれらは慌あわてて後退し、行軍はたちまち停てい滞たいする。

　そうそう無防備な背中に食らいつくことは出来ない。もっとも弱い瞬しゆん間かんを守るために、もっとも頼たよれる部隊が立ちふさがるのも、これまた軍事における必然なのだ。










「──命中十七人。敵先せん遣けん、斜しや面めんの手前で後退しました」

　望遠鏡越ごしに戦果を見て取った観測手が淡たん々たんと報告する。──キオカ軍の隊列先頭から二百メートルほど先、山道の両りよう脇わきに切り立つ崖がけの上に、迷めい彩さい処理を施ほどこした軍服に身を包む狙そ撃げき兵へいたちが陣じん取どっていた。

「このまま防ぼう御ぎよ射しや撃げきを継けい続ぞく。射しや線せんに入った瞬しゆん間かん、各自の判断で撃うつように」

　彼かれらを率いる銃じゆう兵へいの長、帝てい国こく陸軍中ちゆう佐さトルウェイ・レミオンが硬こう質しつの声でそう命じる。その階級章の星の数を踏ふまえれば、もはや前線で兵士たちに混じって戦うような立場ではないのだが──そんな常識は眼がん中ちゆうになく、彼かれは自ら望んで戦場の最さい先せん端たんに立ち続けていた。

「最初から分かってはいましたが、数の差がありますね。ここで戦い続けるとして、どれほど時間を稼かせげるものでしょうか」

　油断なく引き金に指を当てたまま、狙そ撃げき兵へいのひとりが上官にそう尋たずねる。翠すい眼がんの青年は視線もよこさず即そく答とうした。

「ほかのルートが突とつ破ぱされない限り、最低でもここで丸一日は守りきる。部隊全体の残ざん弾だんが三割を切ったら撤てつ収しゆうとする。──それ以降も敵を足止めしつつ段階的に防ぼう御ぎよ戦せん闘とうの場所を西へ移して、友軍が安全圏けんに到とう達たつするまで、ひたすら同じことを繰くり返かえす」

　有う無むを言わさぬ口調だった。覚かく悟ごを決めた部下たちが敵の動きに意識を集中する中、トルウェイは何かを察したように明後日あさつての方向へ目を向ける。

「………………」

「……？　どうしましたか、隊長ど──ッ!?」

　予期せぬ衝しよう撃げきに途と切ぎれる声。上官に横合いから体をぶつけられた兵が、膝ひざ立だちの射しや撃げき姿勢を維い持じ出来ずにその場で倒たおれ込こむ。直後──地面に横たわった彼かれの真上を、鉛なまり弾だまが数発掠かすめ去った。

「──スゥ──」

　部下を死から救った行動と一連の動作で、トルウェイは腰こしから地面に倒たおれ込こみながら銃じゆう身しんを撥はね上げる。見み据すえる先は、たったいま弾だん丸がんが飛来したその方向。その彼方かなたに向けて、彼かれは刹せつ那なで照準を合わせて引き金をしぼり、

「──フゥッ！」










「ぅガッ──！」

　ほぼ同時に、百五十メートル先の藪やぶの中で、ひとりのキオカ兵が命を失っていた。

「ベルシ……!?」「え、衛生兵ッ！」

　予想もしないタイミングで崩くずれ落おちた仲間に、周囲の兵士たちは動どう揺ようを隠かくせない。だが、そんな彼かれらを横目に、一部の古参兵たちは静かな戦せん慄りつを覚えていた。

「──ふざけるなよ。なんだ、今のは」

　望遠鏡越ごしに敵部隊を観察していたひとりが震ふるえる声でつぶやく。隣となりで風ふう銃じゆうを構えていた男が苦々しげに口元をゆがめた。

「……見み間ま違ちがいだと思いたかったんだが、お前も見たか」

「ああ……。あののっぽの銃じゆう兵へい、倒れ込みざまの抜き打ちでベルシを殺やりやがった」

　その因果を認にん識しき出来たことさえ奇き跡せきに近い、およそ現げん実じつ離ばなれした出来事だった。身を低くすることによる銃じゆう撃げきの回かい避ひ、標的への照準合わせ、引き金をしぼる指の動き──その全てが一秒にも満たない刹せつ那なで行われ、ベルシ上等兵の命を奪うばったのだ。神かみ業わざを通とおり越こして、もはや馬ば鹿かげている。

「……あるいは、あれが『銃じゆう撃げきのレミオン』か」

「百メートルを越こえる遠間だぞ。初しよ弾だんを当てるだけでも曲芸だってのに」

　いつまでも感心してはいられなかった。背筋を凍こおらせる恐きよう怖ふは仲間を殺された怒いかりで塗ぬり潰つぶして、彼かれらは手の中の銃じゆう把はをきつく握にぎりしめる。

「──無む駄だ口ぐちはここまでだ、何としても仕留めるぞ。あれをひとり放置するだけで、この先に何百人の仲間が命を奪うばわれかねん！」

「言われるまでもねぇよ！」










「──南東の斜しや面めんの茂しげみの中だ。第七分隊、応射を開始」

　自分の一射によって敵方が受けた衝しよう撃げきなど知るよしもなく。逆ぎやく襲しゆうの銃じゆう撃げきが続けざまに降り注ぐ中、トルウェイは淡たん々たんと部下たちを指揮していた。

「こちらの配置を見み抜ぬかれましたか。予想よりもずいぶん早い対応です」

「それだけ敵が優ゆう秀しゆうなんだろう。──テラン軍ぐん曹そう、三十秒与あたえる。あの場所の敵を排はい除じよするための最適戦術を述べてくれ」

　そう言って部下に思し索さくを促うながす。彼かれ自じ身しんにはすでに最適解の持ち合わせがあるが、それはあえて口にしない。状じよう況きようの厳しさには関係なく、青年にとってこれはあくまでも試験運用なのだ。部下の成長を促うながすことに本ほん懐かいがある。

　その意図を汲くみつつ、テラン軍ぐん曹そうはしばし考かんがえ込こんだ。

「……私の分隊を連れて、東の丘おかを北側から回り込こみます。敵の意識をここに引きつけておいてもらえれば、二十分以内には──」

　そこまで口にしたところで、軍ぐん曹そうはハッとなって言葉を切る。すぐさま望遠鏡で自分が指定した迂う回かい路ろを確かく認にんし──その茂しげみに不自然な揺ゆれを見て取ったところで、自分の判断の間ま違ちがいを確信した。

「──失礼しました、向こうもそれを読んで兵を伏ふせています。……三十分ください。二個分隊を連れて東の丘おかを確保し、敵部隊に向かって面の制圧射しや撃げきを実行します」

「それでいい。おそらく、きみたちが丘おかに陣じん取どった時点で敵も退ひくはずだ」

　部下の判断に及きゆう第だい点を与あたえるトルウェイ。それを内心で誇ほこりつつ、テラン軍ぐん曹そうはやや不安げな表情で上官を見返す。

「以後、こちらでの戦せん闘とうに参加出来なくなりますが、よろしいですか」

「構わない。必要な局面で押おさえに置く兵を、ぼくは遊兵とは呼ばない」

　トルウェイの即そく答とうに息を吞のむ軍ぐん曹そう。……付き合いの長い部下たちでさえ、ともすれば畏い敬けいを通とおり越こして恐きよう怖ふを感じかねないほど、彼かれのまとった空気は余りに張はり詰つめすぎていた。










「Ｍｕｍ──興味深い。実に興味深い」

　副官の制止を振ふり切きって高台によじ登り、白はく髪はつの将は目を輝かがやかせて戦場を見み渡わたした。

「ご覧よミアラ、これは今までになかった戦場だ。練度の高い風ふう銃じゆう兵部隊がこちらの進軍を足止めし、それに対してこちらもまた同様の狙そ撃げき兵へいを用いて攻こう略りやくを試みる。姿こそろくに見えないが、戦場の主役は紛まぎれもなく彼かれらなんだ」

「聞いています！　聞いていますから、せめてもう少し身を低くしてください！　いくら射程外とはいえ、万にひとつの流ながれ弾だまがないとは限らないでしょう！」

　聞き分けのない子供を庇かばうようにして彼かれの前に立つミアラ。その両りよう肩かたに優やさしく手を置いて、ジャンは言葉を続ける。

「銃じゆう兵へいの運用方法においても、現時点では向こうが一歩先んじていると認めざるを得ない。見たところ、敵は当たり前のように分隊未満の単位で動いている。せっかく武器の射程が広いのだから、戦力を束ねるために兵員が一カ所に固まっている必要はないというのは確かに道理さ。ただ、そうやって細分化した兵力が個別に判断して動けるようになるまでには、相当な訓練を必要とするはずだけれどね」

　敵意や偏へん見けんを挟はさまず、彼かれはあくまでも率そつ直ちよくに敵軍を称しよう賛さんする。なので、それらのマイナス面は副官が代わりに受け持った。彼かの女じよはむすっとした表情で意見を返す。

「……この場での厄やつ介かいさは認めますが、それほどの脅きよう威いとは感じません。拓ひらけた場所であれば取るに足らない相手でしょう。藪やぶであれ崖がけの上であれ、爆ばく砲ほうなら潜ひそんでいる場所もろとも一いつ掃そう出来たでしょうし」

「Ｓｙａｈ。けれど、爆ばく砲ほうの優位に頼たよってばかりではいずれ痛い目を見るからね。こちらも戦い方を進化させていかなくてはならないと思うわけさ。

　時に──この戦せん況きようについて、博士にご意見をうかがっても？」

　彼かれらの後に続いて高台へよじ登ってきた老賢けん人じんに、ジャンは戦場へ目を向けたままそう尋たずねる。膝ひざについた砂を払はらい落おとしながら彼かれの隣となりに並んで、アナライはふむと唸うなって指先で髭ひげをしごいた。

「あくまで早期の突とつ破ぱを望むなら、何はともあれ敵の銃じゆう撃げきをどうにかせねば始まるまい」

「Ｙａｈ。煙えん幕まくを張ることも考えたのですが、生あい憎にくと我々のほうが風下でして。日が暮れれば狙ねらいも定めづらくなるでしょうが、そうなると今度は進軍それ自体がおぼつかなくなることに」

「夜間の、それも山道の強行軍など危険極きわまりないからの。わしが帝てい国こく軍ならそこを狙ねらうな。地形の条件と仕し掛かけ次し第だいでは、大軍を一いち網もう打だ尽じんにもし得るじゃろう」

「おっしゃる通り、そのリスクを思えば夜にチャンスは見いだせません。太陽の下に突とつ破ぱ口こうを求めないことには」

　うなずくジャン。が──ミアラには分かっていた。状じよう況きようの難しさを口にしながら、彼かれの表情に不安や焦あせりは少しもない。悠ゆう然ぜんとした口調は、すでに解き終えた難問について語る時のものだと。

「なので、いまそれを作っているところです」





＊






「はっ、はっ、はっ────」

　土木作業に明け暮れる兵たちが忙せわしなく行ゆき交かう帝てい国こく軍本営。その西せい端たんを目指して、息せき切って走る男の姿があった。肩かた口ぐちの階級章は、三み十そ路じを過ぎた程度の外見には不似合いな高級将校の立場──つまり准じゆん将しようの階位に彼かれがあることを示しており、

「──シャミーユ陛下！　ごっ、ご無事でしたか！」

　緊きん張ちようと畏い怖ふにうわずった声は、そこにいる相手が、あらゆる意味に置いて彼かれの上位に位置することを教えている。腹心と呼ぶべき臣下のひとりから出で迎むかえを受けて、女じよ帝ていシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクは親衛隊の人ひと垣がきの内側から悠ゆう然ぜんと歩み出る。

「子細ない。……が、相すまぬ。あのように敵を連れてくる結果になった」

　苦々しげに口元をゆがめ、シャミーユは視線を背後に向ける。

「この本営、報告よりもずいぶん奥おくまった場所に移していたな。合流が予想よりも数日遅おくれた」

「は、申し訳ありません……」

「責めているわけではない。失態を演じたのは余も同じこと、知りたいのは現在の状じよう況きようだ。そちらでは何が起こっている？」

　謝罪よりも情報を求める女じよ帝ていの意思を汲くんで、サザルーフは一呼吸置いて話し始める。

「亡命者たちを追って東に進んだマシュー少しよう佐さの部隊が、敵軍の反はん撃げきを受けて撤てつ退たいを始めています。追つい撃げきが予想されるため、我々との戦力合流を少しでも早めるために、こうして本ほん陣じんを東寄りに移しておりました」

　おおむね予想通りの答えが返ってきて、シャミーユは厳しく口元を引き結ぶ。

「……トルウェイを向かわせてもなおこうなったか。つまり、マシューらと合流するまで、我々はここを動けないということだな」

「ええ。……彼かれらを見捨てるのでなければ、ですが」

　温度のない声で言い添そえる若き准じゆん将しよう。その言葉に含ふくまれたものを察し、女じよ帝ていは怒いかりを込こめて彼かれをにらみ据すえた。

「見くびるなよサザルーフ。余にその気があるように見えたか？」

「──失言でした。どうかお許しを」

　そう言いつつも、サザルーフは心からの安あん堵どを顔に浮うかべて深く頭を下げる。そんな彼かれをシャミーユはじっとにらんでいたが、やがてため息をついて視線を切った。

「……今回のみ許そう。たとえ首を刎はねられようと部下を置いては逃にげぬという、そなたの覚かく悟ごが見えたゆえにな」

　いくらか穏おだやかになった声でシャミーユはそう述べる。帝てい国こく軍人たるもの何を置いても皇こう帝ていの身命を守るべし──そんな言葉は徹てつ頭とう徹てつ尾び、女じよ帝ていの中に浮うかびさえしなかった。

　少女を暴君と畏おそれる人々の多くは知らない。必要とあらばいくらでも残ざん酷こくに振ふる舞まう彼かの女じよは、だが根本的な部分で露つゆほども考えていないのだ。──自分の命に他者を犠牲にして守られるだけの価値があるなどとは。

「ご恩情に感謝します。こちらも当然ながら、陛下を最優先で安全地帯に送り届ける方針で考えています。そのために別働隊を編成することも不可能ではありません。しかし──」

　一度言葉を切って、サザルーフは固い表情で西方の敵勢力を眺ながめ下ろす。

「──陛下の身を守りながらあれを突とつ破ぱするには、相当数の兵員……この場の兵力の半数近くが必要になり」

「兵力の分散と同時に、マシューらを追ってここへやってくる敵を迎むかえ撃うつことが難しくなるということだな」

　少女の声が言葉を引ひき継つぐ。その理解の速さにはもはや驚おどろかず、サザルーフはまっすぐ相手を見つめてうなずいた。

「まことに不ふ甲が斐いなくありますが、お察しの通りです」

　その回答を受けて周囲を見み渡わたし、シャミーユは少し考えてから再び口を開く。

「今すぐにこの場の全軍であれを殲せん滅めつし、その後にマシューらを助けに戻もどることは難しいか」

「今ここは兵員総出で野戦築城の真っ最中です。その分の人手を戦せん闘とうに駆かり出だすなら、引ひき替かえに作業が止まります。電でん撃げき戦で決着すればまだしも、その後に作業に戻もどれますが……もし手こずった場合、東から敵がやって来た時に無防備なままの陣じん地ちで向き合うことに」

「なるほどな。マシューらが戻もどるまではこの場を動けず、その時には敵も同時にやって来る。つまり──挟きよう撃げきに陥おちいることはもはや避さけられない情勢、というわけか」

「遺い憾かんながら……」

　我わが身みの不ふ甲が斐いなさに、サザルーフはたまらず目を伏ふせる。が、そうやって気を落としている時間さえ惜おしいとばかりに、女じよ帝ていは毅き然ぜんとした表情で言葉を続けた。

「良かろう、それが現状なら吞のみ込こむまで。東西両面から敵に挟はさまれた後の行動について、そなたのほうに想定はあるか」

　黄金の瞳ひとみが厳格な公平さを宿してサザルーフの返答を待っている。その視線に促うながされて背筋を伸のばし、彼かれもまた未来に目を向けて質問に応じた。

「あります。ここの地形をもってすれば──」
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「……フッ……！」

　兵が疲ひ労ろうに倒たおれないぎりぎりの速度で撤てつ退たいを続ける帝てい国こく軍の隊列、その最後方。頻ひん度どを増していく圧縮空気の炸さく裂れつ音に、トルウェイの一糸乱れぬ息いき遣づかいが混じっていた。

「第七分隊、右う翼よく側の援えん護ごに回れ！　敵はあちらから突とつ破ぱしてくる気だ！」

「は……！　しかしそうなると、この場にはもはや二十人余りしか──」

　戦せん況きようを案じた兵士の声を銃じゆう声せいが塗ぬり潰つぶす。照準器の先に新たな死体を積み上げた青年は、温度のない視線を部下に向けて告げた。

「それだけいればじゅうぶん凌しのげる。──この先、ぼくは一発だって外さない」

「は、はいっ！」

　有う無むを言わさぬ迫はく力りよくに駆かけ出だす兵士。その背中を尻しり目めに、翠すい眼がんの青年は思考を急速に回す。──彼かれは狙そ撃げき兵へいたちを束ねる部隊指揮官であり、その職責は、視界に映る敵だけを確実に仕留めていれば果たせるものではない。

　エアライフルが双そう方ほうに普ふ及きゆうしたことによって、両軍の有効射程はほぼ互ご角かく。その上で彼かれの率いる一個大隊六百人は三千人以上のキオカ軍部隊の足止めを試みている。本来なら砦とりでなどの要害を利用して初めて可能になる真ま似ねだが、トルウェイの卓たく抜ばつした用兵はその常識を覆くつがえしていた。

「……フゥッ……！」

　彼かれらの戦術の要かなめは、頑がんとして姿を見せないことにある。草木や小枝を無数に貼はり付つけた迷めい彩さい服で密林の景色に溶とけ込こみ、闇やみの中から狙ねらい澄すました射しや撃げきでもって敵兵を仕留め続ける。この「姿なき狙そ撃げき手しゆたち」が、高度に修練された銃じゆう撃げきの手しゆ腕わんと合わせて異常なまでの殺傷効率を実現した時、はたして敵軍の心理には何が起こるか？

「──恐おそれろ──」

　答えはひとつ。彼かれらは亡ぼう霊れいを見るのだ。不可視の敵軍を実態の何倍にも多く見積もり、自ら作り上げたその虚きよ像ぞうに戦せん慄りつする。そこにあるかもしれない恐きよう怖ふ──かつて黒くろ髪かみの少年がそう呼ばわったものが、現在のトルウェイ・レミオンを異形の怪かい物ぶつへと育て上げた。

「──その闇やみに恐きよう怖ふしろ。男も女も、老いも若きも、勇ある者も無き者も。生ある限り一いつ切さいの区別なく──！」







「──否ニエツト。恐おそるるに足りない」

　だが、その怪かい物ぶつを討うつべくして、ここに英えい雄ゆうがひとり。

「多くとも一個大隊六百人。それが君たちの実戦力なのだから」

　そう言い切って、白はく髪はつの将は颯さつ爽そうと身をひるがえした。背後に立つ巨きよ体たいの幕ばく僚りようへと、不敵な微ほほ笑えみを浮うかべて言葉を放つ。

「敵の配置は教えた通りだ。信じてくれるね、ハッラー」

「任せておけ」

　ハッラーのほうもまた、少しの躊ちゆう躇ちよもなく相手の指示に応じた。目の前で命令を待つ部下たちへ、彼かれは満まんを持して声を張り上げる。

「横おう列れつ展開開始！　銃じゆう兵へい構え！」

　指示に応じて、山道の横よこ幅はばいっぱいに展開していく兵士たち。一列目、二列目、三列目の横おう列れつはそれぞれ位置をずらして、正面に向かって全員の射しや線せんが通るように設しつらえる。威い圧あつ感と弾だん幕まく密度を最優先した戦列歩兵──それは帝てい国こく側の戦術と比べれば古ふる臭くさくも見えたが、

「撃てぇ！」

　彼かれらは堂々と攻こう撃げきを開始した。斉せい射しや、前進、弾たま込ごめ、斉せい射しや、前進、弾たま込こめ──一糸乱れぬ動作のもとに隙すき間まなく続けられる銃じゆう撃げき。圧縮空気ガスの破は裂れつ音が途と絶だえることはない。指揮官に脅おどされて従うばかりの凡ぼん百ぴやくの戦列歩兵とは違ちがう、磨みがき抜ぬかれた集団行動の機能美がそこにはあった。

「射しや撃げきに間を置くな！　後続は求めに応じて弾たまを供給、銃じゆうにトラブルが起きた者は速すみやかに後列と交代しろ！」

　五十メートルばかり道を進んだところで、ハッラーは片手を掲かかげて声を張り上げる。

「射しや撃げき停止！　照準変へん更こう──左方へ七十度！」

　即そく応おうして狙ねらいを変える銃じゆう兵へいたち。木立の闇やみの中に潜ひそむ不可視の敵へと、槍やり衾ぶすまのように並んだ銃じゆう身しんが一いつ斉せいに照準を定めた。







　敵部隊の進行に応じて、これまでと同じように迎げい撃げき地点を移そうと動き始めた狙そ撃げき兵へいたち。だが──彼かれらの背中に、その瞬しゆん間かんから猛もう烈れつな弾だん雨うが浴びせかかった。

「なっ……!?」「がっ……！」

　砕くだけた木もく片へんと木の葉が周りじゅうで弾はじけ飛び、肩かたに弾たまを受けた兵士が膝ひざを折ってうずくまる。明らかに一変した状じよう況きようの中、狙そ撃げき兵へいたちは一いつ斉せいに血相を変えた。

「……!?　こっちは木立の中を移動してるのに、斉せい射しやが追ってくる！」

「伏ふせろ！　横おう列れつでの一いつ斉せい射しや撃げきだ、頭を上げてられる密度じゃない！」

　被ひ弾だんを避さけるために地面に伏ふせる狙そ撃げき兵へいたち。やむなく匍ほ匐ふく前進で移動を続けるが、それではとても敵部隊の前進に追いつけない。次の迎げい撃げき地点に辿たどり着つく頃ころには敵が射程外まで進んでしまっているだろう。

　分隊行動の身軽さを利した、敵の現在地に応じた最適地点からの迎げい撃げき。これまでずっと続けてきた彼かれらの新時代の戦術が、今回は実行を許されず──その事実に焦あせりを募つのらせる間も、山道からは絶え間なく斉せい射しやが叩たたきつける。

「くそっ！　こっちが透すけて見えてるのか、連中には……！」







「──これは……！」

　山道を堂々と前進してくる敵軍の姿に、トルウェイもすぐさま異変を見て取った。隣となりで望遠鏡越ごしに同じ光景を見ていた部下がうわずった声を上げる。

「隊長殿どの、敵軍が横おう列れつで前進してきます！　勢いが止まりません！　仲間の狙そ撃げきは制圧射しや撃げきで封ふうじられている模様で……！」

　報告する兵の動どう揺ようとは反対に、焦あせりを感じさせない一定の歩調で進み続ける敵軍。その様子を険しい表情で見み据すえながら、翠すい眼がんの青年はぎり、と奥おく歯ばを嚙かみしめる。

「それ以前の問題だ。……彼かれらは闇やみに怯おびえていない。こちらの位置を見み抜ぬかれている！」







「Ｙａｈ──正せい攻こう法ほうは数で勝まさる側に優位をもたらす。戦場の常だよ、まだ見ぬ狙そ撃げき兵へいの長」

　反はん撃げきを封ふうじながら奥おくへ奥おくへと進んでいく部隊を眺ながめて、ジャンは不敵な笑えみを深くする。

「ここでの足止めを受けてからすでに三時間以上。これだけの時間が経たったというのに、この僕ぼくを相手取っていつまでも不可視の亡ぼう霊れいを気取ろうというのは虫が良すぎるだろう。見えないものが見えてくるにはじゅうぶんすぎる猶ゆう予よじゃないか」

　木立の闇やみの奥おくで人知れずうごめく亡ぼう霊れいたち。だが──白はく髪はつの将の瞳ひとみは、抜ぬきんでた分ぶん析せき力と想像力によって、その動向をつぶさに透すかし見ていた。

「分隊未満の少数にばらけて闇やみに潜ひそむ狙そ撃げき兵へい部隊──それは確かに脅きよう威いだと認めよう。けれど、こちらの足止めという戦術目的を踏ふまえて地形を鑑かんがみれば、その配置と移動には一定の法則性が生まれてくる。まずはこちらの目から最適解を導き出した上で、これまでに兵が銃じゆう撃げきを受けた場所から逆算して答え合わせをし、その誤差から敵集団の心理と性格を予測すればいい」

　この瞬しゆん間かんまで費ついやした時間は全てそのためのもの。見えない敵を見えないままでいさせ続ける優やさしさも愚ぐ鈍どんさも、彼かれという将にはおよそ持ち合わせがない。

「狙そ撃げき兵へいの長。おそらく君の理想は、兵員のひとりひとりが独自の判断能力を有しながらも、従来の戦列銃じゆう兵へいなどよりもずっと高次の連れん携けいを保ちながら戦い続けるところにあるのだろう。母なるキオカには民衆の自治を重んじて行政の権限を最小化しようとする『小さな政府』という理念があるけれど、その軍事版とも言うべき概がい念ねんを打ち出してのけたことは素す直なおに評価する。けれど、人間は本質的に集団行動を旨むねとする生き物さ。こと軍事において、組織化された兵員の動きは指揮官の意図を反映せずにいない」

　敵軍の姿を闇やみの向こうに透すかし見るだけでは飽あき足たらず、ジャンの両目はその精神性まで見通してのける。帝てい国こく軍の俊しゆん英えいトルウェイ・レミオンが育て上げた新時代の狙そ撃げき兵へい部隊は、いまや不眠ねむらずの輝き将しようによって刻一刻とその全容を明らかにされつつあった。

「君の用兵から受ける印象は、人一倍の優やさしさと臆おく病びようさ、それらをもろともに飲のみ込こんで戦場に在るという決意──といったところかな。実に面おも白しろいよ。およそ軍人らしくない人間像が頭に浮うかんでやまないのだから」

　敵味方を問わず、未知のものへと期待を寄せる無む邪じや気きさ。しばしば自じ戒かいの対象ともなるその傾けい向こうは、裏腹にアナライ・カーンとの出会いから日を追って強まりつつある。だからこそ、敵として称しよう賛さんに値あたいする今回の相手を、彼かれは心から楽しげに追おい詰つめていった。

「生きて捕ほ虜りよとなってくれることを願おう。優ゆう秀しゆうな部下は、この先いくらいても足りないんでね──！」
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　他方、サザルーフ准じゆん将しようの指揮する帝てい国こく軍本営では、合流した女じよ帝ていシャミーユとその配下の部隊ともども、友軍が戻もどってくるその時を一日千秋の思いで待ち受けていた。

「──見えました！　友軍の先頭部隊です！」

　東の方角を見守っていた兵のひとりが声を張り上げる。本部天幕を飛び出してきたサザルーフも自前の望遠鏡でそれを確かく認にんし、すぐさま部下たちに指示を出した。

「よし、バリケードを開けて彼かれらを迎むかえ入いれる！　野戦病院は負傷者を受け入れる準備をしろ！　もたもたしているとすぐに後続が来るぞ！」







「はぁっ、はぁっ──や、やっと着い──」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいの部下たちをやっとのことで引っ張ってきたマシューは、高台の陣じん地ちへと続く隘あい路ろを登ってバリケードをくぐった瞬しゆん間かん、そこに予想だにしない君主の姿を認めて面食らった。

「──陛下……!?　なぜこんな場所まで！」

　黒衣をはためかせながら彼かれの前へ歩み出て、シャミーユは厳しい面おも持もちで口を開く。

「そなたらを助けに来たつもりであったのだがな。結果としてもろともに罠わなへ嵌はめられた形だ」

「だとしても吞のん気きに留とどまっている必要はないでしょう！　サザルーフ准じゆん将しよう、どうして陛下のために脱だつ出しゆつ部隊を編成しないんですか！　じきに敵がここへ殺さつ到とうするっていうのに……！」

　疲ひ労ろうを忘れて上官に詰つめ寄よるマシュー。が、サザルーフの口から理由が説明される前に、身を案じられた本人のほうが鋭するどく言葉を挟はさんだ。

「出過ぎた口を利きくなマシュー・テトジリチ。余がどこに赴おもむき何をするかは余だけが決めること。そなたはただ、この状じよう況きようを打開する手立てを考えればよい」

　臣下として当然の気き遣づかいを一いつ蹴しゆうされた青年がむっとした顔を向ける。それを表面上は黙もく殺さつして、シャミーユは淡たん々たんと論点を変えた。

「後続の兵士らはキオカ軍とアルデラ神しん軍ぐんの追つい撃げきを受けているはずだ。この様子だと、殿しんがりを務めているのはトルウェイ中ちゆう佐さか？」

「……はい。あいつが応おう援えんに来なければ、もっと多くの兵が死んでいました」

「だからこそ向かわせた甲か斐いがあった。全部隊がここに集結するのはいつ頃ごろになりそうなのだ」

「二日後の昼を予定しています。……ほぼ同時に敵も来ますけどね」

　さっきのこともあり、状じよう況きようの危あやうさを理解させるつもりでマシューは言い添そえた。が、当の女じよ帝ていは当然とばかりにうなずき、その場で身をひるがえす。

「軍議を開く。おおよその作戦は考えてあるが──そなたの意見を聞かせよ、マシュー少しよう佐さ」










　さらに四日後。マシューらの到とう着ちやくからそれだけ遅おくれて、ジャン率いるキオカ軍・アルデラ神しん軍ぐんの合同部隊は敵の本ほん陣じんを前にしていた。

「──Ｈｕｍ、なるほど。ここに陣じん取どったかい」

　そうつぶやいた彼かれが目にする地形は、北から南へ数十キロにも亘わたって垂直を越こえる角度で切り立つ峻しゆん険けんな崖がけだった。ごつごつとした岩がん壁ぺきは下のジャンたちへ覆おおいかぶさるようにせり出し、その上から様子をうかがう帝てい国こく兵の姿がちらちらと垣かい間ま見みえる。──上のほうに硬かたく平らな地層が、その下のほうに比ひ較かく的てき軟やわらかい地層がある場合、風雨による浸しん食しよくは下のほうから早く進むため、長い年月をかけてこうした地形が作られることままあるのだ。

「尾お根ね──というよりも卓たく状じよう台だい地ち、ですね。頂上まで続く山道は南側の隘あい路ろが一本のみ。そこもすでにバリケードで封ふう鎖さされているようです」

「Ｓｙａｈシア。この一帯を迂う回かいして回り込こむことは可能だけど、それには三日以上を要する。敵はその間に全軍で西へ逃にげていくだろうね」

　頭の中の地図で彼ひ我がの位置関係を確かく認にんしつつ、白はく髪はつの将はなおも状じよう況きようを分ぶん析せきする。

「Ｍｕｍ──それにしても、敵の総指揮官はなかなか勇ゆう敢かんなようだ。もっと山脈の入り口から近い場所で仲間を待つことも出来たはずで、総合的にはそれが安全策とさえ言えただろう。その上で山脈の奥おく深ふかくへ踏ふみ込こむ選せん択たくをしたということは、ひとりでも多くの兵士を生せい還かんさせようとする強い決意を示している」

　そう言って、好ましげに口元をつり上げる。敗勢の敵軍がなおも保ち続けている意志を評価して。

「敵はまだまだ死に体じゃない。油断してはならないよ、ミアラ」

　副官に向かって鋭するどく囁ささやくジャン。かと思えば、一転して視線を斜ななめ後ろの科学者に向ける。

「ところで──どうされましたか、博士？　先ほどから上空ばかり気にしておられるようですが」

「うむ。見慣れぬ鳥が飛んでおってな」

　上空を仰あおぎ見みながら答えるアナライ・カーン。ほかの大勢が何も感じずに見過ごしてしまうかすかな異変でも、この老賢けん人じんは当然のように見み逃のがさない。

「わしらの頭上を旋せん回かいしておる。先ほどからずっとじゃ。この辺りにああした外見の大型鳥は生息していなかったはずじゃから気になっての」

　興味深げなアナライの視線を辿たどって上空を見上げて、ほどなくジャンは老人の言う「見慣れぬ鳥」の正体を見て取る。

「…………ああ！　さすがのご慧けい眼がん、あれが『白はく翼よくの太たい母ぼ』の愛鳥です。──ミザイ、こっちだよ！　降りておいで！」

　大声で呼びかけると同時に指笛を吹ふいて注意を引く。そのアピールが実って、上空の「彼かれ」も降下を始めた。数秒の後、風を巻き上げながら地面に降り立つ大型の猛もう禽きん。反射的に後ずさる兵士たちの中、ジャンひとりが友人にそうするように片手を上げて気さくに歩み寄る。

「伝令を務めてくれるんだね、助かるよ。すぐに読んで返事を書くから少し待っていてくれ」

　そう言って、ミザイの足に括くくり付つけられた書簡を取り外す。一方のアナライはといえば、伝令の内容には露つゆほども興味を示さず、目の前の生き物をつぶさに観察し始めた。

「鷹たか……鷲わし……いや、これはミサゴじゃの。天険大アラファトラ山脈の真っただ中で、まさか海鳥に出会おうとは思わなんだ」

　身をかがめて顔を近付ける老賢けん人じん。その視線に不ふ穏おんなものを感じ取ってか、ミザイが心持ち警けい戒かい態勢に入る。

「いま、このミサゴはお前さんを認にん識しきして降りて来たのかの？　そればかりか返事を書き終えるのを行ぎよう儀ぎよく待っておるとは、実に興味深い。鳥の知能水準を見直すべきかもしれん」

　前から後ろから横から斜ななめ下から、観察に没ぼつ頭とうしたアナライはあらゆる角度で研究対象を凝ぎよう視しする。その様子にはジャンも苦く笑しようを浮うかべた。

「博士、ちょっかいはほどほどに。ミザイはプライドが高いので、やりすぎるとつつかれますよ」

「分かっておるが、もう少し……むぉぉっ！」

　忠告の直後、鋭するどく突つき出だされた嘴くちばしを紙かみ一ひと重えでかわすアナライ。ミアラがぷっと笑いを漏もらす。が、その隣となりでは、書簡を読み進めた白はく髪はつの将が眉まゆ根ねを寄せ始めていた。

「……まさか向こうに女じよ帝ていが来ているとはね。これは少し厄やつ介かいなことになったかな」

「え──!?　ジャン、それは一体」

　兵に筆記具と机を用意させて、ジャンは手早く返事を書き進めていく。ペンを迷わせるようなことは一度もなく、ものの数分で彼かれはその作業を終えた。

「……Ｙａｈ、返事も書けた。主人に届けてくれ、ミザイ」

　彼かれが最初と同じように足へ書簡を巻きつけると、ミザイは待ちかねたとばかりにひと鳴きして大空へ飛び立った。名残なごり惜おしげなアナライを尻しり目めに、ミアラは上官に尋たずねる。

「もう済んだのですか。今のは何を書いて送ったのですか？」

「特別なことは何も。こちらの現状と兵力、そして今後の作戦といったところだよ」

「すでに作戦まで？　軍議を挟はさまなくても良かったのですか」

「わざわざ幕ばく僚りように意見を求めるまでもない局面だからね。女じよ帝ていの件こそ予想外だったけど、それも大筋に影えい響きようは及およぼさない。というのも──この卓たく状じよう台だい地ちに陣じん取どった時点で、敵軍の末路は半ば以上決定しているのだから」

　自明の事実を述べるようにそう告げて、白はく髪はつの将は目の前の卓たく状じよう台だい地ちに視線を戻もどす。

「台だい地ちのふもとに兵を展開して圧力をかける。後はタイミングを待つとしよう」










「二年間の捕ほ虜りよ生活は、まぁ仕方ない」

　一方その頃ころ、高台に陣じん取どった帝てい国こく軍を挟はさんだ反対側の一角では、「白はく翼よくの太たい母ぼ」がたまりかねたように愚ぐ痴ちを漏もらしていた。

「自力での脱だつ獄ごくも、やれと言うならやる。大山脈での山登りは──海兵の身にはきついけど、一度きりなら耐たえられなくもない。……でも、その全てが続けざまに課されるのは、いくらなんでも無茶というものだと思うんだ。グレーキ、きみはどうだい？」

　ほどよく平らで滑なめらかな岩の上にぐったりと横たわりながら、エルルファイは強こわ面もての腹心にそう尋たずねる。海兵隊長グレーキ・アリュザドリは同意を込こめて肩かたをすくめた。

「一万人の亡命者のお守りってのを付け加えてくれれば、まったく同感でさぁ。どうも執しつ政せい官かん閣下は、俺おれらが帝てい国こくで二年間グータラ休んでいたとでもお思いなんじゃねぇかと」

「まったくだね。で、彼かれらの様子はどうだい？」

「へぇ。山に入りたての頃ころは鼻息も荒あらかったんですが、いまは熱も冷めたみてぇで、めっきり及および腰ごしになってますな。戦いは俺おれらに任せて背後に隠かくれていようってぇ様子です」

「うん、それでいい。遮しや二に無む二に前に出られるよりも好都合さ。ただでさえ慣れない山での戦いに民兵まで混じってきては混乱が深まりすぎる。戦せん闘とうはわたしたちで何とかするとしよう」

　寝ね転ころんだまま会話を続けていた彼かの女じよが、そこでふと上体を起こす。その直後にミザイが降りてきて腕うでにとまった。愛鳥の帰き還かんを喜びつつ、エルルファイはその足首に視線を向ける。

「おかえり、ミザイ。ちゃんとジャンに会って来られたようだね」

　取り外した書簡にその場で目を通していく。ややあって、彼かの女じよの口からほっと安心したような吐と息いきがこぼれた。

「……あぁ、どうやらわたしたちの受難にも終わりが見えたようだ。グレーキ、ここはひとつ、にっこり笑って喜びを表してくれないかい」

「こうですかな」

　求めに応じて、片側が耳まで裂さけた口を限界まで吊つり上あげてみせるグレーキ。子供を一いち撃げきで号ごう泣きゆうさせること請うけ合あいのその凶きよう相そうを、白はく翼よくの太たい母ぼはにっこりと笑って愛めでる。

「いつ見ても素す敵てきな笑え顔がおだ。そのまま兵たちにも朗報を伝えてくるといい」

「了りよう解かいでさぁ」

　促うながされて揚よう々ようと身をひるがえす海兵隊長。彼かれが向かった先で海兵たちが上げる悲鳴を聞きながら身を丸めて、エルルファイはそれを子こ守もり唄うた代わりにうたた寝ねを始めるのだった。










　総指揮を務める彼かの女じよの性格もあって、「白はく翼よくの太たい母ぼ」の部隊は厳しい状じよう況きよう下でも兵員の明るさが失われづらい。が──たったいま帝てい国こく軍本営に辿たどり着ついた一個大隊の雰ふん囲い気きは、彼かの女じよらとはまるきり対照的な、まさに「陰いん鬱うつ」の一言で表して語ご弊へいのないものだった。

「……狙そ撃げき兵へい大隊、ただいま帰き還かんしました」

　バリケードをくぐり抜ぬけた部隊指揮官が、自分たちを迎むかえ入いれた仲間へ向かって機械的に敬礼してみせる。そこに小太りの青年が息を切らして走ってきた。

「トルウェイ、無事かっ!?」

　開口一番に友人から安否を問われた翠すい眼がんの青年は、それでもなお、うつむいた顔を上げずに口を開く。

「兵の損そん耗もうが限界に達して、独立行動は打ち切らざるを得なかった。……なんて情けない。あと二日は稼かせげるつもりだったのに……！」

　風ふう銃じゆうのグリップを握にぎりしめる指が小刻みに震ふるえる。その自じ罰ばつの激しさを前に、マシューは友人にかける言葉をとっさに思い付けない。

　出発前に約束した最低限の日数は稼かせいだのだから、そう自分を責めなくてもいい──などと言ったところで耳に入らないのは分かりきっている。彼かれを苦しめているのは彼かれ自じ身しんが課したハードルだ。炎えん髪ぱつの少女と黒くろ髪かみの少年が戦場に無き今、そのふたりに代わって帝てい国こく軍を導くという義務を彼かれは自分に課している。誰だれに言われるまでもなく、一身に背負い込んでしまっている。

　小太りの青年が何も言えずにいたところで、その背後から進み出た女じよ帝ていが役割を代わった。

「気に病やむなトルウェイ、必要な仕事は果たしている。そなたも本部に来るがよい。ここからの段取りを説明せねばならん」

　淡たん々たんと伝えて身をひるがえすシャミーユ。幽ゆう鬼きのような足取りでその後に続く翠すい眼がんの青年を、マシューは苦く渋じゆうの面おも持もちで追っていくしかない。







「我々の用いる作戦は至ってシンプルだ」

　並み居る将校たちの正面で地形図の前に立ち、女じよ帝ていは説明の口火を切った。

「東から攻せめ寄よせるキオカ軍・アルデラ神しん軍ぐんに対しては、この卓たく状じよう台だい地ちの地形が防ぼう壁へきとなっている。直通の山道はバリケードで塞ふさいであるため、二日や三日持ちこたえることに差さし支つかえはない。その間に西側の敵勢力──脱だつ走そう捕ほ虜りよと教徒たちの集団を殲せん滅めつし、すみやかに山を下る」

　ものの数十秒で概がい略りやくを言い終えた。将校たちの心情を代表するように、マシューの顔面が激しく引きつる。

「……陛下。いま、殲せん滅めつとおっしゃられましたか？」

「そう言った。余の前に敵として立たち塞ふさがる者どもに対して、それ以外のやり方があるか？」

　悪びれることなくシャミーユは言い切る。しんと静まった天幕の中、彼かの女じよの声だけが凶きよう兆ちようをはらんで空気を震ふるわせる。

「作戦の総指揮は余が取る。作戦の決行は明日の早朝──教徒たちの大半が目覚めて間もない時間帯を狙ねらう。元捕ほ虜りよのキオカ兵たちはともかく、それ以外は案山子かかしも同然に蹴け散ちらせるであろう」
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　ぎり、と奥おく歯ばを軋きしませたマシューが一歩進み出た。黄金の瞳ひとみと視線が衝しよう突とつする。

「案山子かかしも同然に……殺すんですか、国民を。おれたちは彼かれらを連れ戻もどしに来たはずなのに」

「ただの亡命者に過ぎぬうちはそうであった。だが彼かれらは自ら武器を手に取り我々に仇あだなしたのだ。である以上、もはや敵として見なすに余は何ら躊躇ためらいを覚えぬ」

「それだってキオカの策略でしょうが！　追おい詰つめられた教徒たちに風ふう銃じゆうを与あたえて蜂ほう起きをそそのかしたのは奴やつらだ！　おれたちがここで同どう胞ほうを手にかければ、それこそ敵の思うつぼだとは思わないんですか!?」

　諫かん言げんを通とおり越こして嚙かみつかんばかりの青年の剣けん幕まくを前に、なおも女じよ帝ていは重々しく首を横に振ふってみせる。

「すでに命令は下してある。余の名のもと、余の責任において、な」

　説得の全てを切って捨てる言葉。貧ひん窮きゆうした教徒たちの感情に寄より添そったマシューの発言に対して、女じよ帝ていの返答は余りにも無む慈じ悲ひだった。青年の瞳ひとみに怒いかりの火が灯ともる。ただしそれは、同じだけの悲しみと一いつ緒しよに。

「…………飲めません。外敵と戦って国を守るのが軍人の務めだ。いまばっかりはあのミトカズルクと同感ですよ。自国民を虐ぎやく殺さつして顧かえりみない軍隊なんて、断じてあっちゃならない……！」

　天幕の中にざわめきが走り、割って入るタイミングをうかがっていたサザルーフが顔を青ざめさせた。明らかに一線を越こえたマシューの発言を受けて、女じよ帝ていの顔からすぅと感情が失われ、

「──マシュー・テトジリチ少しよう佐さよ。余はそなたを高く買っている。帝てい国こく軍の今後を預ける人間として長い目で成長を期待してもいる。ならばこそ今回の調査にも抜ばつ擢てきしたつもりだ。だが──」

　腰こし元もとのサーベルを一息に右手で抜ぬき放はなち、彼かの女じよはその切っ先を小太りの青年に突つき付つけた。

「──なおも余の判断に従えぬというなら。それ以上は、抗こう命めいの咎とがを問うことになる」

　冷然と言い放たれる最後通告。刃やいばを向けられたマシューの目から急激に温度が消えていく。

「……刎はねるんですか、おれの首を。その剣で」

　乾かわいた唇くちびるが、目の前の相手に対してこれ以上はないという皮肉を撃うち出した。……かつて炎えん髪ぱつの少女が手にし、何度となく騎き士し団だんの窮きゆう地ちを救ったサーベル。その先せん端たんを前に、青年は握にぎったこぶしを震ふるわせながらまぶたを閉とざす。

「やるならやればいい。本当にそれが出来るなら……もうあなたは、おれの知ってるシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクじゃない」

　ふたりの間に絶望的な沈ちん黙もくが下りた。仲ちゆう裁さいを買って出る勇気は誰だれにもない──一連のやり取りがこの場限りの衝しよう突とつではなく、二年の間に積み重ねた軋あつ轢れきの表出だと分かっているからだ。彼かれらは否いや応おうなく悟さとらざるを得ない、このふたりの主従関係の維い持じはもはや限界なのだと。

[image: ]

「へっ、陛下──」

　その全てを承知の上で、サザルーフがほとんど身投げに近い心境で声を絞しぼり出だそうとした時──場ば違ちがいに明るい鼻歌が、天幕の出入り口から緊きん迫ぱくした場に響ひびき渡わたった。

「ふんふーん♪　皆みなさん、お茶が入りましたよー！　とっ、とっとっ、──あわっ!?」

　将校たちの脇わきを抜ぬけてシャミーユとマシューのもとに辿たどり着ついたハロが、そこで急にバランスを崩くずして手の中の土ど瓶びんを傾かたむける。湯気を立てるお茶が注ぎ口からこぼれ出し、ふくらはぎにその直ちよく撃げきを受けたマシューがくわっと目を見開いた。

「あっちぃぃいいいい!?」

「あああっ!?　ごっ、ごめんなさいっ！　今すぐ冷やしますから！」

　あたふたと慌あわてながらパートナーの水みず精せい霊れいミルに氷水を出させるハロ。ぽかんと状じよう況きようを見守っていたサザルーフだが、そこでようやく、目の前に場を切きり替かえるチャンスを見て取る。

「……ハローマ少しよう佐さ、悪いがマシュー少しよう佐さを連れて退室してくれ。こんな状じよう況きようだ、ただの火傷やけどでも悪化したらコトだからな」

「は、はい！　ご迷めい惑わくをおかけしました～！」

　マシューの手を引いて、ぺこぺこと繰くり返かえし頭を下げながら天幕を後にする。無神経を装よそおった形でふたりの衝しよう突とつを有う耶や無む耶やにしてのけて、ハロの顔をした女は内心でくすくすと笑った。

　──それはまだ早いよ、お姫ひめさま。

　当然のことながら、善意から為なされた行動などでは有り得ない。あの場でのシャミーユとマシューの対立の深刻化が彼かの女じよの目的と一いつ致ちしなかった、だから止めた。ただそれだけのこと。

　──今はまだ溜ための時期。あなたが望み続けた破は滅めつは、こんなところで始めちゃっていいほど安いものじゃないでしょう？

　人間関係という土ど壌じように撒まかれた諍いさかいの種に対して、彼かの女じよは根気よく水をやり続けている。枯かれないように瘦やせないように、こまめな手入れを欠かさない。最大にして最悪の形でそれが花開く時を夢見て、どこまでも歪ゆがんだ情熱を注ぎ続ける。

　──まったく世話が焼けるなぁ。くすくすくすくすくす！







「……くそっ……くそっ、くそっ、くそっ……！」

　軽い火傷やけどの治ち療りようが済んでから引きこもった個人用天幕の中、マシューはいつ終わるとも知れない悪態を吐つき続けていた。

「──頭を冷やせ、マシュー少しよう佐さ。気持ちは分かるが、まだ虐ぎやく殺さつになると決まったわけじゃない」

　しばらくして、軍議を終えたサザルーフが様子見に顔を出す。寝しん台だいの上でうつむく青年に向かって、彼かれは言葉を続けた。

「西側の戦線突とつ破ぱに当たって、前衛には俺おれの配下の大隊を置くことで陛下を納なつ得とくさせた。前線の主導権はこっちで握にぎりうる。キオカ側が教徒たちを盾たてに取ってくる可能性もあるが……」

　なるべく相手の心境に沿った発言を心がけるサザルーフだが、ほどなくその限界に思い至る。すぐに暴かれる詭き弁べんの空むなしさを悟さとって、彼かれはため息混じりに説得の方針を変えた。

「……いや、俺おれからも言っておかないとな。もし教徒たちが戦せん闘とうの矢や面おもてに立った場合は、容よう赦しやなく斉せい射しやを浴びせるつもりだ」

「…………っ！」

　愕がく然ぜんとした表情を上官に向けるマシュー。サザルーフはすぐに補足した。

「あくまで最初のうちだけだ。教徒たちが怯おびえて逃にげ始めれば、その直後にはキオカ海軍の元捕ほ虜りよたちとの戦いが始まることになる。……だが、それまでに手心を加えるつもりはない。半はん端ぱな攻こう撃げきは向こうが付け入る隙すきになりうる。残念だが現状は……教徒たちを気き遣づかえば、その分だけこちらの被ひ害がいが増えちまう局面だ」

　過か酷こくな現実をぼかすことなく部下に直視させる。それが自分という上官の務めだと信じて。

「陛下の身の安全は当然として、ひとりでも多くの部下を生きて帝てい国こくに帰すことが、今の俺おれの目標になる。そのために自国民を撃うち殺ころすことになるとしても、な。……シャミーユ陛下が自ら総指揮を務めるとおっしゃったのは、作戦によって生じる犠ぎ牲せいについて、その全責任を一身に背せ負おい込こむ覚かく悟ごがあるからだ。それが分からないお前でもないだろう」

　唇くちびるを嚙かんで目を伏ふせるマシュー。──そう、彼かれにも分かっているのだ。女じよ帝ていの判断が残ざん酷こくでありながらも正しいことは。また、それに対して文句を付けられる立場に自分がないことも。

「状じよう況きようがここまで悪くなったのは、最初に俺おれたちが下手を打ったせいが大きい。……生きて帰らないことには後こう悔かいも出来ん。納なつ得とくしろとは言わんが、手を汚よごす覚かく悟ごだけは決めておけ」

「…………」

「決行は明日の黎れい明めいだ。キオカ海兵の連中も含ふくめて、野営に慣れている俺おれたちよりも向こうのほうが消しよう耗もうは激しいはず。……長引かせすぎればこっちも干ひ上あがるがな」

　言うべき言葉が尽つきたところで、サザルーフは静かに身をひるがえす。目の前の部下に必要なのは、気持ちに整理を付けるための時間だと判断していた。──だが、天幕を半ば出たところでふと思い立って、最後に忠告を付け加える。

「お前はもう少し生き汚ぎたなくなったほうがいい。……明日の午前二時まで休息を命じる。今くらい教徒たちのことは忘れろ。代わりに家族のこととか、いっそ好きな女の顔でも思い出せ」

　入り口の垂れ布をくぐり抜ぬけて、サザルーフは今度こそ去っていく。天幕の中にひとり残ったマシューは、明日の存命さえ危あやぶまれる状じよう況きよう下、上官の最後の言葉から否いや応おうなく郷きよう愁しゆうをかき立てられた。

「……父さん……母さん……」

　脳のう裏りに浮うかぶのは、ひどく懐なつかしく思える故郷の情景。朝あさ露つゆに濡ぬれて輝かがやく稲いな穂ほ、優やさしく微ほほ笑えむ父と母の顔。そして──最後に思おもい浮うかんだひとりの女性の面おも影かげに、青年は懐ふところの中のお守りコンパスを布越ごしに強く握にぎりしめる。

「………………ポルミ…………」










　同日深夜。彼かれらを率いる総大将の二つ名にあやかったように、崖がけ下したのキオカ軍は眠ねむりを知らずに動き回っていた。

「──Ｍｕｍ。敵はどうやら、明日の夜明けを待って行動を開始するつもりのようだね」

　断だん崖がいからやや離はなれた位置で敵てき陣じんを見上げながら、ジャンは顎あごに手を当ててつぶやく。

「こちらも作業を急ごう。工兵たちの進しん捗ちよくはどうかな？」

「はい、おそらくじきに──」

　尋たずねられたミアラが視線を巡めぐらせると、折よくひとりの士官が彼かれらを目指して走ってきた。

「はっ、はっ……報告します！　いましがた点検が完かん了りようしました！　ご命令とあらば、いつでも注入に移れます！」

　待ちわびた準備完かん了りようの報しらせ。白はく髪はつの将は満足げに笑えみを深める。

「Ｓｙｏｏｌシオール──じゃあ、さっそく始めてもらおうか。けれど、ひとつ間ま違ちがえば大事故だからね。現場はくれぐれも火気厳禁で頼たのむよ」

「は、徹てつ底ていさせます！」

「あと、戦せん闘とうに参加しない記録係を設けようか。揚よう気きをこういう形で利用した例は過去にあまりない、今回のケースは貴重な財産になると思うんだ。君の部隊から人員を見み繕つくろってくれるかい？」

「かしこまりました！　可能な限り詳しよう細さいに記録させます！」

　指示の追加を受け取り、部下が身をひるがえして走り出す。戦せん闘とうと直接関係のないところまで注意が行ゆき渡わたっているのは、そのままジャンの余よ裕ゆうの表れと言えた。彼は地図を取り出して目の前の地形と照らし合わせ、そこに興味の対象を嗅かぎ付つけたアナライがひょっこり顔を出す。

「ふむ、確かに興味深い実験になりそうじゃの。わしの予想じゃと……ここと、ここ、それにこの辺りは崩くずれずに残るのではないかな？」

「Ｙａｈ、僕ぼくはこっち側も怪あやしいと考えています。地面の中までは見えませんし、この分野での応用にはまだまだ経験値が足りていませんからね」

「わしらのほうでも結果を記録しておこう。この分だと、明日は大おお忙いそがしになりそうじゃの」

　老賢けん人じんの言葉にうなずきで同意しつつ、ジャンは精力的に働き続ける部下たちの背中を見守った。







　白はく髪はつの将の指示を受けて崖がけの真下まで走り戻もどった士官は、そこで改めて、光ひかり精せい霊れいの周照灯ランタンが照らし出す周囲の光景を見み渡わたした。

「……うむ」

　彼かれの目に映るのは、一帯の地面に積まれた大量の土ど砂しやと、その向こう側にわずかに覗のぞく、卓たく状じよう台だい地ちの根本を抉えぐるような形で掘ほり進められた横に長い洞どう窟くつ。兵たちの仕事のために今は一部が露ろ出しゆつしているが、今日までは土ど砂しやで完全にカモフラージュされていたものだ。のみならず、洞どう窟くつの奥おくには木製の骨組みらしきものが垣かい間ま見みえている。昨日今日に作られたものでは有り得なかった。

「少将閣下の許可が下りた！　各班、作業の最終段階に移れ！」

　命じられた兵士たちがシャベルを振ふるい、内部点検のために開けていた土ど砂しやの隙すき間まを埋うめていく。そうやって密閉を確保する一方で、土ど砂しやの中から延々と伸のびる何十本もの樹じゆ脂し製のホースがあり、それらは全て外の兵士たちの火ひ精せい霊れいに接続されていた。両手の「火か孔こう」から発する揚気ガスを洞どう窟くつ内部へと届けるための準備だ。

「よし──注入開始！」

　士官の下した命令に応じて、兵士たちは各おの々おののパートナーに揚よう気きを放出させ始める。ホースを通じて静かに運ばれていく気体が、出口のない洞どう窟くつの中に刻々と吹ふき溜だまり始めた。










　そして迎むかえた翌朝。夜明けの薄うす明あかりによって一足早く照らし出された卓たく状じよう台だい地ちの上には、突とつ撃げきの準備を終えた帝てい国こく兵たちの隊列が整然と並んでいた。

「──刻限であるな」

　隊列の後方でそれを指揮するシャミーユが、厳おごそかな声でもって時の到とう来らいを告げる。続けて彼かの女じよは隣となりに立つ臣下に確かく認にんした。

「準備は良よいか、サザルーフ准じゆん将しよう」

「……は。いつなりと始められます」

　答えながら、サザルーフはちらりと背後に──これから突とつ破ぱしていく敵勢とは逆方向の陣じん地ち東側に視線をやる。そこには部下を率いて殿しんがりを務めるマシューの部隊が置かれていた。……東側の敵勢へにらみを利きかせるために必要な配備だが、その役割に他でもない彼かれが宛あてがわれたことに、昨日の軍議での一いつ触しよく即そく発はつの空気を関連付けない者はいない。

「よかろう。──聞け、兵たちよ。カトヴァーナ帝てい国こく第二十八代皇こう帝ていシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクがここに号令を発する」

　淀よどみない声で女じよ帝ていが告げる。それはただの合図ではなく、これから行わんとする殺さつ戮りくの主体を明らかにし、己おのれという暴君の存在を白日のもとに晒さらすための宣言。

「──スゥゥ……」

　目を閉ざし、肺に空気を溜ためる。二年前──その手で父を殺あやめて帝てい位いを奪うばい取とった時に、彼かの女じよは誓ちかったのだ。これから自分が歩む道に一いつ片ぺんの正義もありはしないと。そう決めたシャミーユにとって、戦いから生じる罪科と責任はひとつ残らず自分だけのもの。

　ただの一いつ片ぺんも余人に譲ゆずりはしない、背負わせはしない。──その意志を胸に、彼かの女じよは吼ほえた。

「あれに見えるは敵である。──蹂じゆう躙りんせよ！」

「「「「「「「ウォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ！」」」」」」」

　軍ぐん靴かの底で大地を踏ふみ鳴ならし、兵士たちが一いつ斉せいに前進を始める。敵兵と自国民、その両方をもろともに手にかける戦いへ向けて。







「──おうおう、おっ始まりましたな！　なんとも威い勢せいのいいこって！」

「当然さ、あちらも後がないのだからね。──応射開始！」

　時を同じくして、エルルファイ・テネキシェラ率いる海兵たちも即そく座ざに迎げい撃げきを始めていた。

　彼かの女じよの存在のもとに粘ねばり強づよく士気を保ち続けてきた彼かれらだが、この状じよう況きようになると、ひとりひとりの表情には恐きよう怖ふと怯おびえがちらつく。それも無理のないことと思いつつ、太たい母ぼは自分たちと敵軍を見比べた。

「装備も練度も違ちがいすぎる。気休め程度にバリケードも建てたけど……まぁ、もって十分というところだね」

「亡命者たちを盾たてに取れば、その数字が倍くらいには伸のびたかもしれませんな」

「それはそうだけど、今度は攻こう撃げきに移る時に邪じや魔まになる。結局はこれが正解さ」

　平然と軽口を叩たたいていられるのは、いまとなってはエルルファイとグレーキのふたりだけだ。周りの兵士たちの助けを求めて縋すがるような視線に、けれど「白はく翼よくの太たい母ぼ」はにっこりと微ほほ笑えんでみせる。

「心配はいらないよ、みんな。わたしはよく知っている。ジャン・アルキネクスはこういう時にしくじる男じゃない」

　そう迷いなく言ってのけるエルルファイ。すでに自分と同じ階級まで出世し、じきに追おい抜ぬいていくだろう白はく髪はつの将のことを、彼かの女じよはこの状じよう況きよう下における救い主と考えて疑わない。

「彼かれは英えい雄ゆうだ。その強さは、仲間の命が懸かかっている時にこそ最大限発揮されるのだから」







　西に向かって卓たく状じよう台だい地ちを下り始めた帝てい国こく軍。すでにその先頭集団はキオカ海兵たちとの銃じゆう撃げき戦に入っており、彼かれらの優勢は目に見えて明らかだった。

「……よし、反はん撃げきは予想の域を出ていない！　いけるぞ、このまま押おし切きれ！」

　耳をつんざく圧縮空気ガスの破は裂れつ音。旧式の滑かつ腔こう風ふう銃じゆうで応射してくる敵を、最新のエアライフルを用いた制圧射しや撃げきで押おさえつける兵士たち。圧あつ倒とうは装備の格差から来る必然であり、時じ間かん稼かせぎすら許すつもりはなかった。部下たちを生きて地上に帰す。そう固く誓ちかって、サザルーフはこの場に立っているのだ。

　だが、戦せん端たんが開かれて間もなく。その覚かく悟ごを嘲あざ笑わらうように、彼かれの背後で轟ごう音おんが響ひびき渡わたった。

「──ッ!?　なんだッ!?」

　弾はじかれたように振ふり向むいた彼かれの視線の先で、台だい地ちの向こうからもうもうと砂すな煙けむりが立ち上り始める。わけも分からず立たち尽つくすサザルーフの隣となりでは、ただでさえ張はり詰つめていた女じよ帝ていの表情が、ここに及およんでさらに険しさを増していた。







「……う、ぅ……」

　轟ごう音おんと振しん動どうに続いて感じたのは、これまでに経験のない激しい落下の衝しよう撃げき。なすすべなく全身を痛めつけられたひとりの兵士が、苦痛に呻うめきながらうっすらとまぶたを開ける。

「……うっ……い、いったい何が……」

　激痛に霞かすむ視界の中、立たち込こめていた砂すな煙けむりが上から徐じよ々じよに晴れていき、ほどなく夜明けの空が見晴らす。いや、それだけではない。彼かれの視線の先には崖があった。見る影かげもなく崩くずれ落おちてはいたが──ついさっきまで自分が立っていたはずの台だい地ちを、遥はるかな高みに見上げているのだ。

「な、なんで……っ」

　まったく状じよう況きようが理解出来ないまま、それでも懸けん命めいに上体を起こそうとする兵士。しかし、その試みが叶かなう前に、彼かれは自分の両りよう脇わきを通り過ぎていく大勢の足音に気付いてしまう。

「……あ、あぁぁ……！」

　そして彼かれは見た。薄うすれていく砂すな煙けむりのカーテンを透すかして、自分を中心とした周囲一帯に──崩くずれ落おちた斜しや面めんに足を掛かけて登っていく、無数のキオカ兵たちの姿を。







「──な──」

　崖がけの上もまた混乱で満ちていた。自分が立っている場所の数メートル先から崩ほう落らくした地面を呆ぼう然ぜんと見下ろして、マシューは尻しりもちを突ついた体勢のまま状じよう況きようを把は握あく出来ずにいる。

「──なんだ、これ──」

　二年の間に鍛きたえられた彼かれの対応力がいっとき無に帰すほど、目の前の光景は理解を超こえていた。それも当然──軍事における常識として、地形とは一いつ瞬しゆんで変わるものではない。長雨で地じ盤ばんが緩ゆるんだわけでもないのに、ついさっきまで確かに存在した地面が一いつ瞬しゆんで崩くずれ去さることなどまず有り得ない。だが、そんな経験則を嘲あざ笑わらうかのように、マシューの眼前には変わり果てた光景が広がっているのだ。

　許されるならいつまでも呆ぼう然ぜんとしていたかった。だが、斜しや面めんの下から伝わってくる敵の気配が、辛かろうじて彼かれを現実に引ひき戻もどす。マシューは慌あわてて立ち上がり部下たちへ叫さけんだ。

「敵が来る……！　後ご詰づめの部隊、すぐに出て来い！　崖がけ際ぎわを守っていた前衛は壊かい滅めつした！　もう敵を阻はばむ崖がけはないんだ！」







「──Ｈｕｍ、可もなく不可もなく。仕上がりは七十点といったところかな」

　一部が崩ほう落らくした敵てき陣じんをやや離はなれた位置から眺ながめて、ジャンは平然と結果をそう評した。

「爆ばく砲ほうがなくても、揚よう気きにはこういう使い方もある。兵が通るための道はじゅうぶん拓ひらけた。せり出した崖がけを切きり崩くずしてしまえば、卓たく状じよう台だい地ちはただの丘おかと変わらないからね」

　事前の想定と大きな差のない結果なので、彼かれにとって驚おどろくべきことは何もない。いや、それどころか──予想を覆くつがえす要素がまったく見られなかったことに、彼かれはちょっとした落らく胆たんすら覚えていた。

「なんにしても──はっきり言って不用意だよ帝てい国こく軍。北域方面戦争からこの方、この一帯は二年以上も僕ぼくらが支配していた場所じゃないか。追おい詰つめられた時に防衛戦に向いた地形があるからといって、何の仕し掛かけも疑わないのは楽観が過ぎるだろう？」







「──後列の部隊、反転して崖がけ際ぎわへ向かえ！　東側の敵を押おし止とどめるのだ！」

　起こった出来事を完全には理解出来ないまでも、その上で真っ先に最善の指示を出したのはシャミーユだった。何らかの方法で卓たく状じよう台だい地ちの一角が切きり崩くずされたということだけを把は握あくして、彼かの女じよは動どう揺ようを押おし殺ころすように奥おく歯ばを嚙かみしめる。

「あちらに爆ばく砲ほうはなかったはず……！　別の形で揚よう気きを利用した仕し掛かけか!?　だが、一いつ瞬しゆんで地形を変えるほどとは……！」

　思考する間にも、陣じん地ちの東側では台だい地ちに登って来ようとする敵兵との戦いが始まっている。サザルーフもそれを目にして我に返り、一気に顔をこわばらせた。

「陛下、これはいけない……！　状じよう況きようはもはや丘おかの上で挟きよう撃げきを受けているのと変わりません！」

「く……！」







「──ほらね、言った通りになっただろう？」

　背後で起きた異変に右往左往する敵軍を眺ながめて、エルルファイはさも当然と言わんばかりに肩かたをすくめた。

「射しや撃げきを継けい続ぞく。それ以上の攻こう撃げきは考えなくていい。前後から攻せめられているという実感を敵に与あたえられれば、その時点で挟きよう撃げきは成立するのだからね。ひとまず銃じゆう声せいだけは止めないように」

　状じよう況きようの変化に啞あ然ぜんとする兵士たちをその言葉で正気に返して、彼かの女じよはふむと思案げに鼻を鳴らす。

「こうなるともう、あとは時間の問題かな。怖こわいのはあちらが思い余って強ごう引いんに突とつ破ぱしようとしてくる場合だけど、その時は少し耐たえた後に道を開けてやるとしよう。あとの追つい撃げきはジャンたちに任せればいい」

「女じよ帝ていを逃にがすための別働隊が出てくる可能性もありますな。今のうちに網あみを張っておきますか？」

「不要だよ。女じよ帝ていは見み逃のがすようにというのがアリオからのお達しだから。彼かの女じよは彼かの女じよでこちら側なのさ──自覚のあるなしにかかわらず、ね」

　温度のない声でエルルファイは言った。グレーキの顔に何ともいえない不快さがにじむ。

「ぞっとしない話ですな。敵国の皇こう帝ていまで執しつ政せい官かん閣下の意のままというのは」

「わたしは意のままになっているつもりはないけれどね。……と言いつつ、掌てのひらの上を脱だつしている自信もないというのが、あの男の怖こわいところなのだけど」

　ひとつため息をこぼして、白はく翼よくの太たい母ぼは傍かたわらのミザイの羽う毛もうを指先で軽く撫なでた。







「陛下、このままでは状じよう況きようが悪くなる一方です！　まだ被ひ害がいの少ないうちに強行突とつ破ぱのご決断を！」

　敵に前後から攻せめ立たてられる状じよう況きよう下で、サザルーフの声も焦あせりにうわずっていた。絶望的な選せん択たくを迫せまられていることを思い知りつつ、シャミーユは部下に問いを投げる。

「このまま背中を撃うたれながら山を下れば……麓ふもとに辿たどり着つくまでに、いったいどれだけの兵が死ぬ？」

「……見当も付きません。が……それをしなければ、この場で全ぜん滅めつします」

　そう答える以外に、サザルーフにはもうどうしようもなかった。女じよ帝ていの表情が苦く渋じゆうに満ちる。犠ぎ牲せいを覚かく悟ごの強行突とつ破ぱか、全ぜん滅めつにすら繫つながりかねない後退か──熟じゆく慮りよの時間さえ与あたえられない二に択たくを前に、彼かの女じよは光明を求めるようにして目の前の状じよう況きようを見み渡わたし、

「────？」

　そこに、ひとつの異変を見て取る。即そく席せきのバリケードに立てこもって戦う海兵たちの背後。戦せん闘とうには参加せず状じよう況きようを見守っている教徒らが、流ながれ弾だまを恐おそれて避ひ難なんしている一角に。

「────待て。あれは」







「戦いが始まった……」「……おっかねぇ……」「お、おれたちは隠かくれてていいよな？　キオカの連中に任せて大だい丈じよう夫ぶだよな……？」

　形ばかりの武器を手にして、教徒たちは岩いわ陰かげからおそるおそる戦せん況きようを見守っていた。彼かれらが隠かくれているのは、山脈の中では貴重な水場の周辺。地上を流れる川の源流に当たるところだ。

「長いこと野宿続きで、もうへとへとだ……。屋根と寝ね床どこのあるところでぐっすり眠ねむりてぇよ」

　岩の隙すき間まをゆるやかに流れる水の様子は、沢さわというよりも小川といった程度のもの。特に干ひ上あがっているわけではなく、源流まで遡さかのぼれば最初の水量はこの程度のことも多い。とはいえ、少し下流に下れば話は別。いくつもの湧わき水みずが合流して水量はどんどん豊かになっていく。雨の降り注ぐ時季には川かわ幅はばが広がって地面の浸しん食しよくが進み、反対に水位が下がって露ろ出しゆつした時には天然の道を形成するほどだった。

　ここではわずかな水量だが、身近に水源があることは彼かれらにとってありがたい。水を必要とする仲間のために預かってきた水すい筒とうを満たしながら、そこでふと、教徒のひとりが何かを感じて下流に目を向ける。

「……ん？　いま、なんか……足音……？」

　そちら側に仲間がいるとは思っていなかったので、男はいぶかしげに眉まゆ根ねを寄せる。まだ朝の早い時間帯なので濃こい霧きりが出ていた。白く靄もやがかった空間を見通そうと、彼かれは目を細め──その視界一面に、軍服姿の幽鬼が大挙して押し寄せる。

「……うぉっ!?」

　男の存在を黙もく殺さつしたまま、ごつごつとした岩場をものともせずに進んでいく者たち。それが幽ゆう鬼きなどではない、確かな実体をもった帝てい国こく兵の集団であることを彼かれが認にん識しきした時には、早くも背後で仲間たちの驚きよう愕がくの声が上がり始めていた。

「なっ、うっ、あ──」

「て、帝てい国こく軍ッ……!?　一体どこからッ！」







　後方の教徒たちの間で起こった異変に、エルルファイもまもなく気付いた。

「──後ろで何か起こった！　グレーキ！」

「確かく認にんしてきまさぁ！」

　即そく応おうして強こわ面もての海兵隊長が動き出す。彼かれが手勢と共に後方へ向かうと、そちらにいた教徒たちが彼かれらのほうへ逆に押おし寄よせて来た。人の波をかき分けるようにして進みながら、グレーキは状じよう況きようを推おし量はかる。

「亡命者どもが血相変えて逃にげてきやがる。おおかた別働隊の奇き襲しゆうってとこか──だとしても、今まで捕ほ捉そくされなかったなら大した数じゃねぇ。迎むかえ撃うつぞ、てめぇら！」

　号令に応じて風ふう銃じゆうとボウガンに着ちやつ剣けんする海兵たち。彼かれらと共にまだ見ぬ敵兵に向けて戦意を高めていくグレーキだが、そこでふと、自らの体の異変に気付く。

「……なんだ、この。どうして、こんなに」

　銃じゆう把はを握にぎる手が小刻みに震ふるえ、そこから全身に鳥とり肌はだが広がっていく。いつもなら目前に迫せまった戦せん闘とうに奮い立つはずの心が、まるで正反対に冷たく沈しずんでいく。その感覚に、忌いまわしくも彼かれは覚えがあった。過去においてただ一度だけ。

　彼かれの感覚の正しさは、続く光景が容よう赦しやなく証明する。

「──な──」

　押おし寄よせる敵軍。その先頭を迸ほとばしる剣けん閃せん、切り飛ばされて宙を舞まう手足。およそ一いつ切さいの抵てい抗こうを許されず息絶えていく部下たち。

「──疾シ」

　その全てをもたらした、二刀の担にない手ての姿を前に──彼かれは全てを理解して凍こおり付ついた。

「──最強剣イグセム──！」

　迎げい撃げきなど不可能だった。立ちふさがる海兵たちの集団を、「白兵のイグセム」率いる集団はたちまち蹴け散ちらし抜ぬき去っていく。絶対的な死の気配がすぐ真横を過ぎ去っていき、グレーキは心底から震ふるえた。彼かれが辛からくも命を繫つないだのは、二刀の進路上にたまたまいなかったという、ただそれだけの理由に過ぎない。

「て──撤てつ退たい！　撤てつ退たいッ！　撤てつ退たい撤てつ退たい撤てつ退たいだぁぁぁぁぁー！」

　人生で二度目の絶望を前に、彼かれの思考は一いつ瞬しゆんにして逃にげに傾かたむいた。周りの部下たちを呼よび戻もどし、ただちに回れ右して上官のもとへ駆かけ付つけるグレーキ。きょとんとしている白はく翼よくの太たい母ぼを、彼かれは問答無用で両りよう腕うでに抱だき上あげた。

「わっ──どっ、どうしたんだいグレーキ!?　何が起こっているんだ！」

「化け物が突つっ込こんできやがったんです！　こっちの装備は旧式の借り物、まして海ですらねぇこの場所で相手取るなんざただの自殺！　とんずらこくのが正解でさぁ！」

「化け物……!?　けれど敵は多勢ではないはずだろう!?　どこから現れたのか知らないが、こちらも主要な山道は見張っていたんだ！　そうそう遅おくれを取るはずが──」

「数の問題じゃありやせん！　白兵であれを敵に回しちゃならねぇんです！」

　かつて炎えん髪ぱつの少女に刻み付けられた恐きよう怖ふが、ここに来て山の上で彼かれの行動を決定付ける。太たい母ぼを抱かかえて走り出したグレーキの足取りに、その行動に対する迷いや躊躇ためらいは一いつ切さいなかった。







「──疾シィィィ──」

　自ら先頭に立って血路を斬きり開く炎えん髪ぱつの剣けん鬼き。イグセムの名を体現するかのような戦場働きには、しかしよくよく見ると異物が混じっている。より正確には、その背中に乗っている。

「…………ッ！」

　人にん間げん離ばなれした身のこなしに振ふり落おとされないよう、片方が一指欠けた両手で必死にしがみつき。あまつさえ次の動きの指示を出す何者かが、剣けん鬼きの背中で目を光らせているのだ。

「──敵は攪かく乱らんされました！　このまま台だい地ちの上まで走ってください！」

「承知──！」

　指示に即そく応おうして男は走る。後に続く部下たちもまた、その背中に置き去りにされないために全力疾しつ走そうを続けた。







　迎げい撃げきに向かった海兵たちが蹴け散ちらされたのを見届けた時点で、シャミーユはそれが紛まぎれもない追い風であることを確信した。

「──友軍、あれは友軍だ！　こちらからも援えん護ごに回れ！　トルウェイ！」

「はい！」

　求めを受けた狙そ撃げき兵へいたちがサポートに回る。謎なぞの友軍は敵集団を突つき抜ぬけて台だい地ちの上を目指している途と中ちゆうで、その背中は敵の銃じゆう撃げきに追い立てられつつあった。トルウェイらが正確な制圧射しや撃げきでそれを黙だまらせる。後こう顧この憂うれいをなくした友軍は、そのまままっすぐ彼かれらのもとへ向かって来た。
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「そうだ、こっちだ！　ここまでまっすぐ上がってこい！」

　長い斜しや面めんを乗のり越こえて、やっとのことで台だい地ちの上に迎むかえ入いれられる兵士たち。彼かれらの指揮官の姿を求めて、サザルーフが部下たちをかき分けて前に出る。

「よく来てくれた……！　だがお前たち、いったいどこの部隊だ!?　指揮官の所属と姓せい名めいは──」

　誰何すいかの声はそこで途と切ぎれた。頭ひとつ以上も背せ丈たけの上回る炎えん髪ぱつの男性が、彼かれの前に直立不動で現れたからだ。

「……げ、元げん帥すい閣下……？」

「さに非あらず」

　サザルーフの驚おどろきとは裏腹に、ソルヴェナレス・イグセムは端たん的てきな否定で応じた。それでますます困こん惑わくを募つのらせる彼かれの目の前で、剣けん鬼きの背中から何者かが降り立つ。

「イグセム名めい誉よ元げん帥すいは副官、指揮官は僕ぼくです。地形が悪くて馬は連れて来られませんでしたが。──久しぶりですね、サザルーフ少しよう佐さ。いや、今はもう准じゆん将しようなんでしたか」

　近くの部下から杖つえを受け取って直立し、「不作法ながら」と言い添そえて、それから青年は左手で敬礼した。杖つえは負傷した左ひだり脚あしと逆の手に持つために、敬礼もそうならざるを得ない。サザルーフが震ふるえながら両目を見開く。

「所属は帝てい国こく陸軍独立全域鎮ちん台だい『旭日連隊グラ・メストエリ』、姓せい名めいはイクタ・ソローク。独断ながら歩兵一個大隊を率いて、この場へ直接支し援えんに参じました。合流の許可を」

　喜びと驚おどろきがいっぺんに押おし寄よせた時、人は言葉を失ってまっさらになる。サザルーフが思考不能で立たち尽つくしている間に、彼かれの背後から翠すい眼がんの青年が駆かけ出だして来た。彼かれもまた、二年振ぶりに向き合う相手に対して、その名前以外は何も口に出来なかった。

「イッくん……！」

「お前も久しぶりだなトルウェイ。でも、悪い──今だけは通してくれるか」

　そう詫わびてから、黒くろ髪かみの青年は杖つえを突つきつつ兵士たちの間を歩いていく。わずかに左ひだり脚あしを引きずりながら、それでも歩みを急がせて──やがて、探し求めた人物と対面を果たす。

「…………ソロー……ク……？」

　この場にいるはずのない青年を前にして、女じよ帝ていの時は完全に止まっていた。目に映る光景の現実感のなさに、彼かの女じよは自分の正気さえ疑って、何度となく目を瞬まばたかせる。

　その杞き憂ゆうを拭ぬぐい去さるように、青年はそっと手を伸のばし、

「──無事でいてくれた」

　一指欠けた左手が、少女の頰ほおを優やさしくなぞる。シャミーユには身動きが取れない。迂う闊かつに動けばこの夢が覚めてしまうのではないかと恐おそろしくて、彼かれの指先を受け入れる以外にどんな反応も出来ない。

「遅おそくなってごめん。ずっと独りにしてごめん。でも──もう大だい丈じよう夫ぶ。もう、誰だれにもあなたを傷つけさせない」

　そう告げて、イクタ・ソロークは相手の体を両りよう腕うでで抱だき締しめる。その体温と鼓こ動どうを肌はだに感じ、その孤こ独どくを柔やわらかく包つつみ込こむ。……いま生きてここに在るシャミーユという少女。その存在を全身で感受し、慈いつくしみ、肯こう定ていし──無際限の愛情をもって、心の奥おく底そこまで受け入れるかのように。

「喪うしなわれなかった彼かの女じよの意志と共に。僕ぼくは──この世のあらゆる悪意から、あなたを守ると誓ちかうよ」










「──敵に援えん軍ぐんが来た？　西側から？」

　その報告を受けて数秒考えた後、ジャンは何かを思い立ったように地図を広げる。ミアラは彼かれの分まで目を丸くした。

「馬ば鹿かな──どこから来たと言うんですか、そんなもの。周辺の山道は気球を飛ばしてチェックしています。接近に気付かないはずがないのに」

　率そつ直ちよくに不可解さを言い表す彼かの女じよ。が、その隣となりで地図上を舐なめるように見つめていた白はく髪はつの将は、ややあって疑問への答えを見つける。

「…………沢さわ……」

「え？」

「……なぜ気付かなかったんだ。沢さわがあるということは、そこに繫つながる道があるのと同じ……」

　敵てき陣じんの西側を流れる沢さわの源流。それが巡めぐり巡めぐってどこに注いでいるのか、さすがの彼かれも知らない。広大な大アラファトラの地形を網もう羅らするには占せん領りようから時間が足りなすぎたからだ。しかし──改めて振ふり返かえると、知る可能性のある人々はいた。

「……シナーク族……」

　長きに亘わたって大アラファトラに住み続けた山の民たみ。沢さわを遡さかのぼるというやり方が登山の一形態だと知っていたなら、彼かれらに対してその詳しよう細さいを尋たずねることも出来ただろう。西から来たという敵の援えん軍ぐんはそうしたのだろうとジャンは考える。北域動乱を経て地上に下ったシナーク族から地形についての情報を得たのだ。

　限られた状じよう況きようでのみ用いられる裏道。敵側の誰だれかがその存在に気付きながら、ジャン・アルキネクスは気付かなかった。──その事実は、彼かれにとって決して軽くはない。

「──前線の将校に通達してくれ。ここからは僕ぼくが直接指揮を執とると」

「え──ジャン、それは」

「今すぐにだよ。ミアラ」

　地図をにらみつけたまま白はく髪はつの将が言い切る。その張りつめた横顔に、ミアラは弾はじかれたように敬礼して天幕から走り出ていった。










　彼かれが来た。いや、帰ったという報しらせは、陣じん地ちの東側を守っていたマシューにのみ、他よりもやや遅おくれてもたらされていた。

「……イクタ……？」

　部下に促うながされて振ふり向むき、その先に立っている相手の姿を目にした瞬しゆん間かん、小太りの青年はまず手ての甲こうで両目をこすった。窮きゆう地ちに追おい込こまれた自分が発はつ狂きよう寸前で見ている幻まぼろしなのではと本気で危あやぶんだのだ。だが、何度こすっても相手の姿は消えなかった。あまつさえ彼かれに向かって懐なつかしい微ほほ笑えみを向けてきた。

「我わが友マシュー、来るのが遅おくれてごめん。うっかり寝ね過すごしちゃってさ」

　呆ぼう然ぜんとしたまま歩み寄っていったマシューが、相手の両りよう肩かたにおそるおそる震ふるえる両手を置く。目と耳だけでは信じられなかった。だが、手のひらで相手を感じた瞬しゆん間かん、そこにイクタ・ソロークが確かに存在していることを、ようやく彼かれは認められた。

　相手の肩かたに指を食くい込こませながら、マシューはどうしようもなくその場でうつむく。

「……遅おせぇよ……二年だぞ……どんだけ寝ねてんだよ……」

「うん……」

「……もう帰って来ないんじゃないかって……二度と目覚めないんじゃないかって…………おれは……おれはさぁ……！」

　直下の地面にぽたぽたと落ちていく水すい滴てき。自分がどれだけ追おい込こまれていたか、この二年がどんなに厳しかったか──彼かれはそれでようやく自覚する。イクタもまた、自分の不在が彼かれをそこまで追おい込こんだことを思い知っていた。

「さすがの僕ぼくも猛もう省せいしている。……ささやかな埋うめ合あわせとして、この先ひと月くらいは昼ひる寝ねなしで過ごす所存だから」

「ささやか過ぎんだろ！　期間たったひと月かよ！」

　涙なみだ声ごえで叫さけびながらつかんだ両りよう肩かたを揺ゆさぶるマシュー。それさえ笑えみを浮うかべて受け止めて、イクタはぽつりと言う。

「こうやって君に突つっ込こみをもらうのも、本当に久しぶりだね──」

　肩かたを揺ゆさぶるのを止めてからも、マシューはしばらく涙なみだでぐしゃぐしゃの顔を上げられなかった。彼かれの復活を待つ間、イクタは先行して戦せん況きようを語っていく。

「──西側からの攻こう撃げきはさほど警けい戒かいしなくてもいい。ここに来る時にさんざん引ひっ搔かき回まわしたから、当分はあのまま二の足を踏ふんでると思う。推測になるけど、あれは捕ほ虜りよ収容所から逃にげ出だしたキオカ海兵たちだろ？　慣れない山さん岳がく戦で消しよう耗もうしたところにイグセム元げん帥すいの洗礼は手痛い。以後、自分から打って出るほどの積極性は持てないはずだよ」

　まずは良い報告からすることで、敗勢に飲まれつつある相手の意識を積極的に上向けていく。それからイクタは改めて東に目を向けた。

「問題は東側──台だい地ちに登ってこようとするキオカ陸軍の連中だね。装備は万ばん全ぜん、士気も旺おう盛せい。加えて……この崖がけの崩くずれ方を見るに、よっぽど大おお掛がかりな仕し掛かけがあったのかな」

　それを聞いたところで、マシューはどうにか顔を上げる。まぶたは真っ赤に腫はれていたが、そのほかはすでにいつもの彼かれに戻もどりつつあった。イクタ・ソロークの帰き還かんという事実は、どんな薬にも勝まさって彼かれの心を回復させているのだ。

「……ズンって音が足元から響ひびいたと思ったら、あっという間に崩くずれ落おちたんだ。何が起きたのかさっぱり分からない。爆ばく砲ほうもなしにこんなことが可能なのか？」

「んー、たぶんね。もともと崖がけ下したに幅はば広ひろく洞どう窟くつを掘ほり進すすめてあって、そこに木材の骨組みを入れて支えていたんじゃないかな。それから洞どう窟くつの中に揚よう気きを充じゆう満まんさせたところに火を点つけてドカン！　地じ盤ばんを支えていた木材が壊こわれて、上の崖がけが一いつ斉せいに崩くずれ落おちる……仕し掛かけはそんなところだったんじゃないかと思う」

「……ってことは、撤てつ退たい中のおれたちが一いつ旦たんここに陣じん取どることまで、戦いが始まる前から読み筋だったってことか……。くそっ」

　敵の術中にはめられた悔くやしさに歯は嚙がみするマシュー。彼かれの長所のひとつである負けん気の復活をそこに変わらず見て取って、イクタは力強く笑ってみせた。

「一本取られたなら取り返せばいいだけのことさ。今の僕ぼくたちにはそれが出来る。──まずは敵を押おし返かえそう。卓たく状じよう台だい地ちでこそなくなったけど、高所の利は未いまだこちらにあるんだ。挟きよう撃げきでなければ陣じん地ちは保ち続けられる」

　そこまで言うと、彼かれはふいに、ここまで背後で様子を見守っていた翠すい眼がんの青年を振ふり向むく。

「あとトルウェイ。お前はちょっとここに顔を出せ」

「え？　うん────あ痛っ！」

　目の前まで歩いてきたトルウェイの額に、でこぴんを一発バチンと決める。張はり詰つめた表情から一転して涙なみだ目めになった青年に、イクタはぐっと顔を近付けて、さらに両手で相手の頰ほおを挟はさみ込こんだ。

「今のお前の顔面はな、僕ぼくがいっとう嫌きらいな英えい雄ゆうの面つら構がまえだ。ひと目で分かるぞ。自分がどうにかしなくちゃって、ひとりで何もかも背せ負おい込こんでるだろ」

「……あ……」

　指し摘てきを受けた青年の目が丸く見開いた。……時代を担になう者としての責任に追おい込こまれるまま、仲間を頼たよることさえ忘れて孤こ独どくな戦いに没ぼつ入にゆうしていたトルウェイ・レミオン。そのこわばりをイクタの言葉が解きほぐし、彼かれに本来の姿を取とり戻もどさせる。銃じゆう兵へいの長としてではない、ひとりの優やさしい青年として。

「気付いたら荷物を分けろ。思い出せ──お前は今、自分ひとりで戦ってるんじゃない」

　そう言われて、トルウェイは思い出す。まだ騎き士し団だんの全員が出会って間もない頃ころのこと。キオカ兵相手に初しよ弾だんを外して落おち込こむ自分を、炎えん髪ぱつの少女が同じように激げき励れいしてくれたことを。

　自分に出来ることと出来ないことを踏ふまえた上で、預けられた役割を全力で果たす。頼たよるべき時には迷わず仲間を頼たよる。かつて騎き士し団だんの全員が当たり前に守っていたその原則を、支柱であったふたりの欠落を境に、青年は長いこと見失っていた。だが──今この瞬しゆん間かん、彼かれは再びそれを手にする。

「そう、それでいい。──ここからは、僕ぼくたち『騎き士し団だん』の戦いだ」

　不敵に笑って宣言するイクタ。トルウェイはふと、そんな彼かれの隣となりに、以前と何も変わらず炎えん髪ぱつの少女が立っているような気がした。







　イクタの復活を契けい機きとして急速に再生していく騎き士し団だんの様子を、ハロの姿をした女は、天幕の中から遠巻きに眺ながめていた。

　──これは風向きが変わってきたかな。

　予想だにしなかった援えん軍ぐんの到とう着ちやくは、敗勢の帝てい国こく軍に大きな希望を与あたえている。あのイクタ・ソロークに加えて名めい誉よ元げん帥すいソルヴェナレス・イグセム。彼かれらという破格の将校の参入は、兵士たちに逆転への期待を抱いだかせるのにじゅうぶんな要素だ。

　──あのふたりの前じゃ、さすがに迂う闊かつなことは出来ないね。

　こうなるとパトレンシーナにも、今までとは段だん違ちがいに慎しん重ちような振ふる舞まいが求められる。問題の青年が自分の姿を求めて近付いてくるのを見て取ると、彼かの女じよはひとつ深呼吸をして、自ら彼かれの前に姿を現した。

「……イクタさん……？」

　開口一番、ハロの驚おどろき方を忠実に再現する。目の見開き方から手足の震ふるえまで、この状じよう況きよう下で彼かの女じよが見せるだろう反応を完かん璧ぺきにトレースしてのける。その擬ぎ態たいを前に、イクタはにっこりと笑った。少しの不信感も抱いだいた様子はなかった。

「やぁ、ハロ。帰って来たよ。長いこと留守にしてごめん」

　言葉が返ってきた途と端たん、女は自分から駆かけ寄よって相手の手を握にぎった。一指欠けた左手を、五指揃そろった右手を、その実在を確かめるように何度も何度も握にぎりしめる。

「……本当ですよぅ……！　だってもう二年も、あれから二年も……っ！」

　年月の経過を重ねて口にした、その瞬しゆん間かん──彼かの女じよの目め尻じりから、ぽろりとしずくがこぼれた。

　──あれ？

　パトレンシーナは内心で首をかしげた。──もちろん噓うその涙なみだのひとつやふたつ、彼かの女じよには流そうと思えばいつでも流せる。そうした感情の偽ぎ装そうは彼かの女じよにとって呼吸をするよりも容易たやすいこと。が、今の涙なみだはそうではなかった。再会の感動を演出する前に、それは彼かの女じよの目から自然にこぼれ落ちていた。

　──……へぇ。ハロ、ほんとに嬉うれしいんだ。こいつが帰ってきて。

　そう理解した時から、パトレンシーナは少なからず目の前の男に興味をもった。とはいえ、もちろん表には出さない。ハロの反応として過不足のない振ふる舞まいを続けつつ、今の人格では初対面となる相手をつぶさに観察する。

「……さすがに堪こたえるよ。さっきからずっと、僕ぼくが話すたびに誰だれかを泣かせてばっかりだ」

「そんなのバケツ一いつ杯ぱいだって泣きます！　だって、だってイクタさんが帰って来たんですよ……！」

　口にする言葉が演技かどうか曖あい昧まいになってきて、女はその状じよう況きようにかすかな戸と惑まどいを覚えた。それもまたパトレンシーナにとって初めてのことだ。と──そこでイクタが、彼かの女じよの軍服の隙すき間まから覗のぞく包帯の白を見み咎とがめる。

「──肩かたに怪け我がをしたのかい」

「あ……はい。でも、ほんの掠かすり傷です。わたしは頑がん丈じようですから。それより陛下が怪け我がをせずに済んでほっとしました」

「君の処置だから間ま違ちがいはないと思うけど、まかり間ま違ちがって傷が膿うんだりしたらコトだ。無理はせず安静にしていて。ここは僕ぼくに任せてくれていい」

「嬉うれしいお言葉ですけど、そうはいきません。さっきの戦いでたくさん怪け我が人にんも出ていますし、こういう時こそ衛生兵が頑がん張ばらないと！　何より──久しぶりにイクタさんと一いつ緒しよに戦えるんですから！」

　ハロとして百点満点のその返答に、イクタは苦く笑しよう混じりにうなずく。

「じゃあ、せめて直接の処置は部下に任せるようにね。傷がその位置だと腕うでを動かしすぎるのは良くない。悪いけど、これは命令だよ」

「命令されちゃ従うしかないですね……。わかりました、言う通りにします。でも、イクタさんが怪け我がをしたら容よう赦しやしませんからね。その時は観念してください」

　再会を祝う他愛のない会話。徹てつ頭とう徹てつ尾び、そこには欠片かけらほどの違い和わ感かんも存在していなかった。







「よし、本部天幕へ行こうか」

　騎き士し団だんの全員が一堂に会したところで、イクタは彼かれらと共にイグセム元げん帥すいやサザルーフの待つ軍議の場へと足を向けた。が、その途と中ちゆうで彼かれの足取りに揺ゆらぎを見て取って、シャミーユが気き遣づかわしげに声をかける。

「ソローク。そなた、脚あしの具合は……」

「見ての通り。少し引きずるけど、杖つえを使って歩く分には問題ないよ。ただ、前みたいに跳とんだり跳はねたりは難しいんで──」

　説明しながら少女の隣となりに並び、その手を強く握って、イクタは言う。

「──これからは極力、僕ぼくのそばを離はなれないように。いいね、シャミーユ」

「──────う、む」

　かつてなく力強い口調でそう言われて、シャミーユは胸の内の動どう揺ようを禁じ得ない。……自分に対する彼かれの振ふる舞まいに大きな変化がある。それは再会の瞬しゆん間かんに抱だき締しめられた時から、ずっと彼かの女じよが感じていることだ。

　少女の胸の高鳴りをよそに、天幕の中には将校たちが勢せい揃ぞろいしている。彼かれらを前にしたイクタが堂々と口を開いた。

「お待たせしました、それでは軍議を始めましょう。以後、この場の全軍の総指揮は僕ぼくが取らせていただきたく思いますが──構いませんか、サザルーフ准じゆん将しよう閣下」

　尋たずねられたサザルーフが、銃じゆうでも突つき付つけられたように両手を上げる。ただし、その口元には隠かくしきれない笑えみが浮うかんでいた。

「……諸もろ手てを上げて賛成するぜ。この期に及およんで俺おれに指揮を取れなんて言うやつは、馬ば鹿かか悪あく魔まのどっちかだ」

「そういうところ、お変わりなくて何よりです」

　相手と同じ悪戯いたずらっぽい笑え顔がおでうなずいて、そして青年は正面に視線を戻もどす。

「引ひき継つぎが済んだところでさっそく本題に入りましょう。まずは現状の確かく認にんから。

　現在、僕ぼくたちは広い台だい地ちの上に約四千の兵を率いて陣じん取どっています。対して敵軍は西と東の両面に存在し、西側には捕ほ虜りよ収容所を脱だつ走そうしたキオカ海兵二千と武装した者を含ふくむアルデラ教徒たちが一万余り。東側にはキオカ軍とアルデラ神しん軍ぐんの共同部隊が約三千。率そつ直ちよくに言って挟はさみ撃うちを受けている状態なわけですが──」

　並み居る将校たちが真しん剣けんに耳を傾かたむける。二年ぶりのイクタ・ソロークの弁べん舌ぜつを、一字一句聞きき逃のがすまいとするように。

「──西側の元捕ほ虜りよと教徒たちの集団に限れば、これから積極的な攻こう勢せいを仕し掛かけてくることはまずないと言い切れます。旧式の滑かつ腔こう風ふう銃じゆうだと距きよ離りを置いての銃じゆう撃げきは効果が薄うすいですし、かといって間合いを詰つめて白兵戦を行えるほどの戦意も彼かれらにはありません。こちらから仕し掛かけた場合にはその限りではありませんが、ひとまずは消極的な守りの姿勢とみなして良いかと」

「本当にそうなのか？　向こうだって追おい詰つめられてるんだ。たとえ勝算が薄うすくても、ほかに手がなければ破れかぶれになって突とつ撃げきしてくることは有り得るだろ」

　話の内容に疑問を抱いだいたところで、マシューが遠えん慮りよなくその点を指し摘てきする。それをたまらなく嬉うれしげな表情で受け止めて、イクタはすぐさま説明を補足した。

「確かにそうだよマシュー。ほかに手がなければ、ね。でも、いまの連中には希望がある。僕ぼくたちを挟はさんだ向こう側に友軍が駆かけ付つけていることを知ってしまっている。その時点で彼かれらの心理は助けを待つほうに傾かたむくのさ。こちらにイグセムという鬼おに札ふだがあると知った以上、及および腰ごしには拍はく車しやがかかっているはずだしね」

「彼かれらの心理としてはそれで正しいと思う。けれど、反対側の友軍から行動の指示があった場合はどうだい？　キオカ軍のことだから何らかの連れん絡らく手段は確保していると思うんだけど」

　トルウェイからも意見が上がる。この二年間で育まれた彼かれらの自主性を見て取りながら、黒くろ髪かみの青年は気持ちよく言葉を続ける。

「それは僕ぼくも同感だ。でも僕ぼくにはその上で、西側の敵軍が無む謀ぼうな突とつ撃げきに出て来ないことが確信出来る。なぜなら、あちらの陣じん営えいにキオカ海軍少将エルルファイ・テネキシェラの姿が確かく認にん出来ているからだ」

「ニモング港沖おきの海戦で苦戦させられた相手だったな。おれは一ひと筋すじ縄なわじゃいかない強敵だと思ったけど、おまえの認にん識しきだと違ちがうのか」

「もちろん侮あなどれる相手じゃないさ。だからこそキオカは彼かの女じよを無事に取り返したいはずなんだ。エルルファイ・テネキシェラの奪だつ還かんは、今回のキオカの謀ぼう略りやくの戦略目標のひとつに数えられていると僕ぼくは考える」

　敵軍を大だい胆たんに分ぶん析せきしてのけるイクタ。サザルーフがほほぅとうなって腕うでを組んだ。

「捕ほ虜りよ交こう換かんを巡めぐるこれまでの駆かけ引ひきからも、キオカ側が彼かの女じよに執しゆう着ちやくしていることは見て取れる。僕ぼくとしても彼かの女じよをキオカに帰す気はなかった──将校としての脅きよう威いが理由の半分で、もう半分は私的な感傷だけどね。ともあれ彼かの女じよの存在は、キオカが今回の企くわだてを計画した大きな理由のひとつであるはずなんだ」

「なるほど。キオカがエルルファイ少将の奪だつ還かんを望む以上、この局面で彼かの女じよに無理な行動はさせられない。そういうことだね」

「間接的な工作に対してはその限りじゃないから、もちろん動きには警けい戒かいが必要だけどな。ここで大事なのは、西側への押おさえとして置く兵の数をこの見み込こみによって節約出来るってことだ」

「待て、ひとつ大事な要素を忘れちゃいないか。こっちには陛下がいるんだぞ？」

　サザルーフが声を上げた。ミスを指し摘てきされる側から指し摘てきする側に戻もどれたことで、彼かれの言動からはいくらか気負いが抜ぬけている。

「この場での勝ち負けどころじゃない、三国間の戦争そのものの勝敗を決めかねない要素だ。いくら有能とはいえ、将校ひとりの奪だつ還かんとは秤はかりにかけるべくもないだろう。そこを踏ふまえれば、西側の連中は今すぐ突とつ撃げきを命じられてもおかしくないぐらいに思うんだがな……」

　彼かれの疑問に答えるために、イクタは何秒か言葉を選んだ。

「ふむ……ねぇ准じゆん将しよう。キオカが望む勝利の形って何だと思います？」

「え？　そりゃお前……こっちの軍を蹴け散ちらして帝てい国こく全土を一気に制圧、とかじゃないのか」

「そう。過程はどうあれ、あちらは最終的に帝てい国こくの全てを手中に収めたいんです。その点を前提とした時、ここでシャミーユを狙ねらうことは果たして得策でしょうか？」

　思いもしなかった切り返しに戸と惑まどうサザルーフ。将校たちの視線が少女に集中する。

「彼かの女じよが一身のカリスマでもって国内を統治している現状はキオカにも知れているはずです。それが辛かろうじて保たれている瀬せ戸と際ぎわの秩ちつ序じよであることも含ふくめて、ね。……イグセムが不動の要かなめ石いしだった時代とはもう違ちがう。シャミーユという君主が失われれば、帝てい国こくはその瞬しゆん間かんから後あと戻もどりの利きかない無む秩ちつ序じよに陥おちいります」

　女じよ帝ていが静かにうなずいてみせる。一国の君主として、その事実を誰だれよりも理解しているからこそ。

「それはキオカにとっても望ましいことじゃない。この段階で帝てい国こくが群ぐん雄ゆう割かつ拠きよの戦国時代に突とつ入にゆうすれば、分ぶん裂れつした国土はたちまち荒あれて廃すたれる。占せん領りようのうまみが薄うすれるんです。これまでキオカが打ち立ててきた対外政策も一から作り直しになるし、細分化した勢力との戦争は泥どろ沼ぬま化して長期に及およぶことになる。目の前の戦いに集中していると忘れがちだけど……あらゆる国家にとって、戦争はただ勝てばいいというものじゃない。

　確信をもって言いますが、キオカにここでシャミーユを害する意図はない。それどころか身み柄がらを捕とらえたくさえないでしょう。敵軍に捕とらわれた君主の求心力はその瞬しゆん間かんからガタ落ちしますからね」

「じゃあ……どうなる？　まさか敵はもう攻せめて来ないってのか？」

　かすかな期待を込こめてマシューが尋たずねる。イクタは目を閉じて首を横に振ふった。

「そう甘あまくはないんだ。以上を踏ふまえて、この先の展開は必然的にひとつに絞しぼられる──」







「──これから数日戦いを続けて、敵軍の焦しよう燥そうと消しよう耗もうが頂点に達したタイミングで交こう渉しようを持ちかけるのさ」

　東側のキオカ軍陣じん地ちでもまた、将校たちの間で今後に向けた軍議が行われていた。主導権を握にぎるジャンが打ち出した方針に、幕ばく僚りようたちもまた耳を傾かたむける。

「要求はもちろん、テネキシェラ少将率いる第四艦かん隊たいの全兵員と教徒たちの無傷での引ひき渡わたし。それと引ひき換かえに今後の追つい撃げきを中止すると約束すればいい。追おい詰つめられた向こうは吞のまざるを得ないはずだ──さらに要求を追加したとしてもね」

　そこで一度言葉を切って、白はく髪はつの将は顎あごに手を当てて思案する。

「Ｍｕｍ、具体的には、そうだね……先だって僕ぼくらの追つい撃げきを相手取って善戦してくれた狙そ撃げき兵へい部隊。おそらく一個大隊程度だと思うけど、その全員をキオカに『招待』するというのはどうかな？　あの不可視の銃じゆう兵へいたちが加わればキオカ軍はますます盤ばん石じやくになる。はじめは非協力的かもしれないけど、そんなものは僕ぼくらの国の良さが分かるにつれて改善していく問題に過ぎない」

　大だい胆たんかつ傲ごう慢まんな要求を、ジャンは少しも悪びれずに提案してのける。優ゆう秀しゆうな人材が敵にいるのなら味方に引ひき込こめばいい──その辺りの発想の柔じゆう軟なんさと強ごう引いんさは、彼かれの養父たるあの執しつ政せい官かんから学んだものと見ることも出来るだろう。

「とはいえ、取らぬ狸たぬきの皮かわ算ざん用ようはこれくらいにして。──これから数日の間で、どれだけ敵に被ひ害がいを与あたえられるかが目下の問題でね。その結果がそのまま交こう渉しようで引き出せる条件に繫つながっていく。その時に敵を追おい詰つめていればいるほど、こちらは強気に出られるのだから」

　将校たちがごくりと息を吞のむ。白はく髪はつの将が数日後、空そら恐おそろしいほどの条件を敵軍に突つき付つけるつもりなのだと理解して。

「だからこそ僕ぼくが直接指揮を執とるんだ。未知の部隊の参入もあったことだし、ここからは敵も手を尽つくして巻き返しを図はかってくる。その抵てい抗こうの全てを封ふうじきらなければならないからね──」







「──交こう渉しようの席で優位に立つため、敵はこちらを壊かい滅めつの一歩手前まで追おい込こみに来ます。今日から数日はひとときの油断も出来ません。だからこそ、西側の敵に戦力を割さきすぎては持ち応えられない」

　イクタは言う。いかに無む駄だを省き、活いかせる場所に兵を置くか──そこを大きく間ま違ちがえては、まずもって防衛戦そのものが成り立たないのだと。

「付け加えると、現状維い持じではこっちの負けです。勝敗をひっくり返すためには、あちらの攻こう勢せいにカウンターで痛打を浴びせるくらいでなければ」

「……出来るのか？」

「そのために僕ぼくがここにいるんだよ。我わが友マシュー」

　不敵に笑って応じる青年。その自信に触しよく発はつされたように、他の将校たちの目にも活気がみなぎる。彼かれらの様子を一歩引いて眺ながめながら、パトレンシーナはそこに脅きよう威いを見て取っていた。

　──こいつは危険だね。

　彼かの女じよは認める、イクタ・ソロークの参戦がもたらす士気の増加は予想以上だと。さらに戦術面まで大おお幅はばに高度化するとなれば、今日からの帝てい国こく軍は昨日までとはまったくの別物とみなさなければならない。

　──不眠ねむらずにこっちの作戦を伝えてあげなきゃ。連れん絡らく手段の確保に動きたいけど──。

　ともなって彼かの女じよの働きの重要性も上がってくる。こと拮きつ抗こうした戦場において、スパイがもたらす情報は勝敗の決定打となり得るのだ。それを確実に届けてこそのパトレンシーナだが、

　──この男が内通者の存在に思い至ってないとは思えない。迂う闊かつに動けば馬ば脚きやくを現す、かな。

　早まった行動は断じて避さけなければならない。ハロとして過ごした日々の記き憶おくから、彼かの女じよは黒くろ髪かみの青年の底知れなさをよく知っている。一度でも隙すきを見せればそこから正体を看破されかねないと。

　──あの二刀に首をすっぱりやられちゃうのはごめんだね。遠回りでも慎しん重ちように、慎しん重ちように。

　警けい戒かいの対象はイクタだけではない。まだしも身内としての油断が期待出来る彼かれに対して、ソルヴェナレス・イグセムにはそれすら見み込こめない。一度怪あやしまれれば最後だろう。

　──いよいよ本格的に諜ちよう報ほう戦っていうわけかな。うふふふふふふふ！







　軍議が終わると、仲間たちに「少しだけ時間をもらうよ」と断って、イクタは女じよ帝ていともども彼かの女じよの個人用天幕に向かった。少女はどぎまぎしながらも懸けん命めいに平然を装よそおって彼かれを居室に迎むかえ入いれるが、当のイクタはといえば、そんな緊きん張ちようなどどこ吹ふく風で天幕の中を歩く。

「ふぅ……座すわらせてもらうよ。長く立ってるのは、杖つえを突ついてもまだ少し辛つらくてね」

　そう言って女じよ帝ていの寝しん台だいに腰こしを下ろす青年。その不ふ遜そんさすら、今のシャミーユには涙なみだがこみ上げるほど懐なつかしい。

「で、ちょっと真面目な内ない緒しよ話ばなしがあるんだ。近くに寄ってくれるかい？」

　座すわった姿勢から、イクタは少女を手招きする。シャミーユは少し悩なやんだ末に彼かれと並んで寝しん台だいに腰こしかけようとしたが、青年は首を横に振ふって手を伸ばす。

「それじゃ遠いよ。ほら、こっちに」

「──ッ!?」

　華きや奢しやな体をひょいとずらして、イクタは自分の膝ひざの間に少女を座すわらせてしまった。

「うん、これでいい」

「っ──！」

　半ば背中から抱だきしめられている、そう認にん識しきした少女の心臓が跳はね上あがる。青年の体温が服越ごしに伝わり、甘あまい痺しびれが全身を満たして思考を困難にする。あらゆる自制心は消し飛ぶ寸前まで追おい込こまれ、相手をもっと強く感じたいという欲求だけが天てん井じよう知らずに高まっていき、

「そっ、ソローク──」

「──そのまま聞いて、シャミーユ。こっちの陣じん営えいに内通者がいる」

　のぼせ上がった少女の頭に、その言葉が冷れい却きやく水すいとなって浴びせかけられた。ともなって彼かの女じよの中に浮うかんだ全ての欲望は劇的な鎮ちん火かを求められるが、人の心はそうそう急激な方向転てん換かんが出来るように出来ていない。理性にも感情にも振ふりきれないまま心を宙に浮うかされて、シャミーユは視界がぐらぐらと揺ゆれるのを感じる。

「おそらく佐さ官かん以上の高級将校の中に潜ひそんでいる。あなたも薄うす々うす気付いていたはずだ。そうでなければ今の状じよう況きようには追おい込こまれていない」

「……か、かかっ、可能性は考えた。だっ、だだっ、だが──」

「分かってるさ、この状じよう況きようで犯人捜さがしを始めれば疑ぎ心しん暗あん鬼きで味方が総そう崩くずれになる。だから僕ぼくも疑う余地のない相手にしか伝えるつもりはない。あなたも他言はしないでくれ」

「わ、分かかっ、分かっ、た。だ──だがっ、疑う余地のない相手、となると……たと、例えば、きき騎き士し団だんの面々……か？」

　満足に動かない唇くちびるで、少女は辛かろうじて問い返す。確かく認にんの形を借りた、それは彼かの女じよの願望だった。騎き士し団だんの面々だけは疑わずに済ませたいという切実な願いの表れ。

　イクタは一いつ瞬しゆんきょとんとして、それから苦く笑しようをこぼす。

「──そんなの言うまでもないじゃないか。マシューやトルウェイ、ましてやハロが敵に情報を漏もらしてるとでも思ったの？　ちょっとシャミーユ、それはだいぶ重じゆう症しようだね……」

「おっ、おもっ、思うものか！　念には念を入れて確かく認にんしただけだ！」

「そっか。だったらいいんだ」

　話をそこで打ち切って、イクタは少女を抱だきしめる腕うでに力を込こめた。体の密着がさらに強まり、シャミーユの口から「ひゃぁっ！」と裏返った声がこぼれる。

「まっ、まだ内密の話があるのか……っ!?」

「いや、もう何も」

「ででっ、ではっ！　この体勢に何の意味が……！」

「何の意味もないよ。……抱だきしめたいから抱だきしめている。ただそれだけ」

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　追い打ちの一言に、シャミーユは言葉を失って悶もん絶ぜつする。何ら曲解の余地なく自分に向けられる好意というものに、彼かの女じよはまったく免めん疫えきがない。

　その反応のひとつひとつを愛めでながら、黒くろ髪かみの青年は腕うでの中の少女にそっと頰ほおを寄せて想おもう。




　──これだよね、ヤトリ。君がずっと、この子にしてあげたかったことは。




　同じことは、二年前の彼かれには出来なかった。何の皮肉も葛かつ藤とうも挟はさまず、こんなにも素す直なおに目の前の少女を愛することは。……胸の内に彼かの女じよの心を宿して、ようやく出来るようになった。

　──親の気持ちは、こういうものかな。

　そんなことさえ思ってしまうくらい、彼かれはごく自然と心に決めていた。──この先に何があっても、彼かの女じよを受け入れて包つつみ込こもうと。それが最後の瞬しゆん間かんにイクタとヤトリが共有した願いで、その全ては今や彼かれの中に融とけていた。だから、それを行う上で余計なものはもはやない。皮肉混じりの敬語も、お姫ひめさんという距きよ離りを置いた呼び方も──シャミーユを無条件で愛すると決めた時に役割を終えて、ごく自然と彼かれの振ふる舞まいから抜ぬけ落おちていた。
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「……うん。もう少し、こうしていようか」

　つぶやいて、イクタは指で優やさしく少女の髪かみを梳くしけずる。紅潮した耳に指先が触ふれて、熱く柔やわらかなそれを愛めでるように抓つまんで弾はじく。彼かれが深く意図せず与あたえたその甘あまい刺し激げきが、シャミーユが瀬せ戸と際ぎわで保っていた正気を吹ふき飛とばす。

　──もう、我慢出来ない。

　押おさえつけてきた思し慕ぼが一気に溢あふれ出だして、少女は狂くるった。彼かれにしたいこととして欲ほしいことが無限に浮うかんでは消えて、そのたびに異様な熱が全身を駆け巡る。

　──二年。二年もの間、物言わぬ彼かれに話しかけ続けてきた。打てども響ひびかぬ鐘かねを打ち続けて過ごした。乾かわいた心はどうしようもなく報むくわれることを求めている。だから、だからどんな形でもいい──この心と身体に触ふれて欲ほしい。それが駄だ目めというなら擲うつのでもいい。たとえこの場で縊くびり殺されても構いはしない。

「──ソロー、ク──」

　欲情にまみれた声は、もはや自分のものとは到とう底てい思えない。胸の内で黒く熱く澱よどんで煮にえたぎる感情には、すでに名前を付けることさえ怖おそろしい。かつては思し慕ぼであったものと憧しよう憬けいであったものとが妄もう執しゆうと欲情の泥どろの中で煮に詰つめられて融とけ合った感情の、その醜みにくさと穢きたなさと悍おぞましさを彼かれは知るのだろうか。いいや知らない──知っているなら決して、そんなものを優やさしく抱だきしめられはしない。

　これを恋こいなどと呼べば冒ぼう瀆とくだ。

　愛などと称しようすれば、それだけで八やつ裂ざきに値あたいする罪悪だ。

「──────────ぅ──」

　そう思い出した刹せつ那な、少女の中で狂きよう気きじみた自制が一個の歯車めいて働いた。腰こしに差したサーベルの柄つかを骨が軋きしむまで握にぎり締しめ、その鋼はがねの硬かたさ冷たさでもって、臍へその下に渦うず巻まく情欲を冷れい却きやくする。──そして罪を思い出す。彼かの女じよを死なせた罪を、彼かの女じよから彼かれを奪うばった罪を、彼かれから彼かの女じよを奪うばった罪を。

　そんな相手の心境を、どの程度まで悟さとってか──やがて、イクタのほうからそっと抱ほう擁ようを解く。

「……と、今はあまり悠ゆう長ちようにもしていられないのが残念だけどね。合間を縫ぬって、せめてこのくらいは」

「…………ふーっ、ふーっ、ふーっ…………」

　木こつ端ぱ微み塵じんに粉ふん砕さいしかけた理性を拾い集めて再構成するために、シャミーユはまだまだ時間を必要としていた。……だが、黙だまっていれば否いや応おうなく彼かれに手が伸のびる。彼かれがそれを許してくれるのではないかとみっともなく期待してしまう。だからといって、自分から彼かれの腕うでの中を出ていくなど到底考えられず──どうにも身動きの取りようがないまま、少女はやむなく会話に逃のがれた。

「……余に対する口の利きき方が、以前とは違ちがうのだな……」

「そうだっけ？　よく覚えてないや」

「違ちがうであろう。前はもっと……そなたはいつも、余に対していじわるであった」

「かもしれない。でも、変わったと言うならあなたもじゃないか。ちょっと見ないうちにすっかり暴君の皮を被かぶっちゃって。そういうのは一度着ると引っぺがすのがひと苦労なのに」

　一度会話を始めれば、そちらに集中出来る分だけ自制は少しだけ楽になった。背中に感じる体温から努めて意識を逸そらしつつ、少女は言葉を続ける。

「……皮などではない。今の余は正しよう真しん正しよう銘めいの暴君だ。即そく位いから今日に至るまでに何をしてきたか……そなたが知らぬはずはないであろう」

「あなたは誰だれよりも頑がん張ばってきた。僕ぼくが知っているのはそれだけだ」

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいも挟はさまずにイクタは言い切る。その優やさしさが自分に向いたものだと夢想するだけで、シャミーユはどうしようもなく彼かれのほうへ体が傾かたむくのを感じた。ああ、このままふたりきりでいるのはまずい──彼かの女じよが息も絶え絶えにそう確信したところで、イクタが天幕の入り口に視線を向ける。

「さて、外に戻もどろうか。あまり遅おそくなるとマシューに怒おこられちゃうし」

「────う、む」

「兵たちの士気も上げてやらないとならないね。付き合ってくれるかい、シャミーユ。あなたと並んでいる姿を見せるほうが、彼かれらを元気付けるにも効果が高いと思うから」

　そう言ってイクタが差し出した左手に、シャミーユはおそるおそる自分の右手を重ねる。触ふれ合あって握にぎられた瞬しゆん間かんに理性が飛びかけたが、それもどうにか耐たえ抜ぬいて気を落ち着けた。

「…………っ……」

　我が慢まんを貫つらぬいて、その代わりに涙なみだがこぼれた。そして思う──自分を抑おさえられて良かった、と。

　これ以上に何を欲張れるというのだろう。彼かれが立って歩いている、自分の存在を認めて口を利きいてくれる──ただそれだけで、自分にとっては他の全てに勝まさる奇き跡せきだというのに。







「いっそ開き直って、こっちからエルルファイ・テネキシェラを捕とらえるってのはどうなんだ？」

　外に出たふたりはマシューと合流し、今後の方針を話し合いながら陣じん地ちの西側へ足を運んだ。小太りの青年はすっかり覇は気きを取とり戻もどした顔で話す。

「あの将校の奪だつ還かんをキオカが重視してるなら、先にこっちで身み柄がらを押おさえれば主導権を握にぎれるってことでもあるだろ。西側の敵は素人しろうとの教徒たちと場ば違ちがいな海兵の集まりだ、東の連中に比べればよっぽど相手にしやすいぞ」

「強気の意見だね。じゃあもしそうなった場合、君がテネキシェラ少将の立場ならどう動く？」

　イクタが問い返す。マシューは腕うでを組んでしばらく考えた。

「…………逃にげる、な。回れ右してなりふり構わず。その間に友軍が敵の背中を突ついてくれるだろうし」

「そういうこと。西側の彼かれらは戦う分には大した脅きよう威いじゃないけど、逃にげに回られると厄やつ介かいだ。それも含ふくめて、現状はなかなか面めん倒どうな均きん衡こう状態にあるのさ」

　腰こしのポーチから顔を出したクスの頭を撫なでつつ、青年は陣じん地ちの東側に視線を移す。

「加えて、君やトルウェイが押おされている状じよう況きようを見ても、今回の敵将はなかなか手て強ごわいと分かる。……というか、見知った顔が混じっている可能性も大いにあるんだよね。今のところ予断は避さけるけど」

「確かに、いいかげん敵将の顔は拝んでおきたいところだな……。おまえの見み込こみ通りなら、数日後には嫌いやでもそうなるんだろうけど」

「どうせならとびきりの渋じゆう面めんを晒さらしてもらおうじゃないか。どんなに気に食わないツラが出てきても、それなら辛かろうじて我が慢まん出来ると思うからね」

　不敵に笑って軽口を叩たたくイクタ。二年前と変わらないその振ふる舞まいに安あん堵どを覚えつつ、マシューは言葉を続ける。

「おまえとしては、まず全軍で受けに回って……敵が攻こう撃げきをしくじったところにカウンターで打だ撃げきを与あたえる。そういうつもりなんだよな」

「おおまかにはそうだよ。だけど、向こうも通り一いつ遍ぺんの力押おしなんてやって来ないだろうからね。こっちも受け方を間ま違ちがえるわけにはいかない」

　そう言って目を細めるイクタ。彼かれの中では、すでにまだ見ぬ敵将との駆かけ引ひきが始まっている。

「その上で──最初に警けい戒かいすべきは、今日の日にち没ぼつから夜明けまでだ」










　その予想に違たがわず、日が沈しずんで台だい地ちの周囲が闇やみに包まれた頃ころ合あいで、キオカ軍はこの夜の侵しん攻こうを開始した。

「──夜や襲しゆうだ！　総員警けい戒かい！」

　東側の崖がけ下したの様子をうかがっていた帝てい国こく兵たちが口々に異変を報しらせる。これまで黒一色だった視界のあちこちに、光ひかり精せい霊れいの凝集光ハイビームとは異なる赤い光が無数に浮うかび上あがり──続いて、頭上から大量の矢が降り注いだ。

「うぉっ、火が……！」「火矢だ！　早く踏ふみ消せ！」

　あらかじめ命じられていた役割分担に則のつとって消火作業を始める兵士たち。彼かれらの動きを陣じん地ちの中央に組み上げた木材の庇ひさしの下で見つめながら、トルウェイはぽつりと口を開く。

「火矢を用いた夜や襲しゆう。……イッくんの言う通りだ」

「この陣じん地ちは防衛戦向きだけど、欠点のひとつは水場がないことだ。火事が大きくなった場合に火を消す手段がない。となれば敵は迷わず火ひ攻ぜめで来るさ。斜しや面めんの下からでも、台だい地ちの上に片かたっ端ぱしから火矢を撃うち込こむのはそう難しくない」

　彼かれの隣となりに杖つえを突ついて立ち、イクタは陣じん地ちの何か所かに視線を移動させる。

「当然対策は打ってある。燃えやすい荷物の大半を陣じん地ちの西側に移しながら、さらに万一に備えて集積所を小分けにしておいた。仮に一か所が燃えても被ひ害がいがそれ以上広がらないようにな」

　事前の備えが予測した通りの効果を上げていることを確かく認にんしてから、ふいに彼かれは夜空を仰あおぎ見みる。

「そしてもちろん、敵の攻こう撃げきは下からだけじゃない。──上からもだ」

　その発言から間もなく、火矢とも異なる何かが真上から複数落下し──陶とう器きが砕くだけ散ちるガシャンという音と共に、その場でただちに炎えん上じようを始めた。ほど近い場所に上がった炎ほのおを目にして、トルウェイの表情が一気にこわばる。

「『落とし火』……！」

「天てん空くう兵へいが真上にいる。消火係、持ち場に落ちた火種を見み逃のがすな！　──トルウェイ！」

「うん！　対たい物ぶつ風ふう銃じゆう兵へい、対空迎げい撃げき開始！」

　彼かれの命令に応えて、陣じん中ちゆうの各所に置かれた対たい物ぶつエアライフルの銃じゆう身しんが夜空に向かって鎌かま首くびをもたげる。圧縮空気ガスの充じゆう塡てんはまもなく済んだはずだが、しばらく経たっても発射音が続かない。翠すい眼がんの青年もすぐにその理由を察した。

「……ッ、気球の姿が見えない。夜空に紛まぎれるように、気き囊のうと籠かごを暗色に仕上げてあるのかも」

「それも読み筋だ。──光こう照しよう兵へい大隊、上空に向かって追跡灯サーチライト！」

　各おの々おのの光ひかり精せい霊れいを上空に向けて、光こう照しよう兵へいの集団が一いつ斉せいに凝集光ハイビームを夜空に放つ。その大半は闇やみに吞のまれていったが、運に恵めぐまれた何条かの光が、空に浮うかぶ気球の一いつ端たんを束つかの間ま照らし出した。

「見えた……！　あそこだ、射しや撃げき集中！」

　それを頼たのみに照準を定めて引き金をしぼる兵士たち。風ふう銃じゆうというよりは風ふう臼きゆう砲ほうに近い重い発射音が重なって鳴なり響ひびく。それがしばらく続き──だが、気球が爆ばく散さんする轟ごう音おんはなおも響ひびかない。

「……こっちの迎げい撃げきに備えてかなり高度を取ってあるらしい。その上に追跡灯サーチライトで垣かい間ま見みえる影かげを追っての狙そ撃げきだと、いくらお前たちの腕うで前まえでも、さすがに命中は運うん否ぷ天てん賦ぷだな」

「っ……！」

　じれったさを覚えたトルウェイが自ら狙そ撃げきに参加しようと動きかける。が、イクタはその肩かたをつかんで止めた。

「焦あせるな、問題ない。……撃げき墜ついを恐おそれて高度を取っている限りは、『落とし火』の命中精度も低い水準に留とどまる。弾たまを当てるまでもなく、対たい物ぶつ風ふう銃じゆう兵へいの存在が押おさえになっているのさ」

　撃げき墜ついまで至らずとも役割は果たしていることを教える。自分ひとりで苦難を背せ負おい込こむ方向に向かいがちなトルウェイの傾けい向こうをそうやってケアしながら、イクタは崖がけ下したの闇やみに視線を戻もどす。

「それに何より、ここまでの二手は全て陽動。──本命が来るぞ。総員、構えろ」







　昼の間に揚気ガスを利用した仕し掛かけで切きり崩くずされたとはいえ、台だい地ちの東側の多くは未いまだに崖がけと呼ぶに遜そん色しよくのない斜しや面めんの角度を保っている。そうした「敵兵が乗のり込こみづらい地点」にも防備の兵員は回されていたが、その中には自分たちの役割分担に疑問を覚える者もいた。

「……なぁ、火、けっこう落ちて来てるぞ。俺おれたちも消火に参加したほうがいいんじゃ？」

　敵てき陣じんに向けるべき警けい戒かいを維い持じ出来ず、ちらちらと後方に視線をよこす兵士のひとり。同じ場所に配備された女性兵士がその背中を怒ど鳴なりつける。

「馬ば鹿か、集中切らすな！　あたしたちは前面に集中しろって、連隊長殿どのがあれだけ言ってたでしょ！」

「つっても何も起こらねぇぞ。この辺りは崖がけの崩くずれ方も少ないし、取とり越こし苦ぐ労ろうなんじゃ……」

　この場を守り続けることに意義を見み出いだせず、兵士はいぶかしげな視線を崖がけ下したに向ける。そこには何の異変もないように思われたが──続く瞬しゆん間かん、夜闇と同じ色をした巨大なかたまりが、彼かれの鼻先にぬっと浮うかび上あがった。

「──うぉっ──!?」

「──ッ!?　ボーっとするな、下がれーっ！」

　異変を察した女性兵士が仲間の首根っこをつかんで後退する。全力疾しつ走そうで崖がけ際ぎわから距きよ離りを取った、その判断からわずか数秒後──斜しや面めんの急きゆう峻しゆんさが保たれていた台だい地ち東側の各所で、謎なぞの浮ふ遊ゆう物ぶつは複数同時に爆ばく発はつした。







「……ッ!?　この爆ばく発はつ音おん、まさか……！」

　肌はだをびりびりと震ふるわせる破は壊かい的な炸さく裂れつ音おんに、海戦での記き憶おくを呼び起こされて総毛立つトルウェイ。が、それを受けてもなお、イクタは表情を変えることなく首を横に振ふった。

「いや違ちがう、爆ばく砲ほうじゃない。──これはまた別口だ」

　爆ばく風ふうによってもうもうと巻き上がった砂すな煙けむり、撒まき散ちらされた鉄てつ片ぺんを受けて負傷した兵士たち。それらの光景から、黒くろ髪かみの青年は暴ぼう威いの正体を確信する。

「高所攻こう略りやく用制圧兵器、通つう称しよう『爆ばつ球きゆう』か。──また物ぶつ騒そうなものを『匣はこ』から持ち出してきたな」







「Ｓｙｏｏｌシオール──今が好機だ」

　頭上から響ひびいた爆ばく音おんを合図に、崖がけ下したに集っていたキオカ兵たちが一いつ斉せいに斜しや面めんを登り始める。その様子をアナライと共に後方から見守りつつ、白はく髪はつの将は唇くちびるを不敵につり上げた。

「思い切ったのぅ。確かにここは爆ばつ球きゆうの使いどころじゃが、手持ちの全機を投入とは」

「いいえニエツト。敵にとっては初見の新兵器ですからね、ここで小出しに使うのは愚ぐの骨頂というもの。爆ばつ球きゆうが敵の心身に対して最大の衝しよう撃げき力りよくをもたらすのは、後にも先にも今この瞬しゆん間かん──だからこそありったけを注つぎ込こむんです」

　新兵器がもつ「未知」というメリットは、そのものが実戦で使用された瞬しゆん間かんから速すみやかに失われていく。ジャンはそれを誰だれよりも理解し、最大限に活用する形で作戦を立てていた。

「高所の陣じん地ちに立てこもった敵を攻こう略りやくするための方針は大きく分けて三つ。いかにして味方を送おくり込こむか、いかにして敵を引きずり出すか、いかにして敵を干ひ上あがらせるか。今回はひとつ目の方法を用いました。今の一いち撃げきで、崖がけ際ぎわに配備されていた兵士たちは一気になぎ倒たおされたはず。それはつまり、斜しや面めんを登っていく兵たちを迎むかえ撃うつ人員が失われたということです」

　高所の敵てき陣じんを見み据すえつつジャンは言ってのける。──彼かれが今回用いた「爆ばつ球きゆう」は、言うなれば人を乗せる籠かごのない小型の気球だ。敵の近くで爆ばく発はつさせることを前提にしているので、気き囊のうの中には殺傷力の向上を見み込こんだ大量の鉄てつ片ぺんが仕し込こんである。今回はそれを敵部隊の至近距きよ離りで爆ばく発はつさせたことで、広こう範はん囲いに亘わたって大勢の兵士を負傷させたはずだった。

「この攻こう撃げきで敵てき陣じんの制圧までは見み込こみません。乗のり込こんだ兵力で引ひっ搔かき回まわすだけ引ひっ搔かき回まわしたら、頃ころ合あいを見て斜しや面めんを滑すべり降おり撤てつ退たい。今の帝てい国こく軍には、それでもじゅうぶんすぎる打だ撃げきになるはずです。兵たちの士気を保つのが難しくなる程度にはね」

　語りつつ、ジャンは台だい地ちに乗のり込こんでいった部下たちの活かつ躍やくを脳のう裏りに思おもい描えがく。が──その視線の先で何人もの兵士たちが斜しや面めんを転げ落ちて来たところで、白銀の両目が驚きよう愕がくに見開いた。

「──!?」

「ふむ──どうやら、そう上手うまくはいってないようじゃの」













「──ぁ」

　ジャンの目が直接届かない敵てき陣じんの上。彼かれの作戦に従ってそこに乗のり込こんだキオカ兵士たちは、先行した仲間の物言わぬ屍しかばねを眼前に見つけていた。現げん実じつ離ばなれした二刀の閃ひらめきと、それらに切り飛ばされて宙を舞まう手足と共に。

「なっ……」「ひ──」「う、うぉおおおおおおっ！」

　ある者は立ちすくみ、ある者は失禁し、ある者は恐きよう怖ふが裏返った蛮ばん勇ゆうでもって突とつ撃げきしていき──立たち塞ふさがる炎えん髪ぱつの剣けん鬼きが、その全てを等しく斬きり伏ふせて撥はね除のける。

「疾シ」

　ソルヴェナレス・イグセム──なんら疑問の余地なく、白兵分野における地上最強の個人戦力。元げん帥すいという階級は彼かれを前線から遠ざけたが、その剣けん腕わんは往年と比べていささかの衰おとろえもない。

　二刀の術理は炎えん髪ぱつの少女と共通するものの、その戦い方から受ける印象は大きく異なる。ヤトリシノ・イグセムの剣けん技ぎが持っていた見み惚とれるような美しさに対して、ソルヴェナレスのそれは対たい峙じした者に端たん的てきな絶望を強しいる。自分はこれから為なす術すべもなく死ぬのだという確信を抱いだかせる。

「う、ぐ──」「ひぁあああっ……！」

　大山脈の夜空に響ひびき渡わたる断だん末まつ魔ま。二刀によって守護される陣じん地ちに攻せめ寄よせる者がある限り、それが途と切ぎれることは決してない──。







「──高所の陣じん地ちで防衛戦を行う時、当たり前のことだけど、指揮官は頑がんとして敵を乗のり込こませまいとする」

　陣じん地ちに侵しん入にゆうしてきた敵兵を危なげなく迎むかえ撃うつ仲間たち。その光景をじっと見守りながら、隣となりに立つ女じよ帝ていに向かって喋しやべるでもなく、イクタは半ば独ひとり言ごちる。

「よって斜しや面めん沿いに大勢の兵を並べることになるわけで、爆ばつ球きゆうはそれをいっぺんに薙なぎ払はらうことを目的とした兵器だ。だから敵の今回の使い方は文句なしに正しい。──僕ぼくの側に予備知識がなければ、だけどね」

　ごくりと息を吞のむシャミーユ。彼かれの戦場働きを目にするのは、二年前の内乱以来だった。

「歩兵の都合とは裏腹に、爆ばつ球きゆうはそれなりに斜しや面めんが急な場所でないと使いづらい。でないと地上から昇のぼっていく様子が上の兵にも見えてしまう。となれば、崖がけの多くが切きり崩くずされて急きゆう峻しゆんさを失っている現状、爆ばつ球きゆうが昇のぼって来るだろう場所は大きく限定される。あとはその近辺に迎げい撃げき要員を置いておくだけさ。もちろん白兵戦に特化した人員を、ね」

　イグセム名めい誉よ元げん帥すいに加えて、マシューの率いる猟りよう兵へい部隊も迎げい撃げきに回っている。彼かれらの実力をイクタ・ソロークの戦せん況きよう予測が後あと押おしする今、この陣じん地ちの攻こう略りやく難易度は天てん井じよう知らずに上がっていると言って間ま違ちがいなかった。

「せっかく来てもらってなんだけど、あまり長居はお勧すすめしない。とっくに肌はだで感じているはず。──そこは世界でも稀まれに見る死地だ」







「はぁっ、はぁっ、はぁっ……！」

「いけません、輝き将しよう殿どの！　上にイグセムが──」

「乗のり込こんでいく我々に対して、あの二刀が立たち塞ふさがっております……！」

　命からがら生せい還かんを果たしたキオカ兵たちが、修しゆ羅ら場ばの熱も冷めやらぬままに敵てき陣じんで目にしたものを報告する。それを険しい表情で受けるジャンの隣となりで、極東ヤポニクに出自を持つ副官が激しく反応した。

「まさか──。ヤトリシノ・イグセムは、二年前の内乱で戦死したはず」

　震ふるえる唇くちびるでつぶやくミアラ。実じつ兄けいニルヴァ・ギンの仇かたきである炎えん髪ぱつの少女がすでにこの世にいないと知った時、もっとも動どう揺ようしたのは彼かの女じよだった。今もって心の整理が付いたとは言い難がたく、だからこそ、イグセムの名に対して抱いだく感情は単純になり得ない。

「……爆ばつ球きゆうの衝しよう撃げきに晒さらされた直後にもかかわらず、間かん髪はつ入れずにこちらを迎むかえ撃うつだって？」

　そんな彼かの女じよの心情を普ふ段だんなら汲くんでやるジャンも、今ばかりは別のことに意識を注いでいた。眉み間けんに深いシワを寄せつつ、彼かれは静かに首を横に振ふる。

「白兵のイグセム──確かにそれも脅きよう威いだ。でも事の本質はそこじゃない。そこじゃないんだよミアラ。爆ばつ球きゆうは今日初めて世に出た兵器で、僕ぼくはそれを適切に活用した。その上で目もく論ろ見みが成らなかったのだとすれば──僕ぼくの経験上、そういう理り不ふ尽じんをやってのける相手には、たったひとりしか心当たりがない」

　そう言うなり踵きびすを返かえし、敵意を宿した瞳ひとみで闇やみに沈しずむ大地をにらみつけて、ジャン・アルキネクスは言い放つ。

「……見えずとも分かるぞ。そこにいるんだな、イクタ・ソローク！」







「はい、ご苦労さん」

　陣じん地ちの中の物資が積まれた一角を目指して、よちよちと地面を歩く火ひ精せい霊れい。イクタはその体に真後ろから手を伸のばして抱だき上あげる。とっさに両手の「火か孔こう」から火を出す精せい霊れいだが、その抵てい抗こうが効果を上げる前に、青年はさっさと石で作った囲いの中に相手を落としてしまった。

「火矢に落とし火、それらを陽動とした爆ばつ球きゆう使用からの歩兵乗のり込こみ──さらには、その全てと並へい行こうした投石器を用いての火ひ精せい霊れいの直接投入、か。……まったく、次から次へとよくやるよ」

　感心と呆あきれが半々の口調。そんなイクタの横顔を、シャミーユは隣となりで飽あきることなく見つめている。

「アルデラ教の影えい響きようが軍事面に強く及およんでいる帝てい国こくと違ちがって、キオカでは精せい霊れいをこういう形でも戦術に組くみ込こめるわけだね。事実、このサイズの敵があちこちで放火してくるとなると結構な脅きよう威いではある。……ま、火を付けるためには物資の集積所に行く必要があるわけで、そこまでの途と上じようで捕つかまえてしまえばこの通りだけどさ」

　この事態に備えて、イクタはあらかじめ「地面を単独で歩いている精せい霊れいには要注意。見つけ次し第だいに所属を確かく認にんし、敵の精せい霊れいだった場合は捕ほ虜りよにしろ」と兵たちに徹てつ底ていしてある。人の捕ほ虜りよと違ちがって食料を消費しないが、彼かれらもまた交こう渉しようの材料として有効なのだ。

「それにしても……嫌いやになるな。ここまで大人げなくて隙すきがなくて節操がなくて、おまけに可か愛わいげまで皆かい無むの戦い方をする奴やつには、さすがの僕ぼくもたったひとりしか心当たりがない」

　ため息混じりに言いつつ、青年は頭をがりがりと搔かきむしる。──ここに来る前から予感はあった。運命を信じない彼かれも、敵将との間に因いん縁ねんがあることは認めざるを得ない。

「さすがに今夜はタネ切れだろ、白イケメン。……まずは一いち撃げき返した。でも、この程度で済むと思うな。──僕ぼくの仲間をいじめてくれた代だい償しようは高くつくぞ」
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「──なぁ、昨日はすごかったな」

　戦いを乗のり越こえて迎むかえた早朝の陣じん地ちの一角で、兵士のひとりがぽつりと言う。束つかの間まの休きゆう憩けい時間──糧りよう食しよくの薄うす焼やきパンを口にしながら、車座を組んだ帝てい国こく兵たちが雑談に興じていた。

「息つく暇ひまもなかった。崖がけが崩くずれた時は正直、もう駄だ目めかと思ったんだ。……でも、そこで予想もしてなかった友軍が来てくれて。その指揮を執とっていたのは、誰だれあろうあのイクタ・ソローク殿どのだった」

　語る声にも熱が入る。北域方面戦争の頃ころから騎き士し団だんの活かつ躍やくを見てきた兵士にとっては、この状じよう況きようで果たされたイクタ・ソロークの帰き還かんに興奮するなというほうが無理な話だ。

「さらに本番は夜になってからだ。変へん幻げん自じ在ざいなキオカ軍の攻こう勢せいを、まるで倉庫の在庫でも仕分けするみたいに淡たん々たんと捌さばききっちまった。信じられるか？　あの爆ばつ球きゆうってやつが使われることまで、連隊長殿どのは最初から予想してたんだぞ！」

　ひとりの興奮はたちまち周りへ伝でん染せんしていく。そんな中、仲間のひとりがやや遠くに噂うわさの人物が女じよ帝ていと並んで歩いている姿を見つけてしまうと、彼かれらは一いつ斉せいにそちらへ視線を向けた。

「それにしても、あのふたり……戦せん闘とう中以外は本当にぴったりくっついて離はなれないな……」

「当たり前だろ。ソローク殿どのは今や、陛下がただひとり後宮に住ませてらっしゃる人だぞ」

「つまり公然の愛人ってこと？　連隊長殿どのやるぅ！」

　当人ふたりを遠巻きに眺ながめつつ、事実に憶おく測そくを織り交ぜて盛り上がる兵士たち。と──すっかり夢中で身を乗り出していた彼かれらの背後に、そこで小太りの青年がぬっと顔を出した。

「……休きゆう憩けい中に私語をするなとは言わないけど、話題は選べ。あと声の大きさもだ。洒しや落れ抜ぬきで首が飛ぶぞ」

　びくりと震ふるえる兵士たちの肩かた。すぐさま振ふり向むいて敬礼した彼かれらへ、マシューはため息混じりに忠告を加える。

「それに──おまえらが想像するほど単純な関係じゃないんだよ、あのふたりは。……おれだって理解してるとは到とう底てい言えないけどさ」

　そこまで言うと、後は特に責めるでもなくその場を去っていく。彼かれと行動を共にしているハロ──の顔をした女も、未いまだに敬礼の体勢が解けずにいる兵士たちを横目にぽつりと囁ささやいた。

「ああいう噂うわさ話ばなしはあれですけど……イクタさんが来てから、陣じん地ちの雰ふん囲い気きががらっと変わりましたね」

「ああ……昨夜の防衛戦が上手うまく運んだこともあって、兵士たちの士気は見み違ちがえるほど上がったな。油断されても困るけど、それ自体はいいことだよ」

　そう語るマシューの声や表情もまた、先日までと比べれば明らかに生気と余よ裕ゆうを取とり戻もどしている。目に見える変化は他にも多くあった。イクタ・ソロークの参戦がもたらした好こう影えい響きようを自じ陣じんのあちこちに見て取りながら、パトレンシーナはなおも観察を深めていく。

　──変わったのはそれだけじゃないよ、太っちょ。

　内心でつぶやき、彼かの女じよはそれとなく周囲に視線を巡めぐらせる。朝を迎むかえて夜よ闇やみが払はらわれた陣じん地ちのところどころに、短たん槍そう付きボウガンを手に油断なく佇たたずむ兵士たちの姿が見えていた。

　──あちこちで立りつ哨しようの目が光ってる。内側に向ける警けい戒かいが昨日までの比じゃない。

　キオカ兵の侵しん入にゆうを防止するためという名目だが、それがスパイ活動へのけん制でもあることは疑いない。彼かの女じよの予測通り、すでにイクタ・ソロークは内通者の存在を強く疑っているのだ。

　──変な動きをすれば一発で怪あやしまれるね。この状じよう況きようでキオカ側と連れん絡らくを取るのは一仕事。

　目に見える見張りだけが全てとも限らない。あれらの立りつ哨しようで注意を引き付けておいて、また別の監かん視し要員がスパイを見つけ出す作戦とも考えられる。例えばトルウェイ・レミオン指揮下の狙そ撃げき兵へい……陣じん地ちのどこかに潜ひそんだ彼かれらが、今この瞬しゆん間かんもスコープ越ごしに目を光らせていることは大いにあり得た。

　──ま、もう手段は確保してあるけど。

　そう思いつつ、医い療りよう道具の詰つまった背はい囊のうを意識する。それはいつもより少しだけ重い。

　──これを放つ場所とタイミングも大事。でも、それ以前に肝かん心じんなのは持たせる情報。

　イクタと女じよ帝ていとのほうへ足を進める間、パトレンシーナは水面下で思し索さくを進める。

　──昨夜もそうだけど。この状じよう況きよう下、あの男は軍議の場で作戦をべらべら喋しやべったりはしない。

　ある程度まで近付いたところで、向こうから気さくに手を振ふって来るのが見えた。それに応えて、彼かの女じよもまた笑え顔がおで手を振ふり返かえす。胸の内の企たくらみは露つゆほども匂におわせず。

　──部下に出す指示から戦術を逆算して、不眠ねむらずには予測込こみで伝えてあげないと、ね。







「損害そのものは、さほどでもありません」

　同じ頃ころ──崖がけ下したのキオカ軍本部天幕では、昨夜の戦せん闘とうの結果について、総指揮のジャンが部下たちから報告を受けているところだった。

「が……兵士たちの間に、いささか動どう揺ようが。その、イグセムの存在に加えて、昨夜の作戦をことごとく敵に見み抜ぬかれていたことが……」

　表向きは言いにくそうに、しかし内側には微び量りようの棘とげを含ふくんだ表現で将校のひとりが告げる。それに眉まゆ根ねを寄せて、上官の脇わきに控ひかえていたミアラが口を挟はさんだ。

「動どう揺ようしているのは兵士ではなく、目の前のあなたたちでしょう。ジャンの立てた作戦に不備があったとでも？」

「いえ、そのようなことは……しかし結果として……」

「敵将が想像を超こえて賢さかしかったことは確かです。だとしても、結果に対する責任がジャンひとりにあるとでも言うつもりですか」

　語調を強くして言いい募つのるミアラ。自ら働きを示すでも建設的な代案を出すでもなく、ひたすらジャンの粗あら探しをすることで足を引っ張ろうとする手合いが、彼かの女じよには常つね日ひ頃ごろから我慢ならない。

「上に向かって文句を言うより、まずは己おのれの不足を省かえりみなさい！　そもそも昨夜のあなたたちの部隊運用にしたって──」

「──静かにセイラツプ」

　続く言葉を断たち切きって響ひびく一言。それを境に、天幕の中にしんと沈ちん黙もくが下りる。

「いま、君らに意見は求めていない。少し黙だまってくれるかい」

　君ら、とジャンは言い切った。隙すきあらば彼かれの失しつ脚きやくを狙ねらう将校たちの言葉も、そんな連中から自分を守ろうとする副官の言葉も、耳みみ障ざわりな雑音として等しく切って捨てたのだ。

　およそ味方への気き遣づかいが欠けた発言に、ミアラの瞳ひとみが衝しよう撃げきに揺ゆれてジャンを見返す。が、

「……っ……はい。申し訳ありませんでした、少将閣下」

　その直後、ミアラは多くの感情を吞のみ込こんで一歩引いた。ジャンの集中が今までの比ではないことを見て取ったからだ。……敵てき陣じんに仇きゆう敵てきがいることを確信した今、不眠ねむらずの輝き将しようの全能力はその打だ倒とうのために費ついやされている。彼かれの中で行われている思し索さくのレベルを思えば、ここで耳を塞ふさぐ判断はむしろ当然なのだと、彼かの女じよはそこまで理解出来てしまった。
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「──Ｙａｈ。発想がまとまった」

　ややあって、白はく髪はつの将が再び口を開く。ほかの声はひとつも上がらない。その場に臨席した将校たちは、ジャン・アルキネクスに対する好意や敵意の有う無むにかかわらず、彼かれの言葉を拝して承うけたまわる以外の選せん択たくを持ち得ないのだった。










「日中に攻せめて来ることは、まずないと思う。──んぐっ」

　干し肉を嚙かみちぎりながら所見を述べるイクタ。佐さ官かん以上の将校を集めた朝食のテーブルで、彼かれは食事のついでとばかりに軍議を始めていた。

「来るとすれば夕方から後。どういう方法を取って来るかは、まだ予測の域を出ない。ただ──これを防ぎきることが出来れば、向こうの損害の程度にもよるけど、おそらく局面は交こう渉しように移る」

　追って薄うす焼やきパンを頰ほお張ばり、水気に乏とぼしいそれらをお茶でぐいぐいと流ながし込こむ。キオカの陣じん営えいとは対照的に場の空気はゆるい。彼かれの遠えん慮りよのなさに促うながされるようにして食事を続けながら、将校たちも各おの々おのの考えをもって口を開く。

「……総大将。ひとつ懸け念ねんがあるんだが」

「どうぞ、サザルーフ准じゆん将しよう閣下」

「閣下はやめてくれ頼たのむ！」

　サザルーフの口を反射的な泣き言が突ついて出る。天幕の中にくすくすと笑い声が広がり、それを聞いた彼かれは我に返って咳せき払ばらいした。

「ごほん……昨夜の時点で気球が出ていただろ？　ってことは、この陣じん地ちを飛とび越こして西側に着陸することも出来たはずだよな」

「ええ、おそらく可能だったと思います」

「となると……エルルファイ・テネキシェラは、もう西側にいないんじゃないのか？」

　率そつ直ちよくに尋たずねるサザルーフ。が、イクタは迷わず首を横に振ふってみせる。

「懸け念ねんはもっともですが──いますよ、彼かの女じよは。気球を往復させることの難しさもありますが、可能か不可能かではなく、これは単純に人ひと柄がらの問題です。あの『白はく翼よくの太たい母ぼ』にとって、同じ艦かん隊たいの部下はすなわち愛する我わが子と同じ。だというのに、彼かれらを置いて自分だけで逃にげるはずがありません」

「たとえキオカ軍から命令があったとしても、か」

「命令があったとしても、です。……我わが子を見捨てないという判断は、彼かの女じよにとって軍規よりも上位に当たるもの。いわば人格の根本です。これほど信しん頼らいが置けることも他にない」

　まるで親しい友人の人ひと柄がらを語るように言ってのけるイクタ。一度戦場で鎬しのぎを削けずり、その後に対面を果たした相手のことを、彼かれは本質的なレベルで理解している。

「まぁ、例外もないではありませんけどね。怪け我がや病気などで本人の状態が急を要する場合は、むしろ部下たちのほうから率そつ先せんして彼かの女じよを気球に押おし込こむでしょう。そのケースもあり得なくはないですが、考こう慮りよする意味はさほどない。西側から彼かの女じよがいなくなった時に起こることは、残された海兵たちの士気の低下と考えて良いでしょうから」

「ただでさえ弱ってる連中がさらに弱るだけってことか……。交こう渉しようへの影えい響きようについては？」

「少なからずあるでしょうが、大きく不利にはなりません。東側へ先に逃にがされた『白はく翼よくの太たい母ぼ』は、その瞬しゆん間かんから何としても部下たちを取とり戻もどそうとするでしょう。そしてキオカ軍にとっても、エルルファイ・テネキシェラの存在は第四艦かん隊たいとセットのはず。彼かの女じよだけ取とり戻もどせば他は要いらない、というわけにはいかないんですよ」

　薄うす焼やきパンに水で戻した干しパパイヤを挟はさんで、ひとまとめにかぶりつくイクタ。頰ほおを膨ふくらませて咀そ嚼しやくする彼かれの姿を前に、サザルーフは納なつ得とくした面おも持もちで首を縦たてに振ふる。

「……よく分かった。俺おれの懸け念ねんはすっきり消えたよ。で、もうひとつ、これは懸け念ねんとは少し違ちがうんだが──敵将はジャン・アルキネクスで間ま違ちがいないんだな？」

　三つ目の干し肉に伸のびかけた手がぴたりと止まった。口の中のものをごくりと飲のみ込こんで、黒くろ髪かみの青年は静かに口を開く。

「断定はしません。姿を見たわけじゃありませんから。……ただ、気配は濃のう厚こうにします」

「……そうか。つくづく俺おれたちを苦しめてくれるな、あの『不眠ねむらずの輝き将しよう』は」

　腕うでを組んでため息をつくサザルーフ。と、イクタの隣となりで話を聞いていたシャミーユが、そこで毅き然ぜんと声を上げる。

「……現時点でキオカは余を害することを望まないのだったな。ソローク、もしそれを利用して開ける活路があるのなら、その時は──んっ」

　声が途と切ぎれる。言いかけた彼かの女じよの唇くちびるを、青年の人差し指がそっとふさいでいた。

「……シャミーユ。あなたを盾たてに利用するくらいなら、僕ぼくは今すぐ敵の前に走っていって白旗を上げるよ」

　優やさしく微ほほ笑えんでイクタは言い切る。それを耳にしたが最後、少女は一気に赤面して押おし黙だまり──そんな彼かの女じよをよそに、彼かれは思い出したように自分の左ひだり脚あしを軽く叩たたいた。

「おっと、もう走れないのを忘れていました。──まぁ、しばらく考える時間をください。白イケメンが敵将にいるのは厄やつ介かいですが、裏を返せばまるきり知らない相手でもない。日が傾かたむくまでに見えてくることも色々あるでしょう。具体的な指示はそれからでも遅おそくない」

　そう言って話を打ち切るイクタ。一方──その斜はす向むかいの席で、パトレンシーナはこれまでの彼かれの発言を分ぶん析せきしていた。

　──やっぱり。情報漏もれに備えて、ぎりぎりまで作戦を明かさないつもりだね。

　具体案についての明言を避さけた青年の意図を、彼かの女じよは諜ちよう報ほう戦の一いつ環かんとして読み取っていた。まだ方策を何も思いついていないなど、この相手に限っては有り得ないと確信して。

　──ううん。明かしたとして、後で内容を二転三転させるつもりかも。こうなると根比べ。

　女の立場からすれば、それはむしろ望むところだった。年単位の潜せん伏ぷくを前提とした任務に従事する彼かの女じよは、こういった忍にん耐たいを試ためされる局面に慣れている。

　──伝える情報の確定はぎりぎりまで待たないと。もう修正が利きかないところまで。

　もちろん、じっと耐たえていれば勝てるほど甘あまくはない。隙すきあらば行動に打って出る準備を整えながら、待つべきは束つかの間まの好機だ。

　──でも、この男なら、そのタイミングさえ狙ねらって内通者を炙あぶり出だそうとしてくるかな？

　ある種の期待さえ含ふくんでパトレンシーナはそう考える。これも彼かの女じよには初めてのこと。

　──考えが読みきれない。すごいよハロ。こんなに悪戯いたずらしがいのある相手は初めて！







　食事と軍議を兼かねた場がお開きになって、さらに二時間ほど経たった午前八時過ぎ。この日最初の状じよう況きようの変化が起こっていた。

「──イッくん、南の空に気球が！」

　異変を見て取ったトルウェイが足早に駆かけてくる。陣じん地ちの中央に女じよ帝ていと並んで立って、イクタも軽くうなずいてみせた。

「ああ、見えてる。ひい、ふう、みい…………全部で三十機ってところか」

　対たい物ぶつエアライフルで撃うち落おとすには距きよ離りがあり過ぎるため、トルウェイでも現時点では見ているしかない。不安げな面おも持もちの彼かれをなだめるように、イクタは首を横に振ふってみせる。

「心配するな、予想のうちだ。西側の勢力が攻せめ気を失ったことで挟きよう撃げきの実質が失われたのを察して、白イケメンが手持ちの兵力を回そうとしてるんだろ」

「じゃあ、これからは西側の防備にもっと人員を回す必要が……？」

　その問いには即そく答とうせず、イクタは逆に質問を返す。

「一機一機には何人ずつ乗ってる？　お前なら見えるだろ」

　言われた青年がじっと目を凝こらし、狙そ撃げき兵へいの中でも抜ぬきん出でた視力でもって答えを見み出いだした。

「……乗員数にばらつきはあるけど、平均してだいたい五人ずつ、だね」

「ってことは、三十機でおよそ百五十人。おそらく大半が手て練だれの風ふう銃じゆう兵へいで、海兵たちに持たせる新式の武器なんかも機体が浮ふ力りよくを保てるぎりぎりまで積んでいるだろう。でも、それだけで戦せん況きようを変えられるほどの数じゃない」

「……確かに……」

「繰くり返かえし往復してもっと兵を送おくり込こみたいだろうけど、さすがに気球はそこまで便利なものでもない。風向きに恵めぐまれたとして、せいぜい夕方までにもう一いち巡じゆんするのが関の山。となれば、西側の敵に加わる増ぞう援えんは最大でも三百人だ。合流による士気の増加やら何やら見み込こんでも、お前の部隊だけでじゅうぶん押おさえられる」

　天てん空くう兵へいたちの脅きよう威いを正しく見積もると、イクタはそれらから視線を切って左へ歩き出す。

「西側への兵員の輸送はあくまで布石のひとつ。メインの動きは東側で起こってくる」

　彼かれに続いて陣じん地ちの東側に向かうトルウェイとシャミーユ。崖がけ際ぎわに寄って注意深く下を眺ながめ下ろしたところで、彼かれらはさっそく敵てき陣じんに異変を見て取ることになった。

「──噂うわさをすれば、だ」







　イクタたちが見下ろす崖がけ下したの岩場に、互たがいを腰こし縄なわで結ばれた大勢の帝てい国こく兵たちの姿があった。

「足を止めるな！　さぁ、そのまま歩け！」

　ボウガンを手にしたキオカ兵たちが周囲を固め、彼かれらを脅おどして歩かせる。状じよう況きようを理解出来ないまま、捕ほ虜りよに取られた帝てい国こく兵たちはそれに従うしかない。

「うぐ……」「なんなんだ、一体……」「どこに連れて行こうってんだよ畜ちく生しよう」

　彼かれらの疑問に対しては一いつ切さいの説明が与あたえられない。やがて指示通りの場所まで誘ゆう導どうが済むと、キオカ兵たちは次の行動に移った。

「よし、そこで止まれ！　全員その場に座すわれ、だが、みだりに動くなよ！　抵てい抗こうの意思ありと見れば即そく座ざに発はつ砲ぽうする！」

　指示された帝てい国こく兵たちがこわごわ地面に腰こしを下ろしていく。それを油断なく取り囲んだまま、キオカ兵らは言葉を続ける。

「そうだ、そのまま固まって大人しくしていろ。何事もなければ翌朝には後方の野営地に戻もどす。用足しの時のみ挙手して兵を呼べ。同性の見張りが付くが、厠かわやまで連れていってやる」

　一方的な説明が終わると、後はもう何も口にしない。敵の真ん中に集団で置かれた帝てい国こく兵たちは、自分たちが今後どうなるのかを想像して、ひたすら不安に駆かられる一方だった。







「まさか──捕ほ虜りよを盾たてに!?」

　最悪の想像をしたトルウェイが顔を引きつらせる。が、イクタは即そく座ざに首を横に振ふった。

「それはない。白イケメンは敵に対してならどこまでも残ざん酷こくになれるけど、捕ほ虜りよに取った兵士はすでに別べつ枠わくだ。戦時条約を別にしても、虐ぎやく待たいまがいのことは絶対にしないさ。そんな真ま似ねはキオカの対外政策にも反するしな」

　そう言われて、トルウェイも冷静に眼下の光景を分ぶん析せきしていく。

「確かに……水と食料は与あたえているようだし、日射病対策の帽ぼう子しも配っている。こっちの銃じゆう撃げきの矢や面おもてになる場所でもないから、戦場での捕ほ虜りよの扱あつかいとしては、むしろ丁てい寧ねいな部類に当たるのかな……」

「そう、虐ぎやく待たいはしない。──ただし、まだ味方でもないから利用はする。有あり体ていに言えば、あの捕ほ虜りよたちは餌えさだ」

　低い声で言い切るイクタ。その意味を理解して、トルウェイは再び表情を厳しくする。

「……ぼくたちを誘さそっているんだね。ここに仲間がいるぞ、助けたければ降りて来い……って」

「そういうことだ。見たところ四十人程度の集団が十五あるから、引っ張ってきた捕ほ虜りよの数はざっと六百人。──あの人数を無事に取とり戻もどせたなら、こっちの損害はずいぶんマシになる」

　言いつつ、青年はがりがりと後頭部を搔かいた。内容とは裏腹に、その口調は希望よりも戒いましめを強く感じさせる。

「台だい地ちに乗のり込こんで引ひっ搔かき回まわす作戦から、こっちを引きずり下ろす作戦に変えてきたわけだ。こうなると状じよう況きようは俄が然ぜん悩なやましくなる」

　彼かれと同じ光景を隣となりから眺ながめつつ、思案を重ねた女じよ帝ていがそこで声を上げる。

「……もし我々が、捕ほ虜りよの奪だつ還かんに動かなければ？」

「その場合は向こうも動かない。明日の朝までにらみ合いが続くだけだろうね。──問題は、今の僕ぼくたちがそれをよしと出来る立場かどうか、だ。

　現在の戦術目標は、間近に迫せまった交こう渉しように向けて、敵に対する自軍の立場を可能な限り優位に押おし上あげることだ。それを踏ふまえると、このまま攻せめて来てくれる分には都合が良かった。まっとうに防ぼう御ぎよ陣じん地ちで迎むかえ撃うつ分には、あちらの損害がこちらの損害を大きく上回るからね。戦えば戦うほど趨すう勢せいはこっちに傾かたむいていく。でも──何もして来ないとなると、互たがいの立場はまるきり動かない」

　聞けば聞くほど、シャミーユの顔に浮うかぶ苦く悶もんが色いろ濃こくなる。自軍をここまでの不利に導いた責任を、彼かの女じよは自分自身に見て取らずにはいられない。

「昨夜の結果を踏ふまえても、現時点で損害が大きいのはまだまだこちらだ。このまま交こう渉しように入れば向こうに主導権を握にぎられることは間ま違ちがいない。そうやって悩なやんでいるうちに、あの捕ほ虜りよたちの姿が否いや応おうなく目に入ってくるわけさ。あれだけの人数を取とり戻もどせば、話はまるで変わってくるんじゃないか──とね」

　身み振ぶりを交えてそう言ったかと思うと、イクタはふと真顔に戻もどって敵てき陣じんをにらむ。

「いわゆる誘さそいというのは、必ずしも指揮官や兵士の感情に訴うつたえかけるだけじゃない。計算の上で乗らざるを得なくさせる場合もある。これはまさにその類たぐいだよ」

「……捕ほ虜りよを盾たてに取られるよりも、ある意味では厄やつ介かいということか……」

「そういう短たん絡らく的な真ま似ねをする奴やつが相手なら、遅おそかれ早はやかれ付け入る隙すきはどこかに必ず見えてくる。……でも、この敵には節度があるんだよ。あるいは大局観と言いい換かえてもいい。この戦いを含ふくむ戦争全体──ともすればその後まで見み越こした上で、行動に最適解を求め続ける心構えがね」

　過去に二度あった「不眠ねむらずの輝き将しよう」との対面をつぶさに思い出しつつ、イクタはふんと鼻を鳴らす。

「そんなものを敵と比べ合うのは、正直なところ僕ぼくにはひたすら億おつ劫くうだけど──ま、せいぜい悩なやませてもらうさ。まだ時間はあることだしね」







　敵てき陣じんの観察が一通り済んだところで、イクタは女じよ帝ていと共に本部天幕へ戻もどった。

「ふぅ……。ハロ、コカの葉とは言わないけど、何か気つけになるものをもらえるかな」

「はい、今すぐ。……でも、大だい丈じよう夫ぶですかイクタさん。体、辛つらいんでしょう？」

　声ににじむ疲ひ労ろうを見み逃のがさず、ハロの顔をした女はそう尋たずねる。黒くろ髪かみの青年は困ったように苦く笑しようした。

「まぁ、辛つらくない──と言えば噓うそになるかな。丸二年寝ね込こんでからいきなり山の上だからね。高山病対策には気を使ったけど、さすがに元気いっぱいってわけにはいかない」

「ソローク……」

「君もそんな顔をしないで、シャミーユ。軽く眩暈めまいがする程度だよ」

　泣きそうな目を向けてくる金きん髪ぱつの少女をそう言って慰なぐさめるイクタ。ふたりの様子を横目にうかがいつつ、パトレンシーナは手慣れた動作でお茶を淹いれて差し出した。

「香こう草そうを混ぜて濃こいめに入れたお茶です。お口に合うか分かりませんけど……」

「口のほうを合わせるさ。──うん、いい香かおりだ」

　杯さかづきの中身をすっと一口含ふくみ、鼻に抜ぬける香かおりを愉たのしんでから喉のどに落とす。その流れに少しの躊躇ためらいもなかったことで、彼かの女じよは判断にすこぶる迷った。

　──迷わず飲んだ、か。わざと怪あやしい風味に仕上げてみたんだけどな。

　反応を測る目的で出したお茶だったので、何の反応も見られないのがいちばん困る。自分に対してどの程度の疑いを持っているのか、この結果からでは何とも推おし量はかりがたい。

　──ハロを無条件に信しん頼らいしているなら都合がいい。でも、そんなに甘あまい相手じゃない。

　疑い深い彼かの女じよは、自分にとっていちばん都合のいい結果だけは最初から無いものと見てかかっている。つまり、この期に及およんで少しも疑われていないということは有り得ないので、今の反応にはそれ以外の含ふくみを見て取らなければならない。

　──ここで毒殺はされないと確信してるんだよね。確かに、それは正解。

　少し前に至らない部下へ警告したのと同じ理由で、その手は現状において明らかに選び得ない。殺すべきか生かすべきかの損得勘かん定じようが上で済んでいない以上、彼かの女じよが為なすべきは一いつ貫かんして現状を維い持じしながらの情報提供だ。

　すぐ隣となりでそんな思おも惑わくが渦うず巻まいていることなど露つゆ知しらず、シャミーユは外から聞こえてきた声を気にして視線をそちらへ向けた。

「……ソローク。何やらあちらが騒さわがしいが」

「みたいだね。敵に動きがあった……という感じでもないけど」

　まだ湯気の立つお茶を片手に首をかしげる青年。と、そこで、ひとりの将校が天幕の中に足を踏ふみ入いれた。

「御ご前ぜんを拝します。──陛下、ソローク殿どの。遺い憾かんながらお伝えしなければならないことが」

　ふたりの前にひざまずいて口を開く将校。すぐさまシャミーユが直言を許可したが、彼かれはひどく言いにくそうに言葉を濁にごらせる。

「こうした状じよう況きよう下で、口に出すのも憚はばかられることなのですが……」

　やっとのことで始まる説明。その内容にやや離はなれた位置で聞き耳を立てながら、パトレンシーナは内心でにんまりと笑う。

　──じゃあ、こういうのはどうかな？







「──私は間諜などではありません！」

　数分後。ところ変わって小さい天幕の中、間に親衛隊の兵士を挟はさんで、イクタとシャミーユは厳重に拘こう束そくされたひとりの将校と対面していた。

「ユグニ少しよう佐さ、ひとまず声を抑おさえてもらえるかな。人ひと払ばらいをした意味がない」

「こ、これは失礼を……。しかし釈しやく明めいはさせていただきたい！　いま私に降りかかっている内通の嫌けん疑ぎ、これはまったく身に覚えのないものです！　私は陛下を裏切ってなどおりません！　どうか疑ぎ惑わくの撤てつ回かいを……！」

　必死の形相で言葉を連ねるユグニ少しよう佐さ。が、その真しん偽ぎはひとまず脇わきに置いて、イクタは状じよう況きよう把は握あくのために視線を別に向ける。

「トルウェイ。こうなるまでの経けい緯いを教えてくれ」

　問われた青年が背後から一歩進み出て、淀よどみなく説明を始めた。

「イッくんが来てから、ぼくたちは内向きの監かん視しを強めていた。抑よく止し力として立りつ哨しようの数を増やすと同時に、目のいい狙そ撃げき兵へいに目立たない場所から自じ陣じんを見張らせる──この二重の体制を敷しくことで」

　うなずくイクタを横目に、トルウェイは視線でユグニ少しよう佐さを示す。

「そこに彼かれが引ひっ掛かかったんだ。具体的には、彼かれが陣じん地ち東とう端たんの崖がけ際ぎわまで背負っていった背はい囊のうから、一体の火ひ精せい霊れいが這はい出だして敵てき陣じんに向かおうとするのを狙そ撃げき兵へいのひとりが目もく撃げきした。すぐにその兵士が走っていって捕つかまえたけど、それから確かく認にんしたところ、問題の火ひ精せい霊れいは帝てい国こく兵のパートナーじゃなかった。先だっての戦いで投なげ込こまれた火ひ精せい霊れいの一体が捕まらずに潜ひそんでいたものだと思う。さらに、問題の精せい霊れいの首には、この陣じん地ちの見取り図が細長く折おり畳たたんで巻かれていた」

「……ふむ」

「もうひとつ付け加えると、背はい囊のうが置かれていた場所は、通常の立りつ哨しようからは目が届きにくい場所でもあった。以上の状じよう況きようを踏まえて、ユグニ少しよう佐さには、精せい霊れいを伝令に敵軍へ情報を伝えようとした間かん諜ちようの疑いがあるとみなした。……ぼくからは以上だよ」

「違ちがいます！　断じて違ちがいます！」

　説明が済むと同時に、嫌けん疑ぎのかかった本人は口から泡あわを飛ばしてそれを否定する。イクタは鼻を鳴らして後頭部をかいた。

「つまり──敵の精せい霊れいが入った背はい囊のうを、自分の足で敵てき陣じん近くの崖がけ際ぎわまで運んでいった。ユグニ少しよう佐さに内通者の疑いがかかったのは、主にその行動が理由なんだな」

　こくりとうなずくトルウェイ。ユグニ少しよう佐さは涙なみだ目めでぶんぶんと首を横に振る。

「己おのれの迂う闊かつさは身に染しみております。しかし気付かなかったのです、背はい囊のうに精せい霊れいが入っていたなど……！　もともとあの中には部下たちを労ねぎらうための干果ドライフルーツを詰つめておりました。重さの違ちがいもあったのでしょうが、背負っただけでは分かりませんでした……！」

　目的地に着いたところで背はい囊のうを一いつ旦たん足元に置いて、周りの兵士たちへ干果ドライフルーツを配っている間に、荷物の底から精せい霊れいが這はい出だしていたのだと──ユグニ少しよう佐さはそう説明して、そこに一いつ切さいの意図がなかったことを重ねて力説した。周りが何とも声を掛かけられずにいる中で、女じよ帝ていがさりげなく隣となりのイクタに耳打ちする。

「……ソローク。我々の側でも、内通者は佐さ官かん以上の高級将校の中にいると見ていた。ユグニ少しよう佐さはその条件に合うものと見えるが」

「……確かに、ね。情報伝達を焦あせって失敗したスパイの末路と見られなくはない。ただ……」

　言葉を濁にごす青年。話の流れが滞とどこおったのを見計らって、壁かべ際ぎわに控ひかえていたサザルーフが手を挙げた。

「……弁護させてもらう。ユグニ少しよう佐さは二年前から俺おれの部下だが、その働きと人となりには信しん頼らいを置いている。俺おれより年上で軍歴も長い割に、俺おれを侮あなどらないでいてくれることなんかも含ふくめてな」

「じゅ、准じゆん将しよう閣下……！」

「だから疑うのは止やめろ、とまでは言えんが……この時点で結論を出すことは避さけてもらえるか。容疑の原因が背はい囊のうの中にいた精せい霊れいなら、他にもいくらか可能性は考えられる。尋じん問もんするにしても、それは落ち着いた環かん境きようで慎しん重ちようにやるべきだ」

　デリケートな問題にも物もの怖おじせず発言するサザルーフ。イクタが戻もどってきたことで、女じよ帝ていの前で意見を口にすることに対するプレッシャーは大きく目減りしていた。それはシャミーユ自身にとっても望ましいことで、そのまま君臣の関係の回復を意味しているとさえ言える。

　さほど考えるでもなく、イクタはその提言にうなずいた。すでに身み柄がらを拘こう束そくしてある以上、ここで処断を急ぐメリットは何もなかった。

「……ユグニ少しよう佐さには、監かん視し付きの謹きん慎しんを命じておきます。きちんとした検証や調査は中央に帰ってから行うことになるでしょう。サザルーフ准じゆん将しよう、今はそれでお願いします」

「ああ、分かった。……ひとまず安心したぜ」

　ほっと安あん堵どの息をつくサザルーフ。兵に両りよう脇わきを固められて連行されていく部下を、彼かれは率そつ先せんして隔かく離り先の天幕まで送っていった。







　話を終えたイクタたちが天幕から出てくる様子を、パトレンシーナは遠巻きに眺ながめていた。

　──目もく論ろ見み通りに事が運んだように見える時に、その結果を疑うのは難しいよね。

　部下の衛生兵たちを監かん督とくする間、その思考はまったく表に現れない。彼かれらに対してはいつも通りの頼れる上官として振ふる舞まいながら、胸の内で策さく謀ぼうを幾いく重えにも巡めぐらせる。

　──あなたはどうかな。立りつ哨しようの目を盗ぬすんで行動する内通者を、伏ふせてあった狙そ撃げき兵へいが見つけ出したというなら……いまの事態そのものは予定通りでしょう？　内通の是ぜ非ひがどうあれ、ね。

　対象の心理を見み透すかし的確に突つくスパイの技わざ。今回の罠わなもまた、その術理に則のつとったものだ。

　──この結果の否定は自分の能力に対する否定になる。優ゆう秀しゆうだという自負がある人間ほど、それは難しいもの。ましてやイクタ・ソローク……あなたはこの場でいちばん有能であることを義務付けられている立場だもの。それを踏ふまえれば、自分の成功を疑うことは、ミスを認める以上に難しいはず。

　責任ある立場の人間、周囲から抜ぬきん出でて優ゆう秀しゆうな人間。どちらにも特有のプレッシャーがあり、そこから生じる心の隙すきにも一定の傾けい向こうがある。その見み抜ぬき方と利用の仕方について、彼かの女じよは亡霊部隊カラ・カルムの先達から掛かけ値ねなしの英才教育を受けていた。

　──慢まん心しんなさい。何もかも自分の掌てのひらの上だと驕おごりなさい。その傲ごう慢まんが視界を狭せばめて、認にん識しきをゆがめて……そうやって生まれた意識の暗くら闇やみの中で、私は楽しく遊ぶの。

　教えを授さずけた教官たちが目を見張るほど、そうしたメソッドに対する彼かの女じよの習熟は早く深かった。……が、そんな彼かれらの驚きよう愕がくはやがて嫌けん悪おと恐きよう怖ふに変わる。同どう僚りようたちの中でも並外れた彼かの女じよの上達の早さ。それが他でもない、人を騙だまして陥おとしいれることを心の底から愉たのしめる精神性に立りつ脚きやくしていると分かってしまったからだ。

　──うふふふふふふふふ！







「捕ほ虜りよたちの位置を、さらにこっち側に寄せてきてる」

　陣じん地ちの東とう端たん近くにイクタを呼んで、小太りの青年は現在の状じよう況きようをそう告げた。

「それで向こうの部隊はますます距きよ離りを置くんだから、もう誘さそいはあからさまだ。……でも、これは正直やり過ぎじゃないのか？」

「ふむ」

「おれなりに想定してみた。大隊ふたつで一いつ斉せいに斜しや面めんを駆かけ下おりて、一直線に捕ほ虜りよのところまで走っていく。射しや撃げきで敵をけん制しながら腰こし縄なわを切って回って、自由になった仲間を片かたっ端ぱしから後ろに走らせる。限界が来たら撤てつ退たい……下までの距きよ離りと互たがいの速度から計算して、全員は無理かもしれないけど、半数くらいは少ない被ひ害がいで助けられると考えてる」

　それが単なる思い付きではなく熟じゆく慮りよを重ねた上での提案だということを、彼かれの揺ゆるぎない口調からイクタは理解し──その上で言葉を返す。

「相手が白イケメンな以上、彼かれらを救出するまでのハードルが見たままじゃないことは確実だ。間ま違ちがいなく罠わなはあるよ──往路か復路か、あるいはその両方にね」

「分かってる。でも、明るいうちなら仕し掛かけだって限られるはずだろ」

「明るい間は向こうの銃じゆう兵へいも強い。撤てつ退たいする君たちの背中を遠えん距きよ離りから狙ねらい撃うたれることになる」

「ああ。だから、半分暗い時にやるんだ」

　続けざまに問題点を指し摘てきされても詰つまることのない返答。その姿に確かな成長を見て取るイクタの前で、マシューはさらに言葉を続ける。

「夕暮れ時になれば日差しは西日になっていくから、この台だい地ちの陰かげになって、東側の斜しや面めんの下には光が届かなくなる。他よりも一足早く夜が来るんだ。そのタイミングを狙ねらって捕ほ虜りよを取り返すことで、帰り道の被ひ害がいは大きく減らせる。──違ちがうか？」

　解答を終えた彼かれの目が、評価を求めてイクタに向けられる。青年は微ほほ笑えみと共に両りよう腕うでを広げた。

「何も違ちがわない。見事な分ぶん析せきだよ、我が友マシュー」

　思わぬ好評価に面めん食くららうマシュー。が、数秒後に察してしまい、彼かれは不満げに眉まゆ根ねを寄せた。

「……今の、自分でも分かってたことを、わざとおれに最後まで言わせただろ」

「自分で言うより、君の口から聞けるほうが何倍も嬉うれしいからさ」

　ふんっ、と鼻を鳴らしてマシューは顔をそむける。そんな彼かれと持ち前の図ずう々ずうしさで自分から肩かたを組み、そのままイクタは敵てき陣じんを眺ながめてつぶやいた。

「──でも、確かに、そろそろ決断のタイミングだ」







　空が橙だいだい色いろを帯びてきた午後五時過ぎ。陣じん地ちのあちこちから東に向かって集まり始めた兵士たちの姿を、陣じん地ちの片かた隅すみから、パトレンシーナは確信と共に見つめていた。

　──ついに動き出した。

　自然な動作で身をひるがえし、自分用にあてがわれた佐さ官かんの個人用天幕に入る。すぐさま寝しん台だいのそばに歩いていって、彼かの女じよはその場で地面の砂さ礫れきを掘ほり返かえした。胎たい児じのように体を丸めた状態で地中から掘ほり出だされたのは、一体の火ひ精せい霊れい──ユグニ少しよう佐さの背はい囊のうに仕し込こんだ分と合わせて、昨夜の戦いの間に彼かの女じよが回収しておいた個体だ。

　──捕ほ虜りよの奪だつ還かんに打って出ることに決めたみたいだね。今の彼らにはソルヴェナレス・イグセムもいるんだし、台だい地ちを下った先での戦せん闘とうを過度に恐おそれなくても不思議はない。

　掘ほり返かえした痕こん跡せきをなくすために地面を均ならす。それから精せい霊れいを机の上に置き、続いて彼かの女じよは紙とペンを取り出した。ついさっき見て取った兵士たちの動きと、マシューが部下に対して喋しやべっていたのを盗ぬすみ聞いた情報を思い出して、彼かの女じよはこれから始まる作戦の概がい要ようを紙面に書き記していく。

　──捕ほ虜りよたちとの位置関係と、降りられる斜しや面めんの場所を照らし合わせて……部隊が下り始めるのはここと、ここだね。

　伝えたい内容を精せい霊れいに丸暗記させることも可能だが、位置関係などは紙に記したほうが伝達の齟そ齬ごが少ない。全ての情報を書き記した上で小さく紙を畳たたみ、背はい囊のうの中から取り出した精せい霊れいの体に紐ひもでがっちりと巻きつける。

　──実行のタイミングは夕暮れ時。崖がけ下したが一足先に暗くなるタイミングを見み越こしての行動とすると、まぁ最適解と言えるかな。あくまで情報が漏もれなければの話だけど。

　考えながらも両手は休みなく動いて、クッション代わりの布で精せい霊れいの体を包つつみ込こんでいく。それが済むとパートナーのミルを腰こしのポーチから取り出して、代わりに梱こん包ぽう済みの火ひ精せい霊れいをやや強ごう引いんに押おし入いれた。いつもと比べて二割がた膨ふくらんでいるので違い和わ感かんはあるが、その程度は彼かの女じよならいくらでも誤ご魔ま化かしようがある。

　──さぁ、行こう。

　準備の完かん了りようを見て取ったパトレンシーナが天幕を後にする。目指すは陣じん地ちの東の崖がけ際ぎわ。

　──立りつ哨しようの位置も狙そ撃げき兵へいの位置も完全に把は握あくした。こそこそしなくてもいい。

　どう動けばもっともリスクが少ないか、今に至るまでに収集した情報から、彼かの女じよはすでに最適解を叩たたき出だしている。その分ぶん析せきに絶対の自信を持つからこそ、彼かの女じよは無む闇やみに人目を避さけたりはせず、時には堂々と立りつ哨しようの兵士の目前を通り過ぎた。

　──崖がけ際ぎわに、見張りの死角はいくつかある。でも、そこで足を止めれば怪あやしまれる。

　立りつ哨しようの兵士には目が届きにくい場所を補完する形で、狙そ撃げき兵へいたちは陣じん地ちの中を見張っている。逆に言うと、あからさまに目立つような場所は彼かれらもマークしていない。彼かの女じよの狙ねらいはそこだ。

「お疲つかれ様さまです」

　労ねぎらいを装よそおって見張りの兵士に挨あい拶さつするパトレンシーナ。階級にして遥はるか上の彼かの女じよに話しかけられた兵士はたちまち緊きん張ちようし、しゃちほこばって「ありがたくあります！」と敬礼してみせる。

　そんな相手と合わせていた目を、まるで何かに気付いたように、彼かの女じよはつい──と左に逸そらしてみせる。彼かの女じよの挙動に集中していた兵士は、半ば反射的にその視線を追い──結果として、敵てき陣じんが見晴らす崖がけとは反対の方向に注意を移してしまい、

　──今。

　一いつ瞬しゆんの隙すきを突ついて走る右手。腰こしの右側に付けていたポーチの口を開き、ほぼ同時に引っ張り出した梱こん包ぽう済みの精せい霊れいを崖がけ下したに向かって投げ飛ばす。目の前の相手は明後日あさつての方向に目を向けた状態で、周囲の兵士たちに対しては彼かの女じよ自じ身しんの体が死角を形成している。完かん璧ぺきな角度で投じられた精せい霊れいは誰だれの目に付くこともなく陣じん地ちを脱だつしていき──数メートル下の斜しや面めんに辿たどり着ついて転がったところで、わずかに硬かたい音を立てた。

「──？」

　誘ゆう導どうされた視線の先に何の異変も見て取れなかった兵士が、きょとんとした顔を目の前の女に向ける。怪あやしんだ様子もなければ物音に気付いた風もない。仕事が完かん璧ぺきに成されたことを確信して、パトレンシーナは内心で笑った。

　──うん、誰だれも気付いてない。

　兵士に目礼してその場を去る。──崖がけ下したまで辿たどり着ついた精せい霊れいはじきに布の中から抜ぬけ出だし、キオカ軍の陣じん地ちへ向かって歩き始める。これにて情報の到とう着ちやくは約束された。

　ささやかな達成感に包まれながら、彼かの女じよはちらりと自軍に目をやる。

　──もうひと波乱あるかもと思ったけど、これで詰つんじゃったかな？










「──ジャン。敵てき陣じんの中の『彼かの女じよ』から連れん絡らくがありました」

　パトレンシーナの予想に違たがわず、およそ一時間後、キオカ軍の本部天幕には彼かの女じよの送った情報が届けられていた。

「精せい霊れいに情報を持たせて、台だい地ちの上から崖がけ下したに投げたようです。運んできた精せい霊れいは落下の衝しよう撃げきで少し怪け我がをしていましたが、文面自体は損そこなわれていません」

「内容は？」

「敵がこれから行う作戦の詳しよう細さいと、それに際しての兵力の運用です。どこからどのように、どの程度の数で攻せめて来るか──多少の推測を交えてではありますが、かなりのところまで書き記してあります」

「敵による意図的な情報かく乱ではないんだね？」

「紙面には我々独自の符ふ丁ちようが含ふくまれています。どうぞ、直接目を通されてください」

　そう言って上官に書面を差し出すミアラ。その内容を検あらためながら、白はく髪はつの将は思案げな面おも持もちで顎あごに手を当てる。

「……夕暮れ時に二個大隊で奪だつ還かんに来る、か」

「それ自体は予測の範はん疇ちゆうでした。が──戦術の詳しよう細さいまで分かったことで、我々の優位はいっそう確かです」

　同じ「影かげ」に連なる身として同どう僚りようの成果を保証するミアラ。が、それを聞いたジャンの表情は依い然ぜん厳しいままで、それから先も緩ゆるむことはなかった。










「……時間だ」

　沈しずんでいく太陽が地平線に接し、その光の届かない東の崖がけ下したから夜が訪おとずれ始めた午後六時前。完全に準備を終えたマシューたちの部隊が、台だい地ちの東側にずらりと立ち並んでいた。

「いいか、号令と同時に一気に斜しや面めんを駆かけ下おりる！　目標地点まで一直線に辿たどり着ついたら、後は分担通りに捕ほ虜りよの解放と防戦に回れ！　すぐに敵が殺さつ到とうしてくるだろうけど心配するな！　撤てつ退たいのタイミングは、台だい地ちの上の仲間が俯ふ瞰かんの視点から判断して伝えてくれる！」

　作戦開始を目前にして、小太りの青年は最終確かく認にんを行った。兵士たちの顔に緊きん張ちようが浮うかぶ。

「後ろから銅ど鑼らの合図が聞こえたら、その瞬しゆん間かんが潮時だ！　回れ右して全速力で走り出せ！　助けきれなかった捕ほ虜りよには絶対にこだわるな──下手に留とどまっていればおれたちが死ぬ。それどころか捕ほ虜りよたちまで戦せん闘とうに巻まき込こみかねない！　そうなると後々の捕ほ虜りよ交こう換かんで帰って来られたはずの命まで失われる結果になるんだ！」

　部下たちに言い聞かせるマシュー。仲間を助ける任務に対しては兵員の士気も上がるが、その分だけ冷静な判断力が削そがれることもある。やる気が空回って死者を量産する──そんな結果を頑がんとして回かい避ひするために、彼かれらの上官は思い付く限りの準備を行っていた。

「分かったな！　よし──行動開始！」

「「「「「「「「うぉおおおおおおおおおおおおおっ！」」」」」」」」

　彼かれの号令に押おされて斜しや面めんを駆かけ下おり始める兵士たち。先にどんな障害が控ひかえているかは分からないが、それが何であれ突とつ破ぱして仲間を助け出す──そんな気き概がいに満みち溢あふれた彼かれらの耳に、そこで耳を疑うような大だい音おん声じようが背後から響ひびいた。

「……ッ!?」「も、もう銅ど鑼らが!?」

　足を止めてどよめく兵士たち。それも無理はない、開始から一分と経たたずに撤てつ退たいの合図が鳴らされたのだから。完全に意表を突つかれた部下たちとまったく同じ心境で、マシューは憤ふん然ぜんと背後を振ふり向むく。

「なんだそれ──早すぎるだろ！　まだ斜しや面めんの途と中ちゆうだぞ！」










「……好機だ。攻せめ込こむぞ！」

　唐とう突とつな「待った」をかけられて困こん惑わくする帝てい国こく兵たちとは反対の方角、台だい地ちを挟はさんだ西側では、彼かれらと同じタイミングに勝機を見て取ったキオカの部隊が行動を開始していた。

「銃じゆう撃げきに怯おびえるな！　我々は太陽を背負っている、敵は西日に目を焼かれてまともに狙ねらいを定められん！　今なら間合いを詰つめられる！」

　日にち没ぼつ前のわずかな時間を利用した、いわば天然の光こう撃げき。それによって敵軍の狙そ撃げき能力が弱体化している間に攻せめ込こむ、というのが彼かれらの考えだった。これはエルルファイら海兵たちの立案ではなく、気球で援えん軍ぐんに寄よ越こされた陸軍部隊によるものだ。作戦そのものも彼かれらを主力として先頭に置いた上で進められていた。

　号令に従って斜しや面めんを駆かけ上のぼる兵士たち。すぐさま迎げい撃げきの銃じゆう声せいに迎むかえられるが──事前の想定通り、先頭集団に弾たまを受けて倒たおれるものは多くない。彼かれらはそれを西日の後あと押おしによるものと確信した。が、

「よし──あの距きよ離りまで来ても、やはり銃じゆう撃げきに勢いがない！　このまま攻せめ続けッ」

　勢い付きかけた指揮官の声が唐とう突とつに途と切ぎれ、かと思えば、彼かれは太ふと腿ももを押おさえてその場にしゃがみ込む。指の間から溢あふれ出だす赤い血潮を見て取って、周りの兵士たちがぎょっと目を見開いた。

「た、隊長っ!?」「脚あしに被ひ弾だんされたぞ！　衛生兵ッ！」

　突とつ然ぜんの事態に動どう揺ようする兵士たち。そんな彼かれに活かつをいれるべく、脚あしを撃うたれた指揮官は痛みに耐たえて声を張り上げた。

「ぐ、ぐぐっ……！　……怯ひるむな、ただの流ながれ弾だまだ！　副官、指揮を代われ！　私に構わず突とつ撃げきを続けろ！」

　そう言われては部下たちも走るしかない。未いまだ無傷に近い先頭集団の背中を追って、彼かれらもまた台だい地ちの上を目指して駆けていき──そして次々と倒たおれる。隊列のあちこちで、脚あしを撃うたれた者が呻うめき声を上げていた。

「こ、これは──」「流ながれ弾だまというには、余りにも……！」










「──命中三。射しや撃げき続行」

　夕暮れの山上に響ひびく淡たん々たんとした声。台だい地ちを駆かけ上のぼるキオカ兵たちを横合いから狙ねらい撃うつ彼かれらは、ここまで反はん撃げきと呼べる反はん撃げきをほとんど受けずにいた。

「敵の先頭集団が台だい地ちの上に辿たどり着つきます。到とう達たつはおよそ二十秒後」

「そちらは味方に任せろ。集団の後方からじわじわと削れ。奴やつらを深入りさせるんだ」

　事前に伝えられた戦略に則のつとって計画的な銃じゆう撃げきを続ける狙そ撃げき兵へいたち。照準を定めるのはもっぱら腰こしより下の下半身。もはや彼かれらの常道となった戦法──身動きの取れない怪け我が人にんを量産して、敵軍の足を重くしていく狙ねらいだ。

「奴やつらはまだ、我々の配置に気付いていない。ここで撃うてるだけ撃うつぞ」










「──西から敵が来ます。イグセム元げん帥すい、迎げい撃げきを」

「承知」

　イクタの指示を受けた炎えん髪ぱつの将が動き出す。彼かれに率いられて西へ向かう兵士たちの背中を見送りつつ、シャミーユは困こん惑わく顔で問いかけた。

「ソローク……これは一体、どういう状じよう況きようなのだ……？　突とつ撃げきしたばかりのマシューらを早々に呼よび戻もどしたかと思えば、彼らに続くはずだった元げん帥すいの部隊を反対の西側に行かせて……。今回は捕ほ虜りよを取り返す作戦ではなかったのか？」

「うん、それはやめにした。もろもろ考えた結果としてね」

　あっさりと言ってのける青年。目を丸くする少女に向かって、彼かれは説明する。

「理由その一──夕暮れ時にチャンスを得るのはこっちだけじゃない。西側の敵軍にとっては西日の助けを借りて攻せめ入いる機会になる。太陽に面と向かった状態だと、兵士たちは眩まぶしくて視界が確保出来ないからね。互たがいの行動のタイミングが被かぶる可能性は大いにあった」

　そう言って、沈しずみゆく太陽をイクタは眩まぶしげに眺ながめる。大きな成長を経たマシューでさえ未いまだ見えてこない戦場の一面が、その目にはありありと映っている。

「もちろん対処はしてある。向こうもそろそろ気付く頃ころだと思うけど、こっちの狙そ撃げき兵へいの大半は正面から敵を迎むかえ撃うってるわけじゃない。西日に視界を潰つぶされないよう、トルウェイの部隊は南北の高台から敵を挟はさみ撃うつ形で配置させた。さらに先頭集団はわざと素す通どおりさせて、後続の連中を挟きよう撃げきで削けずっている。そのほうが敵を深入りさせられるからね」

　真しん剣けんな面おも持もちで説明を飲のみ込こんでいくシャミーユ。その頭を優やさしく手で撫なでながら、黒くろ髪かみの青年はさらに言葉を続ける。

「理由その二──東側の捕ほ虜りよを助けに行く作戦には、こっちの大損害に繫つながりかねないカウンターがある。しかもそれは予測していたところでどうにもならない類たぐいだ。あの白イケメンがその機会を見過ごすとは思えない」

「それは一体──」

　問おうとした少女の声がそこで途と切ぎれる。出発してすぐさま部隊ごと呼よび戻もどされたマシューが、不満たらたらの顔で駆かけ寄よって来たからだ。

「はぁっ、はぁっ……おいイクタ、どういうことだよ！　早すぎるだろ合図！　馬ば鹿かみたいに斜しや面めんを行き来して、これじゃ無む駄だに疲つかれただけだぞ！」

「ごめんよマシュー。でもちゃんと意味はある、実は最初からこのつもりだったんだ。君に伝えなかった理由は後で詳くわしく説明するけど──簡単に言えば、ぎりぎりまで君に本気の姿勢でいて欲ほしかった。演技だと見み抜ぬかれる可能性があると思ったからね」

　返答に眉まゆ根ねを寄せるマシュー。そんな彼かれとシャミーユに、イクタは敵てき陣じんを見下ろしたまま問いかける。

「ところでさ、ふたりとも。あの捕ほ虜りよたち──全体の何割くらい本物だと思う？」







　その頃ころ、一連の流れを台だい地ちの下から見つめていた捕ほ虜りよたちは、それをどう解かい釈しやくすべきか分からずにぽかんと口を開けていた。

「……なんだありゃ。いよいよ来るかと思えば、坂の途中で引き返していったぞ」

　集団の真ん中に座すわり込こんでいたひとりがぽつりと言う。背中に手を回して、そこに隠かくし持もった短たん筒づつ風ふう銃じゆうの固い感かん触しよくを指先でなぞりつつ。

「気付いたってことか……？　こっちの罠わなに……」










「……やはり、そう簡単に食いついてはくれないか」

　そんな彼かれらよりも後方から戦場を見み渡わたすジャン。自らの目もく論ろ見みが成らなかったことを認めて、彼かれは苦々しげに口元をゆがめた。

「そう。ここまで連れて来た捕ほ虜りよ六百人──その中の二百人以上は、帝てい国こく兵に変装した僕ぼくの部下だ。もちろん武装も隠かくし持もたせている。仲間だと思って救出に来た敵部隊を、正面から不ふ意い討うつ予定だったけど……どうやら不発に終わったね」

　ふぅと息をつく白はく髪はつの将。そこでようやく隣となりに立つミアラの気き遣づかわしげな視線に気付いて、彼かれはいつもの笑え顔がおを彼かの女じよに向ける。

「肩かたを落としてはいないよ。この手の策を使うのは密林での戦いに続けて二度目だ。見み抜ぬかれる可能性はそれなりに高く見積もっていた。何より、いまの敵てき陣じんにはあいつがいるのだからね」

　台だい地ちの上に向かってじろりと敵意を向けるジャン。少し迷った末に、ミアラはずっと気になっていたことを口にする。

「それが……『彼かの女じよ』からの報告を無視した理由ですか」

　白はく髪はつの将の肩かたがぴくりと震ふるえる。彼かれにしては珍めずらしいことに、返答までには五秒近い間があった。

「否ニエツト──と言いたいところだけど、取とり繕つくろわずにうなずいておこう。率直に言って、僕ぼくには想像出来なかったんだ。『彼かの女じよ』があいつを出だし抜ぬくところが。……その逆は想像出来てしまうのにね」

　それを口にする残ざん酷こくさは承知しながら、ジャンはもはや取とり繕つくろうことをしない。事実──あのパトレンシーナほどのスパイですら、彼かれにとっては今の戦場における不純物だったのだ。彼かの女じよの狡こう猾かつさがイクタ・ソロークの知略に勝まさると確信出来ない以上、彼かの女じよのもたらす情報を前提とした作戦は立てられなかった。

「味方としての『彼かの女じよ』への信しん頼らいより、敵としてのイクタ・ソロークへの警けい戒かいがこの状じよう況きよう下で勝まさった。加えて、その認にん識しきが正しかったことまで結果が証明してしまって──」

　言葉を続けながら、彼かれは無意識に両のこぶしをきつく握にぎりしめ──飲のみ込こみかねたように悪態をついた。

「──Ｈａｚｇａｚｅふさけやがつて！」










　──どういう、こと？

　陣じん地ちの片かた隅すみに呆ぼう然ぜんと立たち尽つくすパトレンシーナ。この状じよう況きように対して最大の衝しよう撃げきを受けているのは、帝てい国こく・キオカの両陣じん営えいを含ふくめても、間ま違ちがいなく彼かの女じよだった。

　──太っちょの部隊が無傷で戻もどって来きてる。イグセム元げん帥すいの部隊は西側へ？

　驚きよう愕がくから抜ぬけ出だせない状態でも、目はひとりでに彼かれらの動きを追っている。体に刻まれたスパイとしての習性で辛かろうじて外面を取とり繕つくろいながら、彼かの女じよは必死になって思考を回す。

　──ちょっと待ってよ。おかしい、おかしいでしょそれ。少し前まで、太っちょは間ま違ちがいなく本気で準備を進めていたはず。捕ほ虜りよの奪だつ還かんに向けて部隊を整えていたはずなのに。

　気が付けば、戦いの流れは彼かの女じよの予測とはまったく別を向いている。東側で起こるはずの戦せん闘とうはなくなり、その分の兵力が西へ回されている形だ。

　──その方針を、直前で変えさせるならまだ分かる。でも、まさか後出しで、作戦開始の直後に回れ右させるなんて……常識破りにも程ほどがある！　総指揮官がこんな真ま似ねをしたら作戦も何もない、兵が混乱しないわけがないのに！

　千年前ならいざ知らず、現代の戦争は「あの敵を倒たおせ」の命令だけで成り立つものではない。最低でも高等仕官までは事前に予定した戦いの推移を把は握あくしておくのが当然で、それがなければ戦いをコントロール下に置けない。だが、イクタ・ソロークは今回その過程のほぼ一いつ切さいを省いた。いきなり呼よび戻もどされてまったく別の戦いを求められるマシュー・テトジリチたちの困こん惑わくは想像に容易たやすい。

　──でも、その無茶を通すだけの理由が、あの男の中にはあった。それに……自分が無茶をしても対応してくれるという、仲間への信しん頼らいも。

　騎き士し団だんの面々にはそれだけの絆きずながあることを、ハロの記き憶おくを共有するパトレンシーナも知識としては知っていたはずだった。しかし──彼かの女じよは裏切りを生なり業わいとするスパイだ。だから人間同士の強固な繫つながりというものを想定に含ふくめない。信しん頼らいとは必ず踏ふみにじられるものだという断定が彼かの女じよの根底にあり、それが今回は完全に仇あだとなった。

　──防ぼう諜ちようにあれだけの手間と人手を割さいておいて、駄だ目め押おしにこっちから生いけ贄にえまで捧ささげたっていうのに……それでもまだ、少しも警けい戒かいを緩ゆるめなかったっていうの？

　仲間へ向ける信しん頼らいの大きさとは真逆の、獅し子し身中の虫に対するイクタの警けい戒かいの強さにも彼かの女じよは驚きよう愕がくを覚える。一連の流れはつまるところ、戦いの前に情報が漏もれることを防ぐために行われているのだ。それどころか、こうなるとパトレンシーナの流した情報は結果として虚きよ偽ぎになってしまう。キオカ軍の意表を突つくと同時に、彼かの女じよというスパイの信任にも大きなダメージを与えている。

　──不眠ねむらずのほうは不眠ねむらずのほうで、その対応の速さはおかしいでしょ。何でそこに部隊が置いてあるの？　わたしの報告をちゃんと受け止めて準備していたなら、今の状じよう況きようの変化にもっと振ふり回まわされているはずじゃない。そうなっていないってことは、つまり……。

　自分の報告は最初から信用されていなかった。実際に様子を見る限り、キオカ軍の側にも大きな混乱は起こっていないのだから、彼かの女じよにはそう判断するしかない。

　──これは意図的な蚊帳かやの外。イクタ・ソロークとジャン・アルキネクスの合意のもとに、この戦場からは、わたしの干かん渉しようそのものが排はい除じよされている……。

　感情の動きを内面だけに留とどめておけず、彼かの女じよはぎり、と奥おく歯ばを軋きしませる。スパイとしての手しゆ腕わんを真っ向から否定されたのは、パトレンシーナがこの生なり業わいに就ついてから初めてのことだ。

　──そうなんだ。ふたりとも、そんなにわたしを仲間外れにしたいんだ。

　嫉しつ妬とと憎ぞう悪おがまだらに入り混じった殺意が腹の底から湧わき上あがる。胸の内に負の感情をどろどろと渦うず巻まかせながら、彼かの女じよはわなわなと震ふるえる口元に笑えみを浮うかべる。

　──すごいよハロ。こんな屈くつ辱じよく、生まれて初めて……！







「……空気が悪い。こいつはどうやら嵌はめられたな」

　同じ頃ころ、台だい地ちを挟はさんだ西側で部下を率いるグレーキ・アリュザドリは、仲間内でいち早く状じよう況きようの不利を感じ取っていた。前方を行く仲間の損害を見て取りつつ、援えん軍ぐんとして送おくり込こまれた隣の陸軍将校に声をかける。

「おい大たい尉いさんよ、悪いこたぁ言わねぇから退くことを考えろ。こりゃあ完全に敵の術中だ。このまま進んでもロクな結果にならねぇぞ」

「な、何を言う、戦いはこれからだ！　我々の役目は、東側で戦いが終わるまで敵の意識を引き付けることで──」

　みなまで言わせず、グレーキは大きな右手で相手の襟えり首くびをつかんだ。

「浮うき足あし立だってんじゃねぇぞ陸おか者もの。ここはてめぇらの領分だろうが」

「な、な──」

　問答無用で体を引き寄せて、彼かれは思し慮りよの足りない士官に言い聞かせる。

「気付いてねぇようだからひとつ教えてやる。銃じゆう撃げきは正面じゃなく南北からだ。西日の目め潰つぶしは最初から役立ってねぇ──あの狙そ撃げき兵へいって連中は予想以上にチョコマカ動きやがる」

　士官の目が驚おどろきに見開く。そんなことは想像もしなかったという顔に、グレーキはため息をつくしかない。──あのジャン・アルキネクスに限って、援えん軍ぐんにやる部下に狙そ撃げき兵へいへの警けい戒かいを言いい含ふくめることを怠おこたるはずがない。だとすれば、この士官のほうで聞き流していたのだ。大方若じやく年ねんというだけで上官を軽かろんじる手合いなのだろうと、強こわ面もての海兵隊長は暗あん澹たんたる思いに駆かられる。

　そんな彼かれの思いは知らず、当の士官は相手の手を払はらいのけてなおも反論する。

「だ、だとしても、先頭集団は大きな損害なく進んでいる！　彼かれらはもはや敵てき陣じんに乗のり込こむ目前なのだぞ、我々が続かずしてどうするというのか！」

「わざと通されてんだよ。なぁ、おかしいと思わねぇのか。なんで前衛のあいつらよりも後続の俺おれたちのほうが激しい銃じゆう撃げきに晒されてんだ？」

　いぶかしむ表情で前方をにらむグレーキ。真っ先に台だい地ちへ攻せめ寄よせた先頭集団には甘あまい迎げい撃げきで接近を許し、後に続く部隊には激しい銃じゆう撃げきを浴びせる──こんな流れは普ふ通つうなら有り得ない。何かしらの罠わなを疑うのが自然だ。

「台だい地ちの東では捕ほ虜りよを餌えさに敵を引きずり下ろして返かえり討うちにし、同じタイミングで西から俺おれたちが攻せめ寄よせる。迎げい撃げきの敵兵力を分散させるために。……今回の作戦はそういう流れだったよな」

「う、うむ、それはそうだ」

「それが予定通りにいってるなら、敵の動きがおかしいってんだよ。ちったぁ考えてみろ。陣じん地ちの東側で味方が大ピンチに陥おちいってる状じよう況きようで、連中にこんな戦い方が出来るのか？　序じよ盤ばんにわざと射しや撃げきを控ひかえて、こっちの前衛を自じ陣じんに呼よび込こむような余よ裕ゆうたっぷりの真ま似ねが？」

　出来るわけがない、とグレーキは確信する。その結論から逆算して、彼かれは台だい地ちを挟はさんだ向こう側の状じよう況きようを透すかし見た。

「本当に予定通りなら、こっちの先頭集団は全力の斉せい射しやで迎むかえ撃うたれてなきゃならなかった。それがなかったのは向こうに余力があるから、窮きゆう地ちになんざ追おい込こまれてねぇからだ。それはイコール、陣じん地ちに踏み込まれてもどうにか出来るだけの戦力を用意してあるってことでよ」

　彼かれの説得も半ばで、これまで奇き妙みように大人しかった前方から圧縮空気ガスの破は裂れつ音が響ひびき渡わたった。ともなって聞こえ始める怒ど声せいと蛮ばん声せい。まったく予想通りの展開にグレーキは歯は嚙がみする。

「言わんこっちゃねぇ。──先頭はひでぇことになってるぞ」










「がッ──」

　太ふと腿ももを撃うち抜ぬかれたキオカ兵の口からこぼれる苦く悶もんの声。それを皮切りに、勢いきおい込こんで台だい地ちの上へ乗のり込こんだ彼らは、そこに待ち構えていた帝てい国こく兵部隊から猛もう然ぜんと反はん撃げきを受け始めた。

「うおお──ッ！」「突とつ出しゆつするな、周りに合わせろ！」「射しや撃げきは脚あしを狙ねらえ！」

　怯ふるんだ敵軍に、ソルヴェナレス・イグセム率いる白兵部隊が一いつ斉せいに襲い掛かる。──彼かれらもまたイクタの大だい胆たんすぎる路線変へん更こうに一時戸と惑まどいはしたが、そこから西へ向かって迎げい撃げきに参加するまでのタイムラグは大きくなかった。というのも、彼かれらに課せられた役割は最初から「乗のり込こんでくる敵の迎げい撃げき」というシンプルなもの。そして何より、指揮官を務める名めい誉よ元げん帥すいは将校として完成の域にある。多少の奇き策さくを押おし付つけられてもじゅうぶんに対応可能だ。

「マシュー大隊、参戦します！　総員着ちやつ剣けん！　……突とつ撃げき！」

「「「「「「「おおおおおおおッ！」」」」」」」

　彼かれらに続いてマシューの部隊も迎げい撃げきに加わる。すでに困こん惑わくを乗のり越こえた彼かれは、黒くろ髪かみの青年の意図を正しく部隊指揮へ反映させていく。

「いいか、とどめは刺さすな！　ひとりでも多く生かして捕とらえろ！」







　彼かれらの戦せん闘とうの様子を陣じん地ちの中央から見つめつつ、イクタは再び口を開く。

「というわけで──東側で捕ほ虜りよの奪だつ還かんに向かわせなかった分の兵力は、今まさに攻こう撃げきを受けている最中の西側に回すことが出来る。白イケメンもそれを察して攻こう勢せいに出てきたから、さすがに全員とはいかないけどね」

　こくりとうなずくシャミーユ。隣となりで話を聞く彼かの女じよにも、ようやく状じよう況きようが八割がた吞のみ込こめつつあった。

「東西から敵の攻こう勢せいを受けているという意味で、状じよう況きようとしては僕ぼくがここに到とう着ちやくした時のそれに近い。ただし今回は敵の足並みがずれている。西の敵軍が陽動のために台だい地ちへ攻せめ込こんだのと同じタイミングで、東の敵軍は僕ぼくたちに待ち合わせをすっぽかされたわけだから」

　不敵に鼻を鳴らすイクタ。──予定されていた戦せん闘とうが起こらず待ちぼうけを食らった部隊は、次の戦場に辿たどり着つくまで丸ごと意味のない遊兵になる。反対に、待ちぼうけを食らわせた側は浮いた兵力を他の箇か所しよに回せるのだ。

「戦せん闘とうが始まるのは西側が先で、東側はその少し後。となれば当然──そのタイムラグを利用して、こちらは各個撃破を狙うことが出来る」

「……うむ……！」

「トルウェイはその意図を正しく汲くんだ。あいつの狙そ撃げき兵へい部隊なら最初から敵を寄せ付けないことも出来たけど、あえてそれをせず陣じん地ちの中へ敵を呼よび込こんでいるのはそういうわけさ」

　青年の説明に、シャミーユがふと浮うかんだ疑問を口にする。

「つまり……トルウェイにだけは、この作戦を事前に伝えてあったということか？」

「いや、断だん片ぺん的な要求を出しただけだね。『単純に追おい払はらうだけじゃなく、なるべく多くの敵兵を捕ほ虜りよにしたい』って。それを聞いた時点で、トルウェイは僕ぼくの目もく論ろ見みを八割がた察したはずだよ。つまり──東側で捕ほ虜りよの奪だつ還かんを諦あきらめる分は、西側の戦せん闘とうで補うことになると」

　二年ぶりの再会の直後でもそうした意思疎そ通つうが可能なほど、イクタは翠すい眼がんの青年のことを信しん頼らいしていた。言葉のやり取りさえ無用だった炎えん髪ぱつの少女との連れん携けいには、未いまだ遠く及およばないにしろ──彼かれとトルウェイのそれも、現時点で相当なレベルに達しているのだった。

「ここでまとまった数の捕ほ虜りよを取り返せなければ交こう渉しようが不利になる。僕ぼくだってその前提を忘れちゃいない。だから発想を変えたんだ。捕ほ虜りよにされた仲間を取とり戻もどすことと、敵兵を捕ほ虜りよにすること。このふたつはある意味で等価だから」

　なぜ敵兵を捕ほ虜りよにすることにこだわるのか、その理由にはシャミーユもとうに気付いている。青年の言葉を引ひき継つぐ形で、彼かの女じよはそれを口にした。

「交渉の場での捕虜交換を前提とすれば、であるな。……こちらが確保した敵兵の身み柄がらと引ひき換かえに、我々もまた捕とらわれた仲間の引ひき渡わたしを望める……！」

　シンプルな発想の転てん換かん。イクタは子供を褒ほめるように少女の頭を撫なでる。

「あっちの采さい配はいは全部トルウェイたちに任せてあるからね。そうなると、僕ぼくの仕事は一周回って東側こつちに戻ってくるわけで」

　西の戦場を仲間に預けて、青年はぐるりと視線を東の崖がけ下したに向ける。西で窮きゆう地ちに陥おちいった友軍を助けるべく、そこには大勢のキオカ兵たちが駆かけ付つけてきていた。

「頼たのもしい仲間のおかげで、いまの僕ぼくは大いに手て持もち無ぶ沙さ汰ただ。だから安心しろ白イケメン──このまま一晩中でもにらめっこに付き合ってやる」










　戦せん闘とう開始から三時間が経過した午後九時前。この頃ころにはもう、台だい地ちの西側でも東側でも、キオカ側の撤てつ退たいによって戦せん闘とうが終息していた。

「……ジャン。気球からの光信号で、西側の友軍が先の戦せん闘とうでの損害を伝えてきました」

　天幕に入ったミアラが上官にそう伝える。無言のまま机に向かう白はく髪はつの将の背中を見ながら、彼かの女じよは努めて淡たん々たんと報告を始めた。

「死者・行方ゆくえ不明者が合計で六百二十二。この大半は戦死ではなく捕ほ虜りよにされた可能性が高いそうです。対して負傷者は七百と意外に少なく、これは戦列後方の海兵たちが早々に撤てつ退たいを決めたからだと……」

「Ｙａｈヤー」

　そう言って、ジャンは少し強ごう引いんに──というよりも邪じや険けんに報告を打ち切らせた。そこまで聞けばもうじゅうぶんだと言うように。身じろぎしたミアラに背中を向けたまま、彼かれは低い声で言葉を続ける。

「……夜明けと同時に交こう渉しよう旗を上げる。伝令に持たせる書簡も、すぐに用意しよう」

「ジャン……」

「悪いけど、いまは下がってくれるかいミアラ。しばらくひとりで考えたい気分なんだ」

　温度のない声が続けざまに彼かの女じよを突つき放はなす。そんな彼かれに向かって何を言えるでもなく、ミアラは寂さびしげな面おも持もちで一礼してその場を後にした。天幕の中にはたちまち静せい寂じやくが降り、

「うむ。なかなか白熱したが、完勝とはいかなかったようじゃのう」

　降りはしたが、それは五秒と続かなかった。およそ遠えん慮りよというものとは無む縁えんの図ずう々ずうしさで押おし入って来たアナライが、普ふ段だんと何ら変わらない声でジャンに話しかける。

「そう悔しがらずとも良いのではないか？　ここ数日の差分を含ふくめても、損害が大きいのは総じて帝てい国こく側じゃ。お前さんは将校として不足のない働きを示しておるよ」

「否ニエツト。それは凡ぼん百ぴやくの将校の水準です。僕ぼくには断じて当てはまらない」

　端たん的てきな否定が背中越ごしに放たれる。それを聞いて、老賢けん人じんは思案げに顎あごへ手を当てた。

「ふむ。ジャンよ、ひとつ尋たずねるが──今回の結果に満足いかぬ点があるとして、その原因はどこにあると考えておる？」

　そう問われた途と端たん、白銀の瞳ひとみがいぶかしげな光を宿して老人を振ふり返かえる。

「……？　何をおっしゃっているんですか、博士。誰だれの目にも当然のことを訊きくなんてあなたらしくもない。

　僕ぼくが指揮した戦いの結果が悪ければ──そんなもの、ただひたすら僕の力不足のせいに決まっているでしょう」

　疑問の余地のない認にん識しきとして彼かれは言い切った。その返答を受けたアナライは、大いに得心した面おも持もちでため息混じりに腕うでを組む。

「……なるほどのぅ。あの副官が苦労するわけじゃ」

　なぜそういう感想になるのか、ジャン自身には一向に分からない。彼と周囲の間に横たわる深い断絶をかつてないほど認にん識しきしつつ、老賢けん人じんは再び口を開く。

「科学者──というよりも年長者として一言挟はさみたいところじゃが、そんなお説教が若者に何一つ響ひびかんことはわしも経験的に知っておるしな。ここは大人しく去るとしよう」

　そうと決めればさっさと踵きびずを返かえす。誰だれかに何かを本気で伝えたいと思った時、アナライ・カーンは決して言葉だけにそれを託すことをしない。彼かれは実学を重んじる科学者だからだ。

「近く一席設けてやらねばならんな。──これも先達の務めかのぅ、なぁバダよ」










　さらに時間を経た翌朝。両軍で夜を徹てつして伝令のやり取りを続けた結果、互たがいの要求の落としどころを探さぐる交こう渉しようは、この時点で八割がた終わっていた。

「──返答の内容だがな。細部についていくらか要よう請せいはあるものの、大筋ではこっちの出した条件に異論ないそうだ」

　本部天幕に集まった将校たちに向かって、サザルーフがそう告げる。身構えていたマシューはやや拍ひよう子し抜ぬけした面おも持もちになった。

「なんか、やけにすんなり運んだな……。もっと揉もめるもんかと覚かく悟ごしてたのに」

「互たがいに交こう渉しようを長引かせたくないんだよ。そうなると真っ先に彼かれらが飢うえる」

　イクタが声を挟はさんだ。干し肉を挟はさんだ薄うす焼やきパンをかじりながら、彼かれはさらに続ける。

「あと、司令官同士で顔を合わせたくないのもあるかもね。少なくとも僕ぼくはそうだから」

　あけすけな発言をする彼かれの隣となりで、女じよ帝ていがここまでに決まった交こう渉しようの結果を口にする。

「……エルルファイ・テネキシェラとその部下たちはキオカ軍へ引ひき渡わたし、昨日の戦いで捕とらえた捕ほ虜りよについても同様とする。それらと引ひき換かえに、我々にも五百人の捕ほ虜りよと千人の教徒たちが返される……か」

「ここまでの損害の埋うめ合あわせには足りないけど、少なくとも最悪からは遠ざかったと思うよ。数日前までの状じよう況きようなら、こっちは何を搾しぼり取とられてもおかしくなかった」

　そう言ってお茶をすするイクタ。が、茶ちや碗わんを下げると同時にその眉まゆ根ねが寄った。

「ただ──彼かの女じよをキオカに返すことになったのは、個人的に苦々しい」

　帰国が確定した「白はく翼よくの太たい母ぼ」を指して青年は言う。キオカ側にとっては最優先で取り返したい人物なので、この状じよう況きようで返さずに済ませることは不可能だった。ここで引ひき渡わたしを渋しぶれば戦せん闘とうの再開を招くことになる。

　そうしたあれこれを考こう慮りよした後、イクタは思い立ったように席を立って言った。

「今のうちにちょっと顔を合わせて来るよ。……大した意味はないかもしれないけどね」







「──やっぱりきみか。イクタ・ソローク」

　面会を望んで交こう渉しよう旗の立つ中間地点にやって来た相手を、「白はく翼よくの太たい母ぼ」は強こわ面もての腹心と共に腑ふに落ちた表情で迎むかえた。

「うすうす感じてはいたよ。途と中ちゆうから戦いの風向きが変わったのは、きみが参戦したからだね？」

「僕ぼくが加わったくらいで状じよう況きようが変わったのは、それまでずっと仲間が頑がん張ばっていたからですよ」

「またそれかい。分からない謙けん遜そんだ。きみは二年前にも同じようなことを言っていた」

　肩かたをすくめるエルルファイ。と、そこで彼かの女じよは、相手が右手に突ついた杖つえに視線を向ける。

「とはいえ、あの頃ころと変わらず壮そう健けん……というわけでもないようだね。脚を悪くしたのかい？」

「ええ。前の戦いで矢を受けましてね」

「ここで姿を晒さらして良かったのかな。今後の戦いを思えば、それはきみにとっての弱みだろう」

「かもしれません。まぁ、それはどうでもいいんですけど」

　本当にこれっぽっちも気にした様子はなく、イクタはそこで話を変える。

「キオカに戻もどったら、アナライ・カーンという人物を訪ねてもらえませんか」

「……？　どこかで聞いた名前だね。確か、帝てい国こくから亡命してきた老賢けん人じん……だったかな」

「ええ。なかなか癖くせのある人ですけど──お願いします」

　そう言って青年は頭を下げる。ただでさえ相手が会いに来た意図が分からないエルルファイは、それでますます困こん惑わく顔になった。

「……気のせいかな。その通りにしなければならない理由が、わたしにはまったくひとつも思おもい浮うかばないのだけれど」

「強制は出来ません。だからお願いしています」

　返ってきた言葉に、これはもうお手上げだと太たい母ぼはため息をつく。と、そこで伏ふせていた顔を上げて、イクタは強こわ面もての海兵隊長に視線を移した。

「あと……そこの顔が怖こわい人」

「海兵隊長のグレーキ・アリュザドリだ。ってかいい度胸だなてめぇ！」

「じゃあアリュザドリ隊長。ひとつお尋たずねしますが、あなたにとってテネキシェラ少将はどういう存在ですか？」

　いきなり深いところに切きり込こむ質問。熱のこもった相手の視線に気け圧おされつつも、グレーキは特に悩なやむこともなく答える。

「……敬愛する上官だ。何かと型破りなお人なんで、困らされることも多いがな」

「うんうん」

　まんざらでもない顔でうなずくエルルファイ。一方のイクタは、なぜか戦せん闘とう中にも増して真しん剣けんそのものの表情でグレーキの顔を見つめる。

「なるほど。……他の連中と違ちがって、母性に溺おぼれてはいない、か」

「あぁん？」

「じゃあ、あなたにもひとつ要求します。帰国が済み次し第だい、彼かの女じよをデートに誘さそってください」

　さらりと言ってのける青年。グレーキはその場でずっこけそうになった。

「──いや。何言ってんだ、お前」

「言葉通りです。彼かの女じよを、デートに、誘さそってください」

　一字一句を嚙かみしめるように繰くり返かえすイクタ。その熱量に比例してグレーキの困こん惑わくも募つのっていく。意思が伝わらないまだるっこしさに、青年は子供のように地団太を踏ふんだ。

「ええい、ああもうっ──断腸の思いを汲くんでもらえないかな！　本当はこっちで僕ぼくがやるはずだった仕事を、やむなくあなたに委ゆだねると言っているんだ！」

　耐たえかねたように相手へ詰つめ寄よるイクタ。遥はるか高い位置にあるグレーキの顔を下からにらんで、彼かれはさらに追つい撃げきを放つ。

「これを約束してもらえないなら……交こう渉しようは破は棄きだ。彼かの女じよはキオカに返さない！」

「はぁぁっ!?」

「約束しろグレーキ・アリュザドリ！　その名めい誉よにかけて全力で彼かの女じよをエスコートすると！　それを誓せい約やくしない限り、この先には一歩たりとも進ませない！」

　啞あ然ぜんとする相手をよそに、イクタは両りよう腕うでを左右に広げて壁かべのように立ちふさがる。混乱を極きわめるグレーキの思考に、なんかもうわけ分かんねぇし一発殴なぐっとくかという選せん択たく肢しが徐じよ々じよにちらつき始めて──その頃ころ合あいで、エルルファイが声を挟はさんだ。

「……約束してやればいいじゃないか、グレーキ」

「太たい母ぼ殿どの!?」

「キオカに着き次し第だい、きみと一日デートをする。意図はまったく分からないけど、そのくらい何でもないことさ。ここで揉もめる理由にならないよ」

　このまま意味不明な会話を続けるよりは、いっそ要求を吞のんでしまうほうが楽だという判断だった。彼かの女じよは一歩進み出てイクタに確かく認にんする。

「帰国後にアナライ・カーンという人物を訪ねて、可か愛わいい部下とのデートを楽しむ。きみがわたしに求めるところはそれで全てかな」

「ええ、限りなく圧縮した結果ですが。それと──あなたの部下たちに向けて、最後に一言」

　ふたりのさらに向こう側。太たい母ぼの身を案じてそこに佇たたずみ、会談を見守る海兵たちに向かって、イクタは迷わず声を張り上げる。

「彼かの女じよに甘あまえていられるのは、あんたたちにとって幸せだろう。彼かの女じよのために戦い、彼かの女じよのために死んでいける──拠より所どころを失った人間にとって、それは何よりの救いだろう。──分かるよ。叶かなうなら僕ぼくもそうしたかった」

　かつて亡なくした母の面おも影かげを重ねながら、青年は切実に言葉を続ける。

「でも──思い出してくれ。そうやって戦いの中で傷付き、失われていくあんたたちの姿を見て、彼かの女じよはいつもどんな顔をしていた？　笑え顔がおで見送られた死者がひとりでもいたか？」

　問われた海兵たちが顔を見合わせる。そんな彼かれらの姿に、ふと自分を上官と仰あおぐ兵士たちの姿がイクタの中で重なった。そう──まったく他人事ではないのだ。

「彼かの女じよがあんたたちの母親だというなら、子供を失う痛みに何度も耐たえるべきじゃない。……この戦争はまだ続く。あんたたちの艦かん隊たいでも、いずれは死者の数が生者の数を上回るだろう。全ての軍隊がそうであるように、それは軍事的な意味で約束された未来だ。

　だから──頼たのむ、想像してくれ。遠くない未来、本当にそうなった時──『白はく翼よくの太たい母ぼ』は、今と変わらず笑っていられるのかどうか」

　海兵たちの間にさざ波のように広がる波は紋もん。それがこの場限りに終わらないことを願って、イクタは彼らの心を葛かつ藤とうに導く。

「考えてくれ。彼かの女じよの笑え顔がおを守るために、あんたたちに出来ることが何なのか」







　捕ほ虜りよたちの交こう換かん条件を巡めぐる交こう渉しようは、それからさらに三時間後に諸条件の合意を見て終結した。帝てい国こく軍、キオカ軍、アルデラ神軍、それぞれの部隊が相そう互ご不ふ干かん渉しようの約束のもとに山脈を下り始め──アルデラ教徒たちの大だい脱だつ走そうに始まる戦いは、帝てい国こく側により大きな傷を残す形で、ここに幕を下ろした。
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　──みんなと出会ったときのことは、よく憶おぼえています。

　高等士官試験の二次会場に向かう道中でした。何の作意もなく、たまたま同じ船に乗り合わせた六人。「騎き士し団だん」はそんな偶ぐう然ぜんから始まったと、他のみんなは思っているかもしれません。

　でも、実際はそうではありません。あの出会いは複数の意図によって導かれたものでした。ひとつめは帝てい国こく軍の意思──断言は出来ませんが、ヤトリさんとトルウェイさんを同じ船に置いたのには目的があったのでしょう。最初の出会いを競争の場に設けるよりは、その前の船旅で多少なりとも交流を持てるほうが、後々の関係構築が上手うまくいきやすいと考えたのかもしれません。……当時のイグセム派とレミオン派の対立を思えば、その程度の気き遣づかいはあってもおかしくないと思います。

　ふたつめは陛下……いえ、あの頃ころはまだ殿でん下かだったシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクの意思。彼かの女じよがあの船に乗った理由も、やはり出世の有力候補であるヤトリさんとトルウェイさんとの繫つながりを求めてのことだったでしょう。彼かの女じよが当時から抱いだいていた変革の目標──あるいは破は滅めつの願望については、いっしょに過ごす時間が重なるうちに、わたしも少しずつ察していきました。

　そして、みっつめがわたし自身の意思。キオカ軍の戦略構想を受けて任地へ潜せん入にゆうした眠ねむれるスパイ、ハローマ＝パトレンシーナの企くわだてです。

　わたしの任務はとても気の長いものでした。ごく簡単に言えば、いち軍人ハローマ・ベッケルとして帝てい国こく軍で出世していって、その立場から得られる軍内部の情報をキオカに伝えることです。長期任務としては典型的なものですが、似たような任務に従事するスパイたちの中では、最終的な目標点が高く設定されていたことも確かです。「最低でも佐さ官かん以上まで出世してから活動を開始しろ」──それがわたしに課された条件でしたから。

　スタートラインに立つまでの手間はそれなりにありました。まず、高等士官試験を受験するまでの地じ盤ばんを固めるのに二年。最初にスパイとしての器うつわ、ハローマ・ベッケルという帝てい国こく人の存在を作り上げる必要があったからです。

　衛生兵科での受験資格を得るために、母校のミン・ミハエラ看護学校には途と中ちゆう転入の形で丸一年通いました。そこまでの経歴もまったくの虚きよ構こうというわけではありません。ハローマ・ベッケルという少女は実在した人間です。これはほとんど先行した工作員の仕事ですが──死亡届の出されないまま病死していた彼かの女じよとその家族に目を付けて、複数のスパイで家族ごと成り代わったと聞いています。本人には五人も弟はいなかったようですが、そこを調整するのは割合簡単でした。もっぱら徴ちよう税ぜい対策が目的ですけど、地方の農家に届け出のない子供がいることは珍めずらしくもありません。

　そうやってハローマ・ベッケルとしての立場を確かなものにしてから、わたしはようやく高等士官試験に臨のぞみました。それまでの二年も出願だけはしていましたが、実際に試験は受けていません。一次試験通過後の身辺調査をくぐり抜ぬけるための準備が整っていなかったからです。その一方で、二度の落第という現実味のある経歴は合格後のわたしの信用を高める上で有利に働いたところがあって、それはちょっとだけ皮肉に思います。

　これだけの準備を経て、わたしはようやくあの船に乗のり込こんで──そこでみんなに出会いました。

　第一印象は、五人ともそれぞれ個性的でした。まずヤトリさん──会って言葉を交かわした瞬しゆん間かん、何の誇こ張ちようでもなく、同じ試験を受けている誰だれよりも優すぐれた人だと確信しました。どこでどんな風に生まれ育てばこんなに素す敵てきな人が出来上がるのか不思議でなりませんでした。その理由の一いつ端たんは後で知ることになるのですが。

　次にマシューさん。ヤトリさんやイクタさんにからかわれている姿が印象的で、そのせいかとても親しみやすい人でした。負まけず嫌ぎらいの頑がん張ばり屋さんで、本人にその気はなくても周りから無自覚に愛されてしまうタイプです。わたしもすぐに仲良くなりました。

　三人目はトルウェイさん。彼かれもすごく優ゆう秀しゆうな人ですが、ヤトリさんとの一番の違ちがいは、優やさしい性格が根本的に軍人に向いてないところです。けれど、彼かれはそれを欠点のままにしておかず、厳しい訓練と葛かつ藤とうの果てに、戦場の在り方を一新するほどの人物になろうとしています。その姿勢ときたら、いくら尊敬しても足りません。

　四人目はお姫ひめさま。まだ幼いのに賢かしこくて威い厳げんのある子です。出会った順番は最後になりますけど、わたしは彼かの女じよのことを前々から知っていました。彼かの女じよがキオカに遊学していた頃ころに会って影えい響きようを受けた相手は、わたしをスパイとして拾い上げた人物と同じだったからです。そのせいもあって、彼かの女じよに対しては最初からある種の親近感があり……身近で接しているうちに、それは確信に変わっていきました。──ああ、誰だれにも愛されたことがない娘こだな、と。

　最後に五人目……そう、イクタさん。彼かれについては本当に何の予備知識もなかったので、初対面でいきなり口説かれた時は面食らいました。まず目の付けどころが独特です──初めて会う女性を口説く時に、顔でも服でも体型でもなく、家事で荒あれた指先を褒ほめる男性はあまりいません。試験に関してもどこか投げやりで、軍人として出世していく野望があるようにはとても見えませんでした。結局、彼かれがどういう人間なのか、何を思ってあの場にいたのか……それらを正しく理解するのは、ずいぶん後のことになります。

　そこから先は予定外のことだらけでした。短い時間を船室で過ごした後、船の座ざ礁しようというアクシデントに見み舞まわれて六人で海を漂ひよう流りゆうして、なんとか陸地に戻もどったと思ったらそこはキオカの領土で──まだ試験の途と中ちゆうだというのに、極きわめて難しい状じよう況きように置かれてしまって。

　……それなのに。わたし、おかしいですよね。

　帰国が叶かなうか、生きるか死ぬか──そんな状じよう況きようなのに、みんなで力を合わせて過ごしたあの時間が、わたしは楽しくてなりませんでした。

　全員の生せい還かんへ向けて互たがいの無事を思い思われる、そういう血の通った関係が初めてのものだったからかもしれません。キオカで受けてきたスパイとしての訓練は、そうした情を排はい除じよして行動すること、あるいは積極的に手玉に取ることに主眼が置かれていました。あそこに仲間と呼べる相手がいたかどうか……今になって思い返しても、わたしには自信がありません。

　ともあれ、ほとんど全員が出会って間もない時期にもかかわらず、「騎き士し団だん」という集団はあの時点ですでに奇き跡せきとも思える調和を得ていました。ヤトリさんのリーダーシップ、イクタさんの機知とユーモア、トルウェイさんの優やさしさ……どれも要因には違ちがいないでしょう。でも、誰だれのおかげだとか考えることは野や暮ぼだと思います。あれはつまり、わたしたちの歯車がぴったり嚙かみ合あったのだと、わたしはそう考えていたいです。

　このチームに、わたしを苛いじめようとする人は誰だれもいません。わたしを騙だまそうとする人も、わたしにばかり働かせて楽をしようとする人も、わたしから大切なものを奪うばっていく人もいません。みんな、みんな本当に優やさしい人たちばかり。

　ああ──この人たちに愛されたい。この人たちに嫌きらわれたくない。

　だから良い子でいよう。ずっと良い子でいようと、わたしは思いました。







　自分が何のために帝てい国こくにいるのか。なぜ軍人として出世しなければならないのか。

　この頃ころから──わたしはもう、半ば忘れかけていたと思います。
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「……ソローク」

　宮中における至上の空間のひとつ──白はく聖せい堂どうの大だい伽が藍らん。玉座を前にひざまずく高級将校たちが一様に沈ちん黙もくを守り続ける中、女じよ帝ていの唇くちびるがかすかな震ふるえを帯びて開く。

「本当に、良いのだな？」

　至し尊そん者しやの立場には似つかわしくない、それは相手に許きよ諾だくを求める言葉。この式典を経て与あたえられる帝てい国こく人として最大の名めい誉よが、目の前の男にとっては何ら価値を持ち得ないものだと知るからこそ。

「良いも悪いもないさ──こんなのはただの段取りだ」

　あらゆる伝統と形式を無視して御ご前ぜんに直立し、青年はいつも通りのくだけた口調で女じよ帝ていに話しかける。ともすれば儀ぎ式しきそのものを省くと言い出しかねない彼かれなので、現状はむしろ譲じよう歩ほしているほうかもしれない。

「やる前と後で、僕ぼくの何が変わるわけでもない。重く考えず、さっさと済ませちゃおう」

「……承知した。では」

　覚かく悟ごを決めたシャミーユがすぅと胸に空気を溜ためる。数秒の間を置いて、彼かの女じよは厳おごそかに口を開いた。

「カトヴァーナ帝てい国こく二十八代皇こう帝ていシャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニクの名の下、帝てい国こく軍人イクタ・ソロークへ勅ちよく命めいを以もつて命ずる。

　その広大無辺の知略。千せん変ぺん万ばん化かの発想。若じやく年ねんにして打ち立てたる赫かく奕やくたる武ぶ勲くんを称たたえ──今この時より、汝なんじをカトヴァーナ帝てい国こく軍元げん帥すいへと任命する。全ぜん霊れいをもって今後の軍を率い、我らを勝利へと導くべし」

「はいよっと──謹つつしんで拝命します、と」

　その返答の軽さに、マシューにトルウェイにサザルーフほか、臨席する将校たちの中で彼かれと親しい者たちが我が慢まんしきれず苦く笑しようを浮うかべる。イクタの拝命と同時に宮きゆう廷てい武官たちが彼かれの両りよう脇わきにやってきて、その場で階級章を付つけ替かえ始めた。たっぷり五分ほどもかけてそれが終わり、武官たちが脇わきに下がると、イクタは一部分だけ新しくなった軍服姿でシャミーユに向き直る。

「──ほらね。何も変わらないだろう？」

　そう言って肩かたをすくめてみせる青年。女じよ帝ていはかすかに微ほほ笑えみ、やがて再び言葉を紡つむぐ。

「……並びに」

　通常の段取りにはない口上に、一部の臨席者たちがいぶかしげな表情を浮うかべる。だが当のふたりだけは、こちらこそ本番であるとばかりに儀ぎ式しきを続けていく。

「生前の忠義と戦功を称たたえ、汝なんじの半身たるヤトリシノ・イグセムにもまた、同位を授さずけるものとする」

　その宣言と同時に、シャミーユは腰こしのサーベルの柄つかへ手を当て、イクタはマンゴーシュの鞘さやを手のひらで包つつみ込こみ、それぞれの想おもいを込こめて目を伏ふせた。彼かの女じよへ捧ささげられた栄えい誉よを前に、青年は目を伏ふせて静かにつぶやく。

「君なら当たり前に手にしていたはずのものだ。……受け取ってよ、ヤトリ」







「──ついにこうなったか」

　儀ぎ式しきが終わると、臨席した軍人たちは白はく聖せい堂どうから退出し、宮きゆう殿でんの一角に用意された談話室に寄り集まった。祝しゆく宴えんの類たぐいは今日ではなく、時期を見て近いうちに執とり行おこなわれる。イクタは億おつ劫くうがるが、国内に向けて広く史上最年少の元げん帥すいの着任を発表するという意味で、それらは政治的に重要なものだ。

「ま、俺おれとしちゃ、ようやく肩かたの荷にが下りた思いだぜ。北域動乱からこの方、いつまであいつの上官をやってなきゃならんのかと疑問でならなかったからな。ふふふ……これからは情け容よう赦しやなく元げん帥すい閣下と呼んで苦労を押おし付つけてやる」

　そう言って暗い笑えみを浮うかべるサザルーフ。隣となりに座すわる女性が声を挟はさんだ。

「さて、そう上手うまくいくんでしょうかね。一度固まった人間関係は、階級が逆転したくらいではそうそう変わらないものですけれど」

「いきなり不ふ吉きつなことを言わないでくれ、メルーザ中ちゆう佐さ……。頼たのもしい奴やつがトップに立ったんだから、俺おれだってそろそろ肩かたの力を抜ぬいていい頃ころだ。そうじゃないか？」

「いいえ。肩かたの力を抜ぬくどころか、あなたはまだまだ将官としての自覚が足りません。軍のトップが史上最年少の元げん帥すいに変わったくらいで楽はさせませんからね。むしろ年長者として手厚く支えるくらいの気き概がいでなければ」

「そんなぁ……」

「ほら、背中が曲がっていますよ。しゃんとしてください、サザルーフ准じゆん将しよう閣下」

　副官の女性に正論で諭さとされて、しょぼんと肩かたを縮めるサザルーフ。その様子を微ほほ笑えましく見守っていたトルウェイだが、そこでふと隣となりの友人が長らく黙だまり込こんでいることに気付いた。

「マーくん、大だい丈じよう夫ぶ……？」

「……ん？　ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。……紆う余よ曲きよく折せつあったけど、結局あいつらに先を越こされたなって、そう思ってただけで」

　何のありがたみもなく拝命した誰だれかさんとは違ちがい、元げん帥すいの二字はマシューにとって大きな意味を持つものだ。小太りの青年が目指す出世の到とう達たつ点。彼かれとしても相応に思うところはある。が──翠すい眼がんの青年から自然に声をかけられた事実に気付いて、その感かん慨がいは中断させられた。

「ってか、トルウェイ……おまえから話しかけてくるの、めちゃくちゃ久しぶりだぞ」

「え……そ、そうだった？」

「自覚ないのかよ！　おまえ、ここんとこずっと張はり詰つめてただろ！」

「ご、ごめん。自分ではそういうつもりはなかったんだけど……。考えることが多くて、会話に意識を割さく余よ裕ゆうがなかったのかも……」

「ったく……。元に戻もどったならいいけどよ、ハロには後で謝あやまっとけよ。ずっと心配してたぞ」

　声に安あん堵どをにじませてマシューが言う。それを聞いてまもなく、トルウェイは謝罪すべき相手の不在に気が付く。

「あれ、そういえば──ハロさんは？」










　すべらかな大理石の床ゆかに反はん響きようする足音。誰だれに気付かれることもなく談話室を抜ぬけて宮きゆう殿でんの廊ろう下かを歩きながら、パトレンシーナは思し索さくを重ねていた。

　──今の状じよう況きようをどう見るべき？

　繰くり返かえし現状を分ぶん析せきする。今の彼かの女じよに、安あん穏のんと雑談に興じている余よ裕ゆうはない。

　──エルルファイ・テネキシェラの奪だつ還かんは成った。多数のアルデラ教徒を亡命させることで皇こう帝てい権力への不信感もほどほどに募つのらせた。戦略的に言えば、今回の作戦はじゅうぶんに成功している。

　思考を整理しつつ、廊ろう下かの角を右に曲がる。たまにすれ違ちがう文官らに明るく挨あい拶さつすることも怠おこたらない。

　──問題はひとつ。イクタ・ソロークの戦線復帰が、わたしの任務にどう影えい響きようするか。

　それが問題の中ちゆう核かく。現状における自分の立場を、彼かの女じよは慎しん重ちように掘ほり下さげていく。

　──内通者の存在について、少なくとも表向き、現時点でわたしに強い嫌けん疑ぎがかかっている様子はない。それならとっくに女じよ帝ていから引ひき離はなされているはず。ただ──最悪を想定するなら、泳がされている状態でないとも断言出来ない。

　楽観にも悲観にも偏かたより過ぎず、リスクの大小を努めて正確に推おし量はかろうとして──しかし、答えは出ない。それを打ち出すためには、ひとりの男の存在が底知れなさすぎる。

　──知らないといけない。あの男の考えを。

　じくじくと疼うずく屈くつ辱じよくの記き憶おくと共に、パトレンシーナは黒くろ髪かみの青年の顔を思おもい浮うかべて──同時に足を止めた。目的の部屋の扉とびらを前にしたからだ。

「陛下、わたしです。お邪じや魔ましても良いですか？」

「──っ。は、入ってよい」

　許可を得た彼かの女じよが扉とびらを開けて入室する。政務に忙ぼう殺さつされがちな女じよ帝ていのために用意された、広大な宮中に複数ある部屋のひとつだ。中にいたのはシャミーユとイクタのふたりで、三人掛がけの大きな椅い子すにふたり並んで腰こしかけている。儀ぎ式しきの後の時間を束つかの間まふたりで過ごしていたものと見えた。

「シャミーユ陛下、今日もご機き嫌げん麗うるわしゅう。それに昇しよう進しんおめでとうございます、イクタさん。……あ、それとも元げん帥すい閣下とお呼びしますか？」

「よしてよハロ。僕ぼくを階級で呼ばないこと──それを元げん帥すいとして君に下す最初の命令にさせるつもり？」

「あはは、お手間を増やすだけですね。じゃ──イクタさん、これからもよろしくお願いします！」

　笑え顔がおでぺこりと頭を下げるパトレンシーナ。元げん帥すい着任直後の挨あい拶さつをそれで済ませると、彼かの女じよはさっそく話題を本題に移す。

「それで──イクタさん。ユグニ少しよう佐さの件で、何か進展があればうかがいたいんですけど」

　今回はストレートに問とい質ただした。女じよ帝ていにもっとも近しい臣下として、彼かの女じよはそれを気にして然しかるべき立場にある。イクタも即そく座ざに答えた。

「まだ身辺調査が始まったばかりだけど──中央基地の彼かれの部屋から、仲間との連れん絡らくに使っていたと思おぼしき小道具が複数発見されている。本人は一いつ貫かんして否ひ認にんしているけど、容疑は濃こくなったと見るべきだろうね」

「そうなんですか……本人の部屋から、そういうものまで」

　その事実を受けて、パトレンシーナは悲しげに目を伏ふせる。……もちろん演技だ。なぜなら、それらの小道具をユグニ少しよう佐さの部屋に仕し込こませたのも、他ならぬ彼かの女じよだったのだから。

「ただ──仮に彼かれがクロだったとしても、彼かれだけとは限らない。改めて内部調査を行う必要があるだろうね。気が重いよ、まったく」

　肩かたをすくめてぼやくイクタ。その何気ない振ふる舞まいも彼かの女じよを悩なやませる。

　──これは、わたしへのけん制？　ううん、考えすぎ……？

　言外の含ふくみを疑い始めればキリがない。神経を尖とがらせ過ぎていると自覚して、彼かの女じよはひそかに自分を戒いましめる。

「マシューやサザルーフ准じゆん将しようと一いつ緒しよに君も参加した内ない偵てい任務。僕ぼくは後になって報告を聞いたに過ぎないけど、初動の段階から妨ぼう害がいや誘ゆう導どうがあったことは確信している。……ユグニ少しよう佐さなら確かに、それが可能な立場にはあっただろう」

　その発言を聞く限り、彼かれの中ではこの問題が決着に向かいつつあると受け取れる。考えた末、パトレンシーナは現状認にん識しきを少しだけ上方修正した。

「軍の内側に疑ぎ心しん暗あん鬼きを蔓まん延えんさせるほど馬ば鹿か馬ば鹿かしいことはない。いま話したこともこの場限りで頼たのむよ。背中を気にする必要はない──それは僕ぼくが何とかする。君たちは君たちの仕事に集中していて欲ほしい」

「──はい！　分かりました！」

　ハロの人ひと柄がら通りに元気よく声を返す。それからいくらか他愛のない雑談をした後、彼かの女じよはイクタとシャミーユのいる部屋を後にして廊ろう下かに戻もどった。再び談話室に向かって足を進めながら、彼かの女じよは思し索さくをさらに先へ進める。

　──わたし自身はボロなんて出さないし、わたしの身辺を洗っても証しよう拠こは出ない。その上で危険があるとすれば、今回の作戦でわたしと接せつ触しよくした工作員が尋じん問もんにかけられて、そこからわたしの存在が漏もれるケースだけど……。

　それはまずないと彼かの女じよは思っている。対策は幾いく重えにも打ってあった。

　──巡じゆん礼れい服の確保ついでに伝令を任せたクレイグは、もうとっくに帝てい都とから消えているはず。他の工作員たちもそれぞれに潜せん伏ぷくさせたし……万一捕つかまった場合にも、上役としてはユグニ少しよう佐さの名前を出すよう徹てつ底ていさせてある。わたしまで嫌けん疑ぎが及およぶ可能性は大きくない。

　念には念を入れてある。誰だれかに罪を被かぶせる時は徹てつ底てい的てきに。それが彼かの女じよのやり方なのだ。

　──それに何より、女じよ帝ていとその腹心たちには、わたしハロを疑いたくないという気持ちが強くある。それはイクタ・ソロークにしても同じことのはず。……さすがの仕事だよ、ハロ。あなたじゃないと、今の帝てい国こく軍にここまで深くは潜もぐり込こめない。

　自分とは正反対の善性を受け持つハロを、パトレンシーナは惜おしみなく評価する。いかにスパイとしての手しゆ腕わんが優すぐれていようと、彼かの女じよだけでは高難度の潜せん入にゆう任務には取り組めない。ハロがその惜おしみない善良さで人間関係の土ど壌じようを耕してくれるからこそ、その後に控ひかえた裏切りの芽もすくすくと育つのだ。

　──しばらく大人しくせざるを得ないなら、いっそハロに体を返すべきかな？

　状じよう況きようが難しくなったことで、そうした選せん択たく肢しも彼かの女じよの頭に浮うかぶ。が──少し考えた末、それは結局しりぞけた。

　──ううん、まだ状じよう況きようは動いている。わたしの出番は終わってない。

　が、そう判断した瞬しゆん間かん──廊ろう下かの曲がり角から見知った相手が現れた。最高等文官を示すカーキ色の衣服に、彼かの女じよの警けい戒かいは一気に跳はね上あがる。

「っ、トリスナイ宰さい相しよう──」

「おやベッケル少しよう佐さ。その様子だと、陛下を訪たずねた帰りでしょうか？」

　至って平然と話しかけてくるトリスナイ。執しゆう着ちやくや謀ぼう略りやくの対象にならない相手だと、この狐きつねの振ふる舞まいもさほど逸いつ脱だつしたものにはならない。それを心から幸運に思いつつ、パトレンシーナは久しぶりに目にする佞ねい臣しんを注意深く観察した。

　──そう、この男もいた。……しばらく大人しくしていたけど、イクタ・ソロークの復帰と聞けばこいつが黙だまっちゃいないよね。

　女じよ帝ていを巡めぐるイクタとトリスナイの対立は、ハロとしてもスパイとしても詳しよう細さいに把は握あくしておく必要がある。そう考えた彼かの女じよは、即そく座ざに今後の行動を修正した。

「あ──用事を思い出しました。わたし、一度陛下のもとへ戻もどらないと」

「おや、でしたら同道しましょう。私も丁度、陛下にご挨あい拶さつへ参るところでしたのでね」

　ちょうどいい案内役を見つけたとばかりに後へ続くトリスナイ。その独特のプレッシャーを背中に感じつつ、パトレンシーナは来た道を引き返し始めた。







　彼かの女じよが招かれざる客と共に再び入室したところで、シャミーユはすでに掛かけ値ねなしの憎ぞう悪おを宿した表情で立ち上がっていた。

「狐きつね……！」

「帝てい国こく宰さい相しようトリスナイ・イザンマ、ただいま帰参いたしました。ご機き嫌げん麗うるわしゅう、シャミーユ陛下」

　女じよ帝ていの殺意を平然と受け流して挨あい拶さつを済ませ、狐きつねはすぐさま彼かの女じよの隣となりに座すわる男に視線を移す。

「イクタ・サンクレイ……。困りますね、実に困ります」

　嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつを込こめて肩かたをすくめるトリスナイ。イクタは無言でその顔を見返す。

「なぜ今さら帰ってきたのですか？　陛下に目覚めの機会をもたらした時点で、あなたの仕事は終わっていたではありませんか。そのまま後宮の一室で廃はい人じんとして生しよう涯がいを終えるなら、まだしも見み逃のがして差し上げたものを……今になって陛下の御お心こころを乱しにかかるなど。それほどまでに身みの程ほどを知らないのですか」

「貴き様さまッ……！」

　シャミーユの怒いかりがたちまち沸ふつ点てんを超こえる。自分が揶や揄ゆされる場合の何千倍何万倍も、黒くろ髪かみの青年が侮ぶ辱じよくされることは許しがたい。そのまま相手につかみ掛かかりかねない彼かの女じよを片手で柔やわらかく諌いさめつつ、イクタは床ゆかに杖つえを突ついて立ち上がった。

「まあまあ──そう突つっかかるなよトリスナイ。僕ぼくが邪じや魔まなのは分かるさ。でもな、それとは別に現実問題として、僕ぼくがいたほうが助かる部分も多いだろ？」

　侮ぶ辱じよくを流して不敵に言ってのける青年。売り言葉に買い言葉ではなく、それはあらかじめ準備してあった応答だ。彼かれが帰ってきたのは、この狐きつねとの因いん縁ねんに決着を付けるためでもある。

「優すぐれた皇こう帝ていによって直接指揮される帝てい国こく軍──それがお前の理想だってことは前に聞いた。シャミーユは賢かしこいからその要求に高い水準で応えてもいるだろうさ。だけど忘れるな、彼かの女じよはもともと政治寄りの人間で軍事の専門家じゃない。将校教育も終えていない十六歳さいの少女に、司令官としてキオカの戦争屋どもと互ご角かくに渡わたり合あえってのは無茶振ぶりが過ぎる」

「ふむ……？」

「それはお前自身にしても同じこと。軍事を専任的に受け持つ人間は必要だ。でも、かつてその位置にいたイグセム元げん帥すいは内乱の終結を境に一線から退いた。となると、今の帝てい国こく軍のトップは誰だれだ？　レミオン大将？　それともシバ大将か？」

　貼はり付つけたような笑えみを浮うかべたまま、狐きつねは何も答えない。それも当然。いまイクタが名前を並べた諸将は、いずれもこの男にとって帝てい国こく軍を預けるに足る相手ではないからだ。

「どっちも違ちがうよな。今の帝てい国こく軍は実質的にトップ不在で、その舵かじ取とりはシャミーユに丸投げされているに等しい。それはお前の望み通りでもあるんだろうが、実際的な不足がないと言えば噓うそになるはずだ。なにしろ相手はキオカ共和国。戦争のやり方ひとつ取っても一ひと筋すじ縄なわじゃいかない難敵だってことは、今回の一件でも思い知らされたばかりだ」

　現状の急所を突つく論調。そこに耳を傾かたむける価値を見て取ってか、トリスナイは初めて質問を返す。

「そのキオカを向こうに回して──あなたなら勝ちの目がある、と？」

「それを問う前に、二年前に自分がのたまった誘さそい文句を思い出せよ。お前はもともと僕ぼくを高く買っていた。そうだろ？」

　即そく座ざに切り返すイクタ。彼かれもとっくに弁わきまえていた。これから先トリスナイ・イザンマと渡わたり合あうに当たっては、自分の有用性が最大の武器になると。

「こうして受けた以上、元げん帥すいの仕事は真面目にやってやる。さぁ──得意のそろばんを弾はじけよ佞ねい臣しん。二年前とは状じよう況きようもずいぶん違ちがう。キオカを敵に回して、シャミーユの今後の成長だけに国の先行きを委ゆだねるのは宰さい相しようとしての怠たい慢まんだ。それを踏ふまえた上で、僕ぼくを生かしておくことによるメリットとデメリット……合算した時に大きいのは、さてどっちだ？」

　天てん秤びんになぞらえて両手を上げて見せるイクタ。そんな彼かれを前に、狐きつねはしばらく沈ちん黙もくして──やがて何らかの結論に至ると、いつもの仮面じみた笑えみを相手に向けた。

「……よろしいでしょう。あなたが馬ば脚きやくを現すまで、今しばらく様子を見守るといたします。かくいう私としても、陛下に相応ふさわしい番犬を用意出来なかったことには少なからぬ悔くいがありましてね。その穴を埋うめる気き概がいを見せるというなら、なるほど今一度真価を測るに吝やぶさかではない」

　青年の処しよ遇ぐうについてはそれで保留して、トリスナイは隣となりの女じよ帝ていに視線を戻もどす。

「そして何より──陛下はすでに、真の意味で永霊樹カトヴアンマニニクの血統に目覚められたお方。微睡まどろみの時期にあった以前とは違ちがい、あなたごときの俗ぞく言げんに惑まどわされることもない。であれば、ここで私が過度に案じるのはかえって失礼というもの」

　ここに来て一歩引いた姿勢を見せる狐きつね。シャミーユはいぶかしむが、相手のそれは必ずしも方便ではない。──ひたすら狂きよう気きを振ふりまいているように見えて、この男の中にも独自のルールがある。熱ねつ烈れつな帝てい室しつ至上主義者としての価値観から、皇こう帝ていに対する敬意を欠かすことを彼かれは良しとしない。

「陛下──番犬としてその男を飼い慣らすも、あるいは肉人形として気ままに愛めでるも、どうぞご随ずい意いになさいませ。君主ならば寵ちよう童どうのひとりやふたり、気の向くままに囲って当然でございます。元よりこの国の民たみの全てはあなたの所有物。どのように弄もてあそび壊こわしたとしても、誰だれに咎とがめられる謂いわれもないのですから」

　女じよ帝ていの表情が苦々しくゆがむ。──皮肉なことに、この狐きつねは皇こう帝ていとしてのシャミーユを信しん頼らいしているのだ。自らの手で実父をしりぞけて玉座に上のぼり詰つめた少女。その揺ゆるがぬ意志を、今後の君主としての邁まい進しんを、帝てい室しつ至上主義者たるトリスナイは心から信じて疑わない。なのだから、彼かの女じよがイクタ・ソロークを寵ちよう愛あいするというなら簡単に否定は出来ない。それは皇こう帝ていの絶対性への否定に繫つながるからだ。

　しかし当然、その分別を踏ふまえた上での口出しは辞さない。ぎょろりと青年をにらみつけて、狐きつねは臆おく面めんもなく真顔で言ってのける。

「ただし──胤たねを受ける相手だけは、くれぐれも吟ぎん味みなさいませ。御おん身みに宿りし神秘の血統を預けるべきは、少なくともこの男ではございません」

「──なっ」

　その発言に数秒絶句した後、シャミーユは全身をわなわなと震ふるわせて赤面する。そんな彼かの女じよに恭うやうやしく一礼して、トリスナイは部屋を辞した。

　嵐あらしが去った後のような開放感を覚えて、イクタはどっかと椅い子すに腰こしかけなおす。

「……ったく。久しぶりにあいつと話すと、価値観のかけ離はなれ具合に眩暈めまいを覚えるな。ねぇシャミーユ……ん？　どうしたの、そんなに顔を真っ赤にして」

「み──見るな！　こっちを見るな！」

　両手で顔を隠かくしてそっぽを向くシャミーユ。イクタは再び杖つえを突ついて立ち上がり、少女の背後に回って両りよう肩かたに優やさしく手を置いた。彼かの女じよが顔を覆おおった手をそろそろとよけるまで、彼かれはずっとそうしていた。
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　元げん帥すい着任から数日後、なんとも珍めずらしいことに、イクタの姿は中央基地の講義室にあった。

「──というわけで、本日から君たちの特別講師を務めるイクタ・ソローク元げん帥すいです。以後よろしく」

　ざっくばらんに挨あい拶さつを済ませた彼かれに、生徒である士官候補生たちは、どう反応したらいいやら分からず大半が途と方ほうに暮れている。無理もなかった。自分たちとさほど年の変わらない青年が帝てい国こく軍トップの元げん帥すいで、しかもこれから直々に用兵の技わざを教えるというのだから。状じよう況きようは二重にも三重にもおかしい。

「まぁ楽にしてくれ。見ての通りの若造だから、こんなのに元げん帥すいやらせるこの国は大だい丈じよう夫ぶかおいって気持ちになるのは分かるよ。僕ぼくにイグセム元げん帥すいの一兆分の一でも威い厳げんがあれば良かったんだけど、最初から持ち合わせがないものは仕方がない。

　さて、どうせ第一印象は良くないだろうから、もう下手な謙けん遜そんはしないで言っておこう。なぜ僕ぼくが元げん帥すいになって、講師としてここに立っているか──それはもちろん、君たちの誰だれよりも上手うまく兵を扱あつかえるからだ。分隊から師団まであらゆる規模でそれは変わらない。今日はそれを証明してみせようと思う」

　室内が一いつ斉せいにざわめいた。生徒たちの目がにわかに熱気を帯びてくるのを見て取りながら、イクタは彼かれらに向かってさらに燃料を投下する。

「というわけで、相手を務めたい人は挙手しなさい。ちゃんと特典も設もうけよう。万にひとつでも僕ぼくを負かしてのけたなら、即そく座ざに佐さ官かんへの昇しよう進しんを推すい薦せんするよ」

　うぉお、と講義室のあちこちで歓かん声せいが上がる。高等士官試験を突とつ破ぱしてきた野心たっぷりの若者たちが、これだけ焚たき付つけられて大人しくしていられるわけがなかった。我こそはと挑ちよう戦せんを望む生徒が次々と手を上げて、イクタはそれを平然と眺ながめやる。

「うんうん、積極的で大変よろしい。でも今日一日で全員の相手をしてる時間はないんで、ここは総合成績順に上から選ばせてもらおうかな。えーと、そうなるとキーフ・ラエルゴ准じゆん尉い、マルリ・シムカ准じゆん尉い──」

　成績優ゆう秀しゆう者の氏名を読み上げると、呼ばれた生徒が嬉き々きとしてその場に直立する。続けてイクタは三人目の名前を口にした。

「──スーヤ・ミットカリフ准じゆん尉い」

　ガタン、と音を立てて講義室の片かた隅すみにいた女性が立ち上がった。茶色いくせっ毛にそばかす、強い負けん気を宿した吊つり目。全身にみなぎる闘とう志しが他の生徒たちを無言で圧あつ倒とうする。

　もはや戦意を通とおり越こして殺気すら帯びたその佇たたずまいに、イクタは思わず仰のけ反ぞってうなる。

「うわ──これは、初しよっ端ぱなから強敵だ」
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　いっしょに時間を重ねるにつれて、みんなの色々な面が見えてきます。

　強くて優やさしくて美しくて、それなのに気さくでユーモアもあって、わたしの目からは完全無欠に見えたヤトリさん。……けれど、イグセムとしての彼かの女じよが抱かかえる業ごうは、浅はかなわたしの想像を絶するものでした。今から思い返しても、彼かの女じよが生しよう涯がい向き合い続けた問題に関して、わたしは最後まで何ひとつ力になれなかったと思います。……何か出来ることは本当になかったのか。今でも夜よ毎ごと、思い出して悩なやみます。

　変えようにも変えられない生来の優やさしさから、狙そ撃げき兵という概がい念ねんを生み出すに至ったトルウェイさん。次代の戦争を担になう者──レミオンとしての彼かれの悩なやみは、ヤトリさんのそれと対極にあるものと言えたかもしれません。突つき進すすむ先で多くの壁かべにぶつかりながら、彼かれの戦いはこれからも続いていくのでしょう。

　負まけず嫌ぎらいのマシューさん。実は当初、わたしは彼かれと自分を合わせて騎き士し団だんの「凡ぼん人じん組」なんて思っていました。けれど、それはとても失礼なことだったと今では反省しています。わたしと違ちがって、マシューさんは自分が凡ぼん人じんであることに甘あまんじません。イクタさんやヤトリさんがいる領域に追い付くために、地道な頑がん張ばりを重ねられるすごい人です。

　最初からひそかに親近感を覚えていたお姫ひめさま。予想に違たがわず──いえ予想以上に、彼かの女じよはとても難しい子でした。他人を思いやれる本当に良い子なのに、「自分が嫌きらいで嫌きらいで仕方がない」という心の病気が根っこにあって、それが彼かの女じよの人生を致ち命めい的に捻ねじ曲まげているんです。……分かっても、わたしにはどうしようもありませんでした。わたしもまた、それと似た病に背中を押おされてここにいるからです。

　そしてイクタさん。この人だけは、付き合えば付き合うほど謎なぞが深まっていきました。

　怠なまけ者ものとか女好きとか色々言われていますが、わたしの印象として、そういう評価がぴったり当てはまると思ったことは一度もありません。

　怠なまけたいとぼやく一方で、窮きゆう地ちに陥おちいった時、彼かれの働きは誰だれよりも多くの命を救います。

　女の人を見境なく口説くようで、本当に大切な相手はまったく別のところにいたりします。

　そう、両方とも身をもって知りました。特に後者については……いくらわたしだって怒おこっていいところだと思います。だって、仲間内の女性陣じんで口説かれるのはわたしだけなのに、イクタさんが意識を向けているのはいつだってわたし以外のふたりです。いえ──それどころか、男性を含ふくめてもわたしの順位は低いまま。こんなのってぷんぷんです。

　結局のところ、イクタさんにとってかけがえのないものは、彼かれについて巷こう間かん囁ささやかれる女好きの部分とはぜんぜん別のところに存在しているのだと思います。例えばお母さん。例えばヤトリさん。例えばお姫ひめさま。それぞれに向ける感情は違ちがっても──身近にいながら口説かない女性のことを、イクタさんはいちばん大事にしています。

　……ずるい人です。それが分かるとますます嫌きらいになれなくて、本当にずるい人です。




　わたしは「騎き士し団だん」が好きです。その思いだけは、他のみんなにだって負けません。

　でも──そうすると欲が出ます。こんなに愛している人たちに、もっと自分を愛して欲ほしいと。わたしの全部を抱だきしめて欲ほしいと願ってしまいます。

　もちろん、それは無理だと知っています。わたしは根本的に誰だれかに愛される資格のない人間です。みんなといっしょにいられるのは良い子であるうちだけ。一度でも悪い子の部分を見せてしまったら、その瞬しゆん間かんに何もかも崩くずれ去さってしまいます。そして──そうなる時こそ、わたしたちの任務が果たされる時です。

　最さい上じようの信しん頼らいに最低の裏切りをもって報むくい、無む上じようの親愛を笑いながら靴くつ底ぞこで踏ふみにじっていく。……いくつかの経験を通して悟さとりました。スパイの立場を云うん々ぬんする以前に、わたしとパトレンシーナはそういう生き物なのだと。

　あの人だけが、そんなわたしたちに価値を見み出いだしました。紺こん色いろのブレザーとズボンが似合うあの人。……わたしたちの正体を知ってなお、そのままで良いいとうなずいた底知れない笑え顔がお。

「──君が裏切られ続けてきたことへの報復として、パトレンシーナは誰だれかを裏切ることを求めているのだろうね」

　なるほど妥だ当とうだ、とあの人は微ほほ笑えみました。……責めるでもなく、嫌けん悪おするでもなく。わたしたちの在り方を見て喜んだ人間は、後にも先にもあの人が初めてです。

「それなら、君たちは裏切りを仕事にするといい。私にはそれを与あたえることが出来る。もちろん後ろ暗い濡ぬれ仕事などではなく、ちゃんとした社会利益に繫つながる形でね」

　言いながら、いつしかあの人の両手には複雑にねじくれた金管が握にぎられていました。わたしの目の前で、彼かれは左右一対ついのそれらをそっと近付けていって、

「躊躇ためらうことは何もない。その類たぐい稀まれなる個性を活いかして、キオカという国家の発展に寄き与よしなさい。そうすれば──」

　カキン、と音を立ててひとつに組み上げます。それから──わたしたちに向かって、あの人は慈いつくしむ面おも持もちでこう言ったんです。

「──私は、君たちをふたりとも、とても良い子だと褒ほめてあげるよ」
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「たぶん、いま自分で思ってるほど、ふたりとも筋は悪くないよ」

　圧縮空気ガスの破は裂れつ音とボウガンの風切り音が入り混じって響ひびき渡わたる森林の中、イクタはぽつりとそう口にする。その言葉を向けられたふたりの士官候補生たちは、人生で初めて味わう完敗の衝しよう撃げきに、地面にへたり込こんだまま動きが取れずにいた。

「ラエルゴ准じゆん尉いは兵の運用を欲張りすぎたね。やりたいことは分かるけど、現時点の練度で小隊をさらに分ぶん割かつして行動させるのは避さけたほうがいい。連れん携けいのタイミングが合わなくて各個撃げき破はの好こう餌じになってしまうのは知っての通り。まずはきっちり小隊運用を学んで、その上でマシュー少しよう佐さかトルウェイ中ちゆう佐さにアドバイスをもらうといいよ」

　短い戦いの間に見て取れた改善点を列挙する。どこまで相手の耳に入っているかは別にして。

「シムカ准じゆん尉いは機会に貪どん欲よく過ぎたね。チャンスを見て取るセンスがいいのは分かる。戦場の細かいところにまで目が行き届くのは将校として良いいことだよ。でも、誘さそいや読よみ違ちがいも含ふくめて、それらを取しゆ捨しや選せん択たくする力がまだまだ足りない。今後は模も擬ぎ戦のひとつひとつを大事に経験しておくことだね。これが実戦だとひとつのミスで全ぜん滅めつしたりするから」

　講評を続けながら、やっぱり指揮には個性が出るな、と彼かれは思う。良いいところも悪いところも生徒たちの人格に根差していて、それを最適化していくのは一苦労だった。

　今なお続く戦せん闘とうの推移を眺ながめつつ、イクタはさっきまでの講評に一点付け加える。

「そして──君たちが脱だつ落らくした後、下士官上がりの彼かの女じよが今なお健けん闘とうしていることについて。悔くやしがるのは君たちの自由だけど、不思議がる必要は何もない。なぜなら彼かの女じよはすでに僕ぼくのもとで実戦を経験している身だからね。中隊以下の部隊運用に関してはとっくに太たい鼓こ判ばんを押おしてあるのさ」

　身内びいきは教官として良くないが、確かな結果を見せた時ぐらいは構わないだろうと彼かれは思った。ここに来てからの彼かの女じよの健けん闘とうたるや、どれだけ言葉を尽つくして褒ほめても足りないぐらいなのだから。

「この二年の間でさらに伸のびたね。まったく君は大した娘むすめだよ、スーヤ」







「──斉せい射しや続行！」

　戦せん闘とうの指揮を執とるスーヤの声が木立の中に朗々と響ひびき渡わたる。自分の訓練小隊に加えて、先に脱だつ落らくしたふたりが残した兵士も預かっているので、采さい配はいを振ふるう場面には事欠かない。

「そこ、発はつ砲ぽうがばらけてる！　あたしの号令がなくなっても射しや撃げきのタイミングを揃そろえて！　撃うち込こむ弾たまの数は同じでも衝しよう撃げき力が違ちがう！　今やってるのは制圧射しや撃げき、敵に頭を上げさせないことが目的！　敵を探して照準をうろうろさせる暇ひまがあったら藪やぶに向けて撃うつ！」

　戦場は南ウルト森林地帯の東部。かつてイクタたちがサリハスラグ大たい尉いらを相手取った演習で使った演習場だ。その時はイクタ小隊の下士官として参加していたスーヤが、今は自分自身の小隊を率いる紛まぎれもない将校としてこの場にいる。そう考えると、彼かの女じよは時の経過を感じずにはいられない。

「焼しよう撃げき兵へい部隊、光こう照しよう兵へい部隊は白兵準備！　ここの銃じゆう兵へいが敵を押おさえている間に両りよう脇わきへ回り込こんで襲しゆう撃げき！　各自でタイミングを計れといってもまだ無理だろうから、合図と同時に全力疾しつ走そう！」

　兵科ごと三つに分けた部隊を柔じゆう軟なんに扱あつかうスーヤ。彼かの女じよ自じ身しんは光こう照しよう兵へいだが、指揮官としては焼しよう撃げき兵へいと風ふう銃じゆう兵へいもじゅうぶん以上に使いこなせる。黒くろ髪かみの青年のもとで得た経験と、二年の間に士官学校で学んだ多くの知識が、彼かの女じよを辣らつ腕わんの前線指揮官に育て上げていたのだった。

「よし──突とつ撃げき開始！　いけすかない元げん帥すいの顔面にペイントをぶちまけてやれっ！」







「ここで攻せめきるつもりか。さすがはスーヤ、寄せ集めの部隊をよく統とう率そつしてる」

　守りに比重を置いた変則的な陣じん形けいの真ん中で、イクタは愛まな弟で子しの成長に口元を緩ゆるめる。彼かれの率いる二個小隊はまだまだ健在で、彼かの女じよの猛もう攻こうに対しても固い防ぼう御ぎよ力を示していた。

「とはいえ、こっちの陣じん形けいもそれなりに強固だ。このまま問題なく守り切れるけど──」

　予感と期待を込こめてそう言った瞬しゆん間かん、背後の木立から気配を感じて彼かれは振ふり向むいた。草木をかき分けて接近してくる何者か。やがて藪やぶの中から飛び出した彼かれらの特とく徴ちようは浅黒い肌はだと、「くの字」に折れ曲がった独特のナイフ──の形をした木ぼつ剣けん。

「──やっぱり君が割わり込こんでくるか。まぁ仕方ない、好きなように乱入してって言っちゃったからなぁ」







「あてらの出番だ！　突つっ込こめぇぇ！」

　シナーク族長ナナク・ダルの勇ましい声が仲間たちの背中を押おす。二十人の兵員からなるシナーク族の少数部隊を率いて、彼かの女じよは今回の演習に特別参加していた。兵数が少ない代わりに好きなタイミングで乱入する権利を与あたえられた彼かの女じよらは、スーヤの奮戦と連れん携けいする形で戦場に姿を現している。

「久しぶりにシナークの戦いくさぶりを見せたるが！　イクタ、覚かく悟ごせや！」







「──ナナクの部隊が参戦！　あっちと連れん携けいして戦う！」

　シナークの女じよ傑けつと知らない仲でもないスーヤは、彼かの女じよらの乱入にも即そく座ざに対応してのけていた。にわかに挟きよう撃げきを受ける形になったイクタの部隊は、その圧力に耐たえかねてか、徐じよ々じよに陣じん形けいをゆがめていく。

「こうなるとあっちの守りも危あやういはず。──どう動く？　あの人ならどうする？」

　それを勝利の前まえ触ぶれなどと見なす能天気さと、今日まで多くの戦場を生き抜ぬいて来たスーヤはどこまでも無む縁えんだ。まず考えるべきは、自分が敵の立場ならどうやって状じよう況きようの打開を狙ねらうか。

「囲まれた時には、いちばん弱い部分を突とつ破ぱして離り脱だつするのが定石。左さ翼よくの光こう照しよう兵へい部隊を突つくのか、右う翼よくの焼しよう撃げき兵へい部隊を抜ぬくのか、どっちにしても追つい撃げきで背中を──」

　敵が選びうるだろう選せん択たく肢しにひとつひとつ対処を用意していく。その過程で、しかし彼かの女じよは予想だにしなかった状じよう況きようの変化を視界に見て取った。

「……!?　おかしい、位置関係がさっきと変わってる！」

　驚きよう愕がくに目を見開くスーヤ。敵を左右から攻せめていた部隊はいつの間にか正面に寄せられ、敵の中央を抜ぬけてきたらしいシナークの部隊と入り混じって混乱している。そんな彼かれらが邪じや魔まになって、やや離はなれたスーヤたちの位置からは敵に射線が通らない。

「これ……両りよう翼よくの部隊をこっちに誘ゆう導どうして射しや撃げきを封ふうじつつ、ナナクの部隊にわざと中央突とつ破ぱさせて反対側へ離り脱だつ……!?　少数部隊の彼かの女じよが一点突とつ破ぱで来るのを逆手に取って……！」

　挟きよう撃げきを受けてゆがんでいったと思われた敵の陣じん形けいは、この状じよう況きようを作り出すために意図的に変形させられたものだった。そう悟さとった瞬しゆん間かんにスーヤの肩かたが震ふるえる。──恐おそろしくテクニカルな指揮としか言いようがない。兵の動かし方をひとつ間ま違ちがえれば即そく全ぜん滅めつ、そんな離はなれ業わざを彼かれは当たり前にやってのけている。

　イクタ・ソロークの底知れなさを何度目とも知れず目の当たりにして、胸むねの奥おくに得体の知れない感情が湧わき上あがる。未いまだ名前の付かないそれが彼かの女じよを突つき動うごかし、スーヤ・ミットカリフは左右のこぶしを痛いほど握にぎり締しめた。

「……負けるもんか！　総員射しや撃げき中断、移動開始！　左さ翼よくから味方を回り込こんで敵を追つい撃げきする──！」










　戦せん闘とうはそれからさらに四時間余りも続き、日にち没ぼつの手前になって、彼かの女じよらの敗北で幕を閉じた。

「……ぜーっ、ぜーっ、ぜーっ……」

「……ふーっ、ふーっ、ふーっ……」

　スーヤとナナク、地面に並んで寝ね転ころがったふたりが大の字で荒あらい息をついている。本来なら指揮官がそうした姿を見せてはいけないのだが、ここまでの彼かの女じよらの奮戦ぶりを見てきた兵士たちは誰だれひとりとして文句を付けなかった。先に脱だつ落らくしたラエルゴ准じゆん尉いとシムカ准じゆん尉いまで、ふたりの疲ひ労ろうを気き遣づかって部下の世話を代わっている。

「ふたりとも、お疲つかれさま。おかげで良いい演習になったよ」

　完全燃ねん焼しようの様相を示すふたりに、氷水入りの水すい筒とうをふたつ抱かかえたイクタが見み舞まいに来る。彼かの女じよらとは対照的に息も乱していない青年の姿に、スーヤは憎にく々にくしげな視線を向ける。

「……ぜんぜん余よ裕ゆう、じゃないですか。脚あしを悪くしたから、もう前線で指揮は執とらないって聞いたのに……」

「移動中は兵士に背負われていたから、疲つかれが少ないのはそのせい。短時間の演習ならそれで誤ご魔ま化かせるけど、実戦だとさすがにね。急を要する時に自分で走れないのは危なっかしいし」

　水すい筒とうのフタを開けてふたりの口に運んでやりながら、イクタは自分の現状をそう説明する。そして──上下逆さまの形でスーヤの顔を覗のぞき込こんで、微ほほ笑えみを浮かべて言う。

「何より、これからは君がその役割を代わってくれる。そうだろ？」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、否いや応おうなく目元に熱いものがこみ上げてきて、スーヤは慌あわてて両りよう腕うでで顔を覆おおった。その体勢のまま、震ふるえる唇くちびるで言葉を紡つむぐ。

「自惚うぬぼれないでください。……帰りを待ってなんて、いませんでしたから」

「うん……」

「あなたがいなくてもぜんぜん平気でした。今まで立っていた地面がぽっかり無くなったようになんて感じなかったし、部屋でひとりになった時にわけもなく泣きたくなったりしませんでした。……一目でも姿が見たくて、一言でも声が聴ききたくて、宮きゆう殿でんの周りを馬ば鹿かみたいに一日中うろうろしたりしませんでした」

　頰ほおを伝って流れ落ちたものが土に染しみていく。同じ堰せきによって留とどめられていたように、言葉になって溢あふれ出だす想おもいも止まらない。

「もう全部忘れようと心に決めたつもりで、勉強に訓練に頭が真っ白になるまで打うち込こんで──それでも結局、成果をあなたに見せることばかり考えたりしませんでした。自分がほかの誰だれよりも優ゆう秀しゆうでいれば、いつか戻もどって来きてくれるかもしれないって……そんなことは絶対に思いませんでした。ほんのちょっとだって期待しませんでした」

　青年の右手が濡ぬれた頰ほおにそっと触ふれる。その感かん触しよくでますます何かが決けつ壊かいして、もはやどうしようもなく、スーヤは胸の一番奥おく底そこにあった言葉を口にする。

「──あなたのことなんて、きらいです」

　イクタは何も言わず、ただ、ずっと彼かの女じよの頰ほおを撫なで続けた。慈いつくしむように、愛おしむように。がむしゃらに研けん鑽さんを積みながら彼かれの帰りを待ち続けた、その心に寄より添そうように。




「…………いまだけは、特別に許したるが……」

　その間、隣となりに横たわるナナクがこぼした一言は、本人以外には知る由よしもない。













「……ん……」

　その朝。自室の寝しん台だいで目覚めた彼かの女じよは、いつものように一日を開始した。

「おはよ、ミル。冷たい水をちょうだい」

　籠かごの中からパートナーの水みず精せい霊れいミルを抱だき上あげて隣となりに座すわらせ、枕まくら元もとに置いてある茶ちや碗わんに水を注いでもらう。それを喉のどに通すとしゃっきり目が覚めて、彼かの女じよはさっそく身み支じ度たくを始めた。

　──今日も一日良い子のふり、か。いたずらが出来ないのは退たい屈くつだなぁ。

　誰だれの目もないのを良いいことに、露ろ骨こつなため息をつくパトレンシーナ。と──そんな彼かの女じよが洗顔を終えて上着に袖そでを通したところで、部屋のドアがこんこんと控ひかえめにノックされた。

「──？　はい、いま出ます」

　ここへの来客は珍めずらしくないが、スパイの立場上どうしても警けい戒かいしてしまう。内側から鍵かぎを開けてドアを開き──そこで彼かの女じよの目に入ったのは、見知った黒くろ髪かみの青年が片手を上げている姿だった。

「やぁ」

「え？」

　あまりに突とつ然ぜんのことで、さすがのパトレンシーナも推測が追い付かない。その様子に起おき抜ぬけの雰ふん囲い気きを感じ取ってか、イクタはすまなそうに両手を上げた。

「おっと、まだ起きたばかりかな？　これは失敬、しばらく時間を空けるよ」

「あ──い、いえ！　えと、五分待ってください、それできちんとしますから！」

　そう言って一度ドアを閉めて、部屋に戻もどった彼かの女じよは素す早ばやく周囲を見回す。……見られてまずいものはそう簡単に見つかる場所にはないし、ハロの体面に問題がない程度に部屋も片付いている。彼かれを招き入れることに支障はないと判断して、パトレンシーナは再びドアを開けた。

「お、お待たせしました。どうぞお入りを……」

「うん、お邪じや魔まします」

　許可を得たところで、青年は気軽な動作で靴くつを脱ぬいで部屋に入っていく。寝しん室しつを兼かねた居間に辿たどり着つくと、あちこちに飾かざられた布と毛糸の動物たちに、イクタはへぇと感心の声を上げた。

「にぎやかな部屋だね。ぬいぐるみに編みぐるみ……すごいね、こんなに沢たく山さんこしらえてたんだ」

「はい──でも、あれ？　ぱっと見で分かっちゃいますか、自作だってこと」

　少し驚おどろいてパトレンシーナは尋たずねる。手先の器用さに自負のあるハロは、自分で作るぬいぐるみは売り物にも劣おとらないとひそかに誇ほこっていたのだった。

「宿舎の談話室とかで、作ってる姿はたまに見かけたよ。僕ぼくたちが来ると作業を止めちゃうから目立たなかったけどね。この子なんかは、まだ従軍して間もない頃ころに作ったものだろ？」

　手足の長いナマケモノのような編みぐるみを手に取ってイクタは言う。ハロの記き憶おくを辿たどりつつ、パトレンシーナは薄うすく笑った。

「そこまで知られてたなら、言っちゃってもいいかな。実はそれ……イクタさんをイメージしてます」

「え？　……確かに、だるーんとした感じに親近感がなくもないかも」

「右みぎ隣どなりはヤトリさんで、間にちょこんといるのが陛下。後ろのふたりがマシューさんとトルウェイさん。よく見ると似てませんか？」

「言われてみると、確かに特とく徴ちようがあるね。ふむふむ……じゃあ、ハロはどの子？」

　仲良く並んだ編みぐるみたちを見ながらイクタが尋たずねる。が、その問いに対して、彼かの女じよは首を横に振ふって答えた。

「わたしは……いません。えへへ。自分を作るのは面めん倒どうで、さぼっちゃいました」

「それじゃ・僕ぼくたちが・寂さびしいよ」

　両手に編みぐるみを抱かかえて腹話術じみた話し方をするイクタ。パトレンシーナはくすりと笑って身をひるがえす。

「お茶、注ぎますね。砂糖は何杯ばいにしますか？　奮発しますから、どうぞ遠えん慮りよなく」

「じゃあ二杯はい入れてもらおうかな。今日はけっこう体力を使う予定だから」

「そうなんですか。どこかへ行かれるんですか？」

　毎日土ど瓶びんに作り置きしてあるお茶を茶ちや碗わんに注いで、そこにミルの出した氷ととっておきの砂糖を加える。二杯はい分をトレイに載のせて台所から戻もどると、そこには両手に大きな花束を手にした青年が得意顔で待っていた。

「君をデートに誘さそいに来た」

　片かた膝ひざ立ちの姿勢から花束を差し出すイクタ。それをぽかんとしながら受け取って、パトレンシーナの口をひとりでに言葉が突ついて出る。

「……この花束、どこから出したんですか？」

「秘密。まずそこに突つっ込こむのが君らしいなぁ」

　苦く笑しよう混じりに言われて、本人もようやく異常に気付く。──そう、今のは確かにハロの言葉。わたしの言葉じゃない。

「まぁでも、良かったら付き合ってよ。なにせ二年もまともに話さなかったことだし、たまには僕ぼくと休日を過ごしてくれてもいいだろ？　精せい一いつ杯ぱいエスコートさせてもらうからさ」

　花束と合わせて、イクタは至ってオーソドックスな形で彼かの女じよを外出に誘さそう。その意図を推おし量はかりつつ、パトレンシーナは視線をついと下に向ける。

「お誘さそいは嬉うれしいです。けど……脚あし、大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

「休みを挟はさんで歩く分には問題ないよ。まだちょっと引きずるけどね」

「元げん帥すいのお仕事とかも」

「物事には優先順位というものがある」

　憚はばからず断言してのけるイクタ。その開き直った潔いさぎよさに、さしものパトレンシーナも演技でなく笑う。

「じゃあ……乗っちゃいます。これから街に出るんですよね？」

「うん、馬車はもう呼んである。僕ぼくはお茶を飲んでるから、ゆっくり準備してくれていいよ」

　来客用の椅い子すに腰こしかけて、イクタはすっかりくつろぐ態勢に入った。彼かれの登場からにわかに退たい屈くつが吹ふき飛とんで、パトレンシーナは緊きん張ちようと高こう揚ように駆かられる。

「じゃあ、ちょっと待っててください。久しぶりにおめかししちゃいます」

　そう言って衣い装しよう簞だん笥すに向かいながら、彼かの女じよは確信していた。──これは破は綻たんの予兆だと。







「んーっ、やっぱり帝てい都とは賑にぎやかですね！」

　馬車に揺ゆられて辿たどり着ついた帝てい都との街中で、パトレンシーナは元気いっぱいに手足を伸のばす。道を行ゆき交かう大勢の人々の中でも、その姿はひときわ輝かがやいて見えた。

「聞いたところだと、今日は西の広場で大道芸人たちの技わざ比べ大会があるらしい。ひとまずそれを見物しながら露ろ店てんで昼食を見み繕つくろおうと思うけど、どう？」

「おおいに賛成です！　わたし大道芸って大好きなので！　さ、行きましょう！」

　ふたつ返事で提案に乗って歩き出すパトレンシーナ。ハロとしての振ふる舞まいを意識するうちに、これは過去のハロにはなかった経験だと思い至る。

「なんだか新しん鮮せんですね。イクタさんとふたりでこうやって街を歩くのって」

「そうだね、僕ぼくたちふたりっていうのは珍めずらしい。それに君はいつも、騎き士し団だんの仲間が大勢集まっているところにいた気がする」

「それがいちばん居い心ごこ地ち良よくて。だから……夜になってみんなとお別れする時は、いつも寂さびしく思ってました」

　噓うそ偽いつわりのないハロの本音を語る彼かの女じよ。と、視界の端はしにハロの感性で気になるものを見つけて、彼かの女じよは足を止める。

「あ、店頭にタツーク織がある！　イクタさん、ちょっと寄っていいですか？　わたしあれ大好きなんです！」

「もちろんだよ。せっかく街に来たんだ、君に似合うものを見つけていこう」

　連れ立って服ふく飾しよく店の前に立ち、ふたりは見本として展示されている品をひとつひとつ眺ながめる。

「滑なめらかで綺き麗れい……。こっちのこの色は初めて見ますね。……イクタさん？」

　首をかしげるパトレンシーナ。隣となりのイクタが、まるで価値を査定する古物商のような面おも持もちで見本のひとつひとつをにらんでいたからだ。

「これもこれも……うん、大だい丈じよう夫ぶ、ここの品は上質だ。……無ぶ粋すいでごめん、タツーク織にはちょっとした思い出があってね。そのせいで目に入った瞬しゆん間かんにまず真しん贋がんの確かく認にんに走っちゃうんだよ。良くない癖くせと分かっちゃいるんだけど」

　ため息混じりにつぶやくイクタ。その表情にハロの記き憶おくが呼び起こされて、彼かの女じよは思わず口にする。

「……その思い出って、ひょっとして、ヤトリさんに関することですか？」

「──なんで分かったの？」

　今度は彼かれがきょとんとする番だった。パトレンシーナはくすくすと笑う。

「ずっと見てれば分かりますよぅ。だってイクタさん……ヤトリさんのことを想おもっている時にしかしない顔、ほんとにたくさんありますもん」

「本当に？　参ったな……今の今まで自覚がなかった」

　そう言って、イクタは照れくさそうに鼻の頭をかく。そんな彼かれの姿がいたずらっ子の心を刺し激げきした。彼かの女じよは我が慢まんしきれずさらに言いい募つのる。

「イクタさん、じゃあこれは憶おぼえてます？　みんなでエボドルク州に行った時のこと……」

「マシューの実家を訪ねた時だね。あそこでもひと騒そう動どうあったっけ」

「ええ。結局は勅ちよく任にん官かんの人が悪さをしていたんですけど、それを調べる過程で、わたしとヤトリさんが娼しよう婦ふに変装したじゃないですか。殿でん下かの手も借りて、めいっぱいお洒しや落れして……」

　懐なつかしげに語るパトレンシーナ。何かを思い出したようにイクタの表情が硬かたくなる。

「支し度たくが済んだわたしたちを見た時──イクタさん、自分がなんて言ったか憶おぼえてます？」

「…………」

「だいぶ時間も経たったし、もう忘れちゃったかもですね。あの時──最初にわたしを見ていきなり『買った！』なんて叫さけぶから、殿でん下かとヤトリさんに怒おこられてました。で、すぐに部屋を追い出されて……去り際にぽつりと、ヤトリさんに向けて言ったんです」

　何を言ったかまでは口に出さず、彼かの女じよは青年から視線をそらす。相手に顔を見せないことで不安を煽あおりつつ、パトレンシーナはとどめの一言を口にする。

「あのあからさまな格差には──わたし、けっこう傷ついたかなーって」

「…………………」

「イクタさん？　どうしたんですか、すごい汗あせですよ？」

　振ふり向むいた途と端たんにハンカチを取り出す彼かの女じよ。彼かの女じよの目もく論ろ見みに嵌はまったイクタは、息も絶え絶えに口を動かす。

「……すごく困ってる。今すぐ地べたに頭を擦こすり付つけて謝あやまるべきなんだけど、公衆の面前でそれをすると君に恥はじをかかせる……」

　彼かれのダメージは想像以上に大きかった。パトレンシーナは満足して笑えみを浮うかべる。

「ふふっ──冗じよう談だんですよぅ。本気にしないでください」

　埋うめ合あわせのようにイクタの手を取る彼かの女じよ。それが自分の望みなのかハロの望みなのか、すでに自分では区別が付かない。

「それに──そんなイクタさんを、今日だけはわたしが独ひとり占じめ出来るんですから」










「──ああ、楽しかったですねー！」

　およそ四時間後。西の広場での催もよおしを見終えたふたりは、おおまかに馬車溜だまりの方角を目指しつつ、暮れ始めた帝てい都との街並みをのんびりと散策していた。

「久しぶりだし期待してたけど、あんなに色々やってくれるとは思いませんでした！　さすがは華はなの帝てい都と、集まってくる芸人さんの質が高いです！」

「そうだね、見応えがあった。君に喜んでもらえたなら何よりだよ」

　率そつ直ちよくに喜びを示されて微ほほ笑えむイクタ。杖つえを突ついて歩みを進めつつ、彼かれはそこで提案する。

「馬車溜だまりはあっちだけど、迎むかえにはまだ少し時間がある。静かなところを見み繕つくろって休んでいこうか」

「ですね。はしゃぎ過ぎたから、わたしもちょっと落ち着きたい気分です」

「ついでに飲み物を買おう。おじさん、冷たい果か汁じゆうをふたつ」

　紙し幣へい一枚と引ひき換かえに、イクタはパイナップルを絞しぼって注いだものを二人分、屋台の店主から受け取った。片手が杖つえでふさがっているので、もう片手で指の間に木製のカップをふたつ挟はさみ持つ形だ。が、

「っ、と──」「あっ」

　その持ち方をするにはサイズが大きすぎたようで、渡わたす直前になってイクタが指を滑すべらせる。ふたつのカップのうちの一方が手を離はなれて──とっさに伸のびた彼かの女じよの左手が、それを間かん一いつ髪ぱつでキャッチした。

「無事確保！　ふふ、一滴てきもこぼれませんでした！」

「ごめん、助かったよ。僕ぼくとしたことが、たった半日遊んだくらいで手元が危あやういなんてね」

「早く座すわる場所を見つけましょうか。あっちのほうは静かですけど──」

　そう言ってきょろきょろと辺りを見回す彼かの女じよに、イクタはすっと一方向を指し示す。建物と建物の間の少し奥おくまったところに、長なが椅い子すが一脚きやく置いてあるのが彼かの女じよにも見えた。ふたりはそこへ向かっていく。

「ああ、ここならちょうどいいですね。埃ほこりを払はらって……さ、肩かたにつかまってください」

「ありがとう。実は歩いている時よりも、立ったり座すわったりが辛つらくてね」

「だと思いました。どんどん頼たよってください、これでも騎き士し団だんで唯ゆい一いつの衛生兵ですから！」

　にぎやかに言葉を交かわしつつ、長なが椅い子すに並んで腰こしかけるふたり。ほっと一息ついて飲み物を口に運び、甘あまずっぱい果か汁じゆうをこくこくと喉のどに落としていく。

「…………」「────」

　それを境目に、奇き妙みような沈ちん黙もくが下りる。これまでの楽しい空気とは一線を画する、静かな緊きん張ちようを含ふくんだ沈ちん黙もくが。

　互たがいに無言のまま過ぎる数分。が、それは喋しやべる内容に困った時の消極的な沈ちん黙もくではなく、それ自体に意味のある積極的な静せい寂じやくだった。

　──いよいよ、始まるんだね。

　パトレンシーナもそれを悟さとっていた。これから始まる会話に向けて心を整えるという意味で、ふたりの考えは一いつ致ちしていると。




「……ねぇハロ。君は、人の心についてどう考える？」




　最初に斬きり込こんだのはイクタだった。あまりに漠ばく然ぜんとした問いかけに、彼かの女じよは同じくらい漠ばく然ぜんとした印象で返す。

「心──ですか。むずかしいですね。確かにあるけど目に見えないもの、だけど傷つきやすいもの……そんなイメージでしょうか」

　深い考えのない答えだったが、イクタは意外にもそれにうなずいた。

「傷付くことがあるなら、重傷を負うこともあるのかもしれない。潰つぶれたり、砕くだけたり──割れることも」

　どくん、とパトレンシーナの胸が脈打つ。そんな彼かの女じよの隣となりで、イクタは訥とつ々とつと語る。

「僕ぼくの師であるアナライ博士は、そういう精神の異常に関しても興味をもって研究していた。弟で子しのツテを使って、国内各地から色々な症しよう例れいを収集していたよ。そしてその過程で、それらの資料の中に頻ひん出しゆつするひとつの現象に目を付けたんだ」

「……現象？」

　カップの中の水面を見つめつつ、イクタはこくりと重ねてうなずく。

「そう。それが──憑つき物もの」

　意外な言葉を出されて、パトレンシーナは目を丸くする。

「ある日突とつ然ぜん、ある人物の人が変わったようになる状態を指す。原因は元々の心に成り代わって体に悪あく霊りようが憑とりつくからだとされていて、だから『憑つき物もの』と呼ばれる」

　果か汁じゆうを一口含ふくんで唇くちびるを湿しめらせ、イクタは語り続ける。

「直接の原因を悪あく霊りようとする一方で、それに憑とりつかれるに至った誘ゆう因いんは本人や血筋に求められることが多い。いつも人を妬ねたんでばかりいたとか、信しん仰こうにもとることをしたとか、先祖が神官を騙だまして殺したとか──悪あく霊りようはそういう『きれいでない人間』を好んで狙ねらうとされる。……もちろんこれは通つう俗ぞく的な解かい釈しやくで、アルデラ神学における『悪あく霊りよう』の概がい念ねんはもっと複雑なものだけど」

「…………」

「ともあれ、こういう因果の求め方に、僕ぼくたち科学者は当然ケチを付ける。人を妬ねたんだりとか信しん仰こうに反したりとか、そんなのは程度の差こそあれ大たい抵ていの人間に当てはまるからね。その手の普ふ遍へん的な要素を原因として安易に引っ張ってくるのは『この病気になった人間は必ず水を飲んでいた。だから水がこの病気の原因だ』と言うようなものさ。証明がない以前に仮説として空むなしい。先祖が神官を騙だまし殺して云うん々ぬんに至っては、そもそも大半のケースで事実関係そのものが疑わしいものばかりだったしね。

　さらに言うなら、初手から『悪あく霊りよう』なんていう観測されていないものに原因を求めること自体が研究上の悪手だ。そういうのは他の要素を全部調べ尽つくしても駄だ目めだった時に仕方なく持ち出せばいい。そんなわけで──僕ぼくたちは『憑つき物もの』を悪あく霊りようの仕業としてではなく、人間それ自体の精神の疾しつ患かん、一種の病気とみなして研究を始めた」

　そこで一いつ旦たんイクタは言葉を切る。それでパトレンシーナも予感した。次の発言で、この話の核かく心しんにひとつ近付くのだと。

「その過程で生み出されたのが、『多重人格』という概がい念ねんだ」

　胸の鼓こ動どうそのものが速くなっていくのを感じつつ、彼かの女じよは話に耳を傾かたむけ続ける。

「心理的に強きよう烈れつなショックを与あたえる出来事、はたまた日常的な抑よく圧あつによって、人間の精神は複数に分ぶん裂れつし得るという仮説だよ。つまりは文字通りに心が割れる。割れた欠片かけらのひとつひとつが独立して振ふる舞まうことによって、傍はた目めには人が変わったように見える。──これが『憑つき物もの』の正体として打ち出した、僕ぼくたちの最初の発明だ」

「…………」

「根こん拠きよとしては、『憑つき物もの』とされる人々の発はつ症しよう以前の生活環かん境きようを調べたところ、その大半が精神衛生の面で極きわめて特とく殊しゆかつ劣れつ悪あくな状態にあったということがある。虐ぎやく待たいされたり酷こく使しされたり、あるいは無視されたりといった具合にね。ひとりひとりの資料を見ながら、僕ぼくは思ったものさ──こんな状じよう況きようで長く過ごせば、悪あく霊りようなんかが手を出すまでもなく人間はおかしくなるってね」

　ため息混じりにそう言って、イクタは再び果か汁じゆうを一口含ふくむ。彼かれのように思し索さくを重ねるまでもなく、パトレンシーナはその通りだと分かっていた。身をもって知っていた。

「でも、『憑つき物もの』という現象を『多重人格』という疾しつ患かんに置おき換かえる考え方に対して、僕ぼく個人には疑問もある。まず、それは本当に疾患なのかという点から」

　彼かれの話は今回、いつになく入り組んでいるようだった。パトレンシーナは再び聞くことに集中する。

「社会的な意味で健全な精神──いわゆる善良な心というものは、基本的に学習によって形成されるものだと僕ぼくは考える。より厳密に言えば、清く正しい人間が存在するためには、清く正しく振ふる舞まうことに意味がある環かん境きようが不可欠だ。さらに言いい換かえると、善良であることが命取りになるような環境では善良さは育まれない。例えば餓が死し寸前の人間十人に対してパンが三つしかないような状じよう況きよう。分け合っても飢うえて死ぬだけなのは明らかだ。だったら他から奪うばって生き残る──あらゆる教育や倫りん理りを間に挟はさまない時、生命が下す率そつ直ちよくな判断はそれになる」

　と、そこで腰こしのポーチから顔を出したクスの頰ほおを、イクタは指先で優やさしく撫なでる。

「精せい霊れいという大いなる例外はあるけれど、それは今の論ろん旨しからずれるから脇わきに置こう。話を戻もどすと──例えばここにひとりの少女がいるとして、彼かの女じよの精神は自分自身の生育環かん境きようにおけるルールに応じた発達を遂とげているということさ。優やさしい環かん境きようで育ったなら優やさしい子に、辛つらい環かん境きようで育ったなら難しい子に……というのは、ちょっと雑に言い過ぎだけどね。人間の心の発達は、実際はそこまで単純じゃない」

「…………そうです、ね」

「それでも便べん宜ぎ的に、多少の単純化には目をつむるとして……じゃあ、人格の分ぶん裂れつが生じるのはどういう環かん境きようか？　これは多分に想像を含ふくむけど──人格そのものの調整では間に合わないくらい、本人の身の回りに急激で劇的な変化があった場合じゃないかと思う。例えば普ふ通つうに育ってきた少女がいきなり暴力的な世界に放ほうり込こまれたらどうなるか？　昨日まで人を殴なぐったこともない彼かの女じよにはとてもその環かん境きように順応出来ないだろう。りんごの形に乾かわいた粘ねん土どを、いきなりぶどうの形には出来ないようにね」

　まさにその通りのことが起こったのだと彼かの女じよは思う。それが自分を生んだ土ど壌じようなのだと。

「周囲は自分を脅おびやかすもので満ちていて、その環かん境きように少しずつ順応していくような猶ゆう予よはなくて、それでもなんとか生き延びたくて──そこで無意識に下す判断が、今までの自分とはまったく別の人格を設けることなんじゃないだろうか」

「…………」

「だとすれば、これは疾しつ患かんではなく適応と呼ぶべきだろうね。あるいは生存戦略と言いい換かえてもいい。その在り方を社会がどう見なすにせよ、彼かの女じよが生き延びるためにはどうしようもなく必要だった変化なんだから。彼かの女じよの命を脅おびやかすのではなく、その命を救ったもの──それを病気と呼ぶことは出来ない。いや、呼ぶべきではないと、僕ぼくは思う」

　そこで話はひとまず区切られる。パトレンシーナはゆっくりと青年を振ふり向むいた。

「……とてもおもしろいです。でも、どうして、その話をわたしに？」

「ユグニ少しよう佐さがスパイだとは、僕ぼくは最初から思っていない」

　彼かの女じよの質問を無視した返答のようで、その実は的確な返答。だが、それを口にすることは青年に何の喜びももたらさない。苦く悶もんを絵に描かいたような面おも持もちでイクタは続ける。

「あの日に至るまで軍の奥おく深ふかくに潜せん伏ぷくし続けたほどの人物が、あの局面で焦あせりと不注意からのミスを犯おかすとは考えられない。あれは僕ぼくに向かって差し出された偽いつわりの安心材料だ。そっちの目もく論ろ見み通りに内通者は炙あぶり出だされたよ、だからもう安心して──そんな意図が透すけて見えた」

　パトレンシーナは内心で顔を引きつらせる。そこまで見み透すかしちゃうのはあなたぐらいだよ、と思いながら。

「再会した最初の瞬しゆん間かんから小さな違い和わ感かんはあった。僕ぼくの知っている彼かの女じよとは微び妙みようにずれた誰だれかが目の前にいるような──もちろん、それだけなら二年という時間がもたらしたものと思える」

「…………」

「だけど、僕ぼくはその違い和わ感かんをなかったことにしなかった。いや、出来なかった。それは──君に対する負い目からだ」

「……負い目？」

　意外な言葉が出てきて、パトレンシーナは鸚おう鵡む返がえしにそれを繰くり返かえす。そんな彼かの女じよにまっすぐ目を向けられないまま、イクタは重い口調で告げる。

「僕ぼくは、君と向き合って来なかった」

　その瞬しゆん間かん、ずきり、と彼かの女じよの胸が痛んだ。今の言葉を受けた、それはハロの痛み。

「ヤトリとは最後まで互たがいに向き合い続けた。トルウェイの葛かつ藤とうには図ずう々ずうしく自分から首を突つっ込こんだし、マシューの頑がん張ばりは昔から近くで見守ってきた。今はシャミーユの抱かかえる闇やみを僕ぼくなりに全力で受け止めようとしている。……でも、その四人と比べた時に、ハロ──君に対する僕ぼくの掘ほり下さげは、余りにも浅い」

「…………それは……」

「初めて会った時から、僕ぼくの君に対する印象はすごく良かった。穏おだやかで柔やわらかで、君がいるだけで場の空気が和なごむ。そういう君の存在が騎き士し団だんにはずっと不可欠で、いつも変わらず笑え顔がおでいてくれることが本当にありがたかった。……それはきっと、僕ぼくがいなかったここ二年の間も同じだったんだろう。お姫ひめさんとマシューとトルウェイ──あの三人の関係が瀬せ戸と際ぎわで保たれているのは、君が間を取り持っていてくれたからこそのはずだ」

　感謝と自己嫌けん悪おの板いた挟ばさみになって、イクタは唇くちびるを嚙かんでうなだれる。

「複雑で深い問題を抱かかえた仲間が多かったからこそ、僕ぼくは君の存在に安心していた。君にだけはなんの問題もないと思おもい込こんでいた──いや、そう思いたかったんだ。ヤトリのこと、トルウェイのこと、マシューのこと、シャミーユのこと、他の部下たちのこと……当時の僕ぼくの頭はそれらでいっぱいだった。あれ以上に思し索さくの種は増やせなくて……結果として、僕ぼくは愚おろかにも、君について本気で考えることを怠おこたった」

　握にぎりしめた木製のカップが軋きしみを上げる。自責の念に駆かられる青年に、けれどパトレンシーナは満面の笑えみを向ける。

「──いいんですよ、それで。イクタさんが思った通り、わたしには大した悩なやみはありません。だから脳天気に振ふる舞まえるんです。それがみんなの助けになっていたなら──遠えん慮りよは要いりませんから、この先も同じように甘あまえてください。役立たずでいるよりもずっと、そのほうがわたしは嬉うれしいです」

　相手の悩なやみを無用のものとしてしりぞける優やさしい言葉。が、それを額面通りに受け入れるほどイクタも愚おろかではない。彼かれは目を伏ふせたまま、空になった果か汁じゆうの容器を脇わきに置く。

「……ねぇハロ。本音を言うとね、僕ぼくはいつだって仲間を信じていたい」

「…………」

「けれど、信じるという言葉はとてもとても繊せん細さいだ。扱あつかい方次し第だいですぐにその価値が暴落する。例えば──大切な誰だれかの心の深い部分に思いを馳はせることもなく、ずっと向き合うことさえ避さけてきた馬ば鹿かな男がいるとしよう。そいつがそれを承知でその誰だれかを『信じる』とのたまったなら、それはもう信しん頼らいでも何でもない。ただの思考停止の表明になってしまうんだ」

　仲間に対してそれだけは出来ないとイクタは言う。痛みを超こえた何かが胸に渦うず巻まいて、パトレンシーナは一いつ瞬しゆん息を詰つまらせる。

「……話は遡さかのぼるけどね。さっき話した多重人格──その該がい当とう者とされる人物には、いくつか共通する特とく徴ちようがある。

　そのひとつが、人格を切きり替かえる前と後を比べた場合の振ふる舞まいの違ちがい。元の人格とは異なる言語を話し始めた女性がいる、元は大の運動嫌ぎらいだったのが一日十キロ欠かさず走るようになった男性がいる。でも僕ぼくが考えるに、それは人格が切きり替かわった結果として行動が変わったのではなくて、むしろ逆──行動を変えることで積極的に人格を切きり替かえているのだと思う。一種の条件付けなんだ。今の自分は元の人格とはまったくの別人だと、本人がそう確信し続けるためのね。──同時に、単なる演技と多重人格を分ける一線もそこにある。

　演技はもっぱら他人に向けて為なされるものだけど、多重人格者が人格ごとに振ふる舞まいを切きり替かえるのは、第一に自分自身へ向けたものだ。現在の自分がまったく別人であることを、彼かれらはまず己おのれ自身で信しんじ込こまなければならない。それは努力次し第だいで誰だれにでも可能な類たぐいのことじゃなく──一種の才能であると、僕ぼくは思う」

「…………」

「比ひ較かく的てきオーソドックスな条件付けの例として、何かが反転するパターンが散見される。寡か黙もくな性格だったのがものすごくお喋しやべりになったり、匂においを嗅かぐのも嫌いやだった酒を浴びるほど飲むようになったり。あるいは──もっと甚はなはだしい例では、右利きだったものが左利きになったり」

　そう語った青年の視線が、隣となりに座すわる女の両手に向けられる。

「僕ぼくの知る限り、ハロ、君は右利ききだ。でもさっき僕ぼくがカップを落としかけた時、君はとっさに左手で受け止めた。……右手のほうが近かったにもかかわらず」

「…………」

「今の君は左利きだからだ。普ふ段だんは右利ききの演技をしていても、そうやって反射的に逆の手が伸のびる。それが君独自の条件付けなんだろう。だから演技で誤ご魔ま化かし切れない──いや、それだけは誤魔化し切れてはいけない。とっさにハロとは逆の手が動くという事実それ自体が、君という別人格の存在を根底で支えているからだ」

　呆あきれた観察力だと思いつつ、パトレンシーナはささやかに反論を試みる。

「いくらなんでも強ごう引いんですよ、イクタさん。だってわたしは衛生兵ですよ？　切ったり縫ぬったりは日にち常じよう茶さ飯はん事じで、右も左も手先は器用になっています。だから実質的には両利きに近いんじゃないでしょうか。とっさに左手が伸のびても何も不思議じゃありません」

　その釈しやく明めいに対して、イクタは再反論を行わなかった。同時に彼かの女じよも悟さとった──出来ないのではない、意味がないのだと。右利ききとか左利ききとか、そんな曖あい昧まいな根こん拠きよだけで彼かれはこの追求に及およんでいない。もっと致ち命めい的な一いち撃げきが、この後には控ひかえている。

「今の僕ぼくには『君を信じる』と言う資格がない。……それでも、まったく君を見てこなかったわけじゃない。部分的になら確信出来ることがある」

　それだけは譲ゆずれない一点だと言うように。伏ふせていた目に力を込こめて、イクタはその確信を口にする。

「ハロが僕ぼくたちと過ごした年月、共に戦場を生き延びた時間、彼かの女じよが僕ぼくたちへ向ける気持ちに一いつ切さいの偽いつわりはなかった。それは根こん拠きよを挙げる必要さえない──騎き士し団だんの全員で過ごした日々の記き憶おくがそのまま証明だ。……君の中にある悪意の正体を、僕ぼくは未いまだ知らない。だとしても、善意の所在だけは疑う余地もない。

　別人格という一見して飛ひ躍やくした答えに至ったのはそのためさ。君の中には善意と悪意が並へい存ぞんしている。それらは普ふ通つうなら溶とけ合あって灰色になるはずのもので、けれど君の中では白と黒がそれぞれ独立して存在している。それら全ての事実を踏ふまえて──自分を納なつ得とくさせる解答は、ほかに存在しなかった」

　パトレンシーナは内心で歯は軋ぎしりする。──認められない。そんな思考の流れで正体に辿たどり着つかれたこと自体が、彼かの女じよには到とう底てい認められない。

　ハロの善意の実在は間ま違ちがいないから、同時に悪意が並へい存ぞんする可能性を探し求める？　そんなのはスタート地点から主観に偏かたよりすぎで、彼かれが奉ほうじる科学の理念に照らしてもルール違い反はんのはずだ。

「思おもい詰つめすぎですよ、イクタさん。多重人格がどうとか、左利ききがどうしたとか──そんなに苦労して難しい答えを捻ひねり出だすことはないんです。わたしの中に悪意なんてない。最初からそれが結論なんですから」

　彼かの女じよは認めない。スパイとしての自分を切きり崩くずすものがあるとすれば、それはもっと冷れい徹てつな思考でなければならない。それを提示されない限りは、何をどう言われたところで彼かの女じよは絶対に敗北を受け入れない。

「……君は、あくまで決着を求めるんだね」

　イクタもまた、彼かの女じよのその意思を察した。相手にとって譲ゆずれない一線の所在を。

「それなら、与あたえるよ」

　だから始めた。固く奥おく歯ばを食いしばり──彼かれにとっては苦行でしかない、冷れい徹てつな分ぶん析せきと証しよう拠こに基もとづいて仲間を暴き立てる行いを。

「……卓たく状じよう台だい地ちでの防衛戦の時。敵が放火目的で精せい霊れいを投なげ込こんでくるだろうことは、僕ぼくも戦いが始まる前から予測していた。そして同時に想定した──彼かれらが内通者との連れん絡らく手段にもなっているかもしれない、と」

　語り出したその時点で、パトレンシーナの背筋にぞくりと寒気が走る。

「あの陣じん地ちの中からキオカ側にメッセージを届けることは相当に難しい。伝でん書しよ鳩ばとを飛ばせる状じよう況きようじゃないし、矢や文ぶみでは見つけてもらえない可能性があって、光信号では伝達の工程に時間がかかり過ぎる。となると、いちばん確実なのは精せい霊れいに伝令をやってもらうことだ。メッセージを持たせて崖がけ下したに落とせば、あとは落下地点からキオカ兵たちのほうへ歩いて行ってくれるからね」

「…………」

「でも、そこで自分のパートナーを使うわけにはいかない。軍人には不可欠の相棒だし、メッセージを伝えた後に帰って来られないからね。かといって他の帝てい国こく兵の精せい霊れいでは言うことを聞いてくれない。──そこでキオカ軍が投なげ込こんでくる精せい霊れいに目を付ける。彼かれらならちゃんと情報を持ち帰ってくれるからだ」

　際さい限げんなく高まり続ける破は滅めつの予感に、パトレンシーナははぁと喘あえぐように息を吐はく。

「そこまで読んだ段階で、僕ぼくはひとつ布石を打った。──戦せん闘とうが始まると同時に、あの時点で捕ほ虜りよに取っていたキオカの火ひ精せい霊れいを、何十体か陣じん地ちに放たせたんだ」

　彼かの女じよは知る。どうしようもなく追おい込こまれた時、人間の顔には自然と笑えみが浮うかぶのだと。

「あの時、足元をうろつく精せい霊れいの数がやけに多いとは思わなかったかい？　半分はキオカ軍が投なげ込こんだもので、もう半分は僕ぼくの命令で放ったものだ。もちろん見分けは付かないようにしてあった──というより、投なげ込こまれた精せい霊れいたちのほうが帝てい国こく軍の精せい霊れいに偽ぎ装そうしていた。区別することは至難で、僕ぼくはさらに彼かれらへ言いい含ふくめてあった。捕ほ虜りよになっている主の身の安全を保障する代わりに、誰だれに尋たずねられても作戦行動中のキオカ軍の精せい霊れいだと名乗りなさい、とね」

　冷れい徹てつで、冷れい酷こくで、どこまでも容よう赦しやのない罠わな。彼かの女じよは思う──これだと。自分を切きり崩くずすのは、こういう刃やいばでなければならないと。

「分かるよね。キオカがスパイとして投なげ込こんできた精せい霊れいの中に、僕ぼくのほうでさらに二重スパイを紛まぎれ込こませた形だ。何も知らない兵士たちが捕つかまえてくるのを峻しゆん別べつして、何度も繰くり返かえし放ち続けて……そうするとどうなるか？

　答えは明白。一度捕つかまれば後がないキオカのスパイ精せい霊れいたちよりも、こっちで何度も放たせた二重スパイ精せい霊れいのほうが、内通者の目に留まる確率が相対的に高くなる。空から落下してくる本物はただでさえ目立つからね。早いうちに捕つかまえられて、後半は全体の八割以上がこっちの精せい霊れいだったんじゃないかな」

　彼かれが語るものは全て、彼かの女じよが己おのれだけの領分だと自負していた技術。しかしそれは自惚うぬぼれだった。ジャン・アルキネクスが自分の報告をしりぞけた理由を、彼かの女じよは今こそ正しく理解する。

「その際に内通者が確保したと思われる精せい霊れいは二体。うち一体はキオカ軍へメッセージを届けたようだから、幸運にも本物のキオカの精せい霊れいだったんだろう。……けれど、もう一体は？」

　イクタがハロの闇やみと向き合って来なかったように──彼かの女じよらもまた、青年の力量の底を突つき止とめてはいなかった。あまりに知らなかったのだ。奥おく行ゆきはおろか、横への広がりさえも。

「そう、それがユグニ少しよう佐さの背はい囊のうから見つかった精せい霊れいだ。表向きは敵側の精せい霊れいとして告知していたけど──その裏側で、彼かれはあの時ひそかに、僕ぼくのもとで真相の報告を行っていた」

　解答が終わりに差さし掛かかる。スパイとしての彼かの女じよらに、これ以上ない形で渡わたされる引導。

「だから、彼かれを捕つかまえて、ユグニ少しよう佐さの背はい囊のうに押おし込こんだ人物が誰だれだったか……その時からもう、僕ぼくは知っていたんだ」

　そう締しめくくって、イクタは再び目を伏ふせた。彼かれはほとほと嫌いや気けが差していた──仲間の腹を割り開いて内臓を抉えぐり出だすような自分の行いに。




「──お見事、だね」




　知らない女の声が耳を打ち、イクタは反射的に視線を上げる。そして自分の推測の正しさを知った。そこにある笑え顔がおも、そこにある声こわ色いろも、そこにある存在感も──彼かれの知っているハロのものでは有り得ない。

「もう負けも負け、完敗過ぎて頭がおかしくなりそう。笑い話にもならないよ。形勢が怪あやしくなってきたと思ったら、実はとっくの昔に詰つんでたなんて」

　腹を抱かかえてくすくすと笑う女。衝しよう撃げきが一周して自じ嘲ちように行き着き、全てを暴かれた彼かの女じよは奇き妙みようなまでの明るさを保っている。

「ねぇイクタ・ソローク。スパイが任地で絶対にしないこと──なんだか分かる？」

「…………」

「今からそれをしてあげる。今回の屈くつ辱じよくの記念に」

　そう言って女は立ち上がる。イクタの正面でスカートの左右をつまみ上げて、彼かの女じよは慇いん懃ぎんに名乗りを上げた。

「こんにちは。──わたしはパトレンシーナ。どうか記き憶おくに刻んでね。この名前を直接名乗るのは、あなたでたったのふたり目なんだよ」

　イクタの目がすぅと細められる。耳にした異国の名前に、記き憶おくの引き出しを開けられたように。

「『いたずら好きのカイアツルツクパトレンシーナ』。……出典は旧ニタグアの童どう謡ようかな」

「へぇ、そんなことまで知ってるんだ。……そっか、あなたのお母さんは元々キオカの人だったもんね。あっちではわりと有名な童どう謡ようだし、聞いたことがあってもおかしくないか」

　予想していなかった繫つながりに気を良くしたのか、女はさらに笑えみを深くして敵地での自己紹しよう介かいを続ける。

「お察しの通り、わたしはもともと童わらべ歌うたの主人公。良い子のハロが憧あこがれてやまなかった悪い子の英えい雄ゆう。あなた流に言うなら別人格ってことになるのかな」

「いつの頃ころから、何があって今の形に？」

「そっちのご想像にお任せするよ。いちいち喋しやべりたいことでもないしね。──でも、だいたい分かるでしょ？　わたしたちを見ていれば、どういう地じ獄ごくで育ったかぐらいはさ」

　そう言うに留とどめて、彼かの女じよは多くを語らなかった。が、それで敗北の記念行事は済んだのか──一秒前までの明るい雰ふん囲い気きはなりをひそめて、スパイとしての冷気が再び彼かの女じよを包み始める。

「さて──じゃ、そろそろ終わりにしよっか」

　その発言の半ばには、彼かの女じよはもうすでに長なが椅い子すに片かた膝ひざを乗せてイクタに密着していた。傍はたから見ればまるで口づけを交かわし合う恋こい人びと同士。しかし──その左手には鋭えい利りな輝かがやきを放つ小刀ダガーが握にぎられて、その刀身は青年の首筋にぴったりとあてがわれている。

「兵を伏ふせてあるのはあっちの建物の二階。いざとなれば狙そ撃げきで一発──そうだよね？」

「…………」

「でも残念、タイミングを逃のがしたね。あなたの陰かげになるこの位置に来れば風ふう銃じゆうはもう撃うてない。そして……ほかの何をするよりも、わたしがあなたの首を搔かき切るほうが速い」

　妖よう艶えんな声が青年の耳じ朶だを打つ。暗殺という手段への禁きん忌きももはや意識の外。すでにスパイとして破は綻たんした彼かの女じよに出来る最後の仕事は、今後のキオカにとって最大の脅きよう威いになるこの男を殺害して逃にげることだけだった。










「──でも、分かんないな。せっかく諜ちよう報ほう戦に勝ったのに、なんでこんな自殺まがいの真ま似ねをしちゃうの？　迷わずわたしを始末すればそれで済んでいたのに」

　間近に響ひびく疑問と嘲ちよう弄ろうの声。彼かの女じよとイクタのやり取りを──ハロは、見ていた。最後の手段に打って出た彼かの女じよの裏側で、全てに取り返しが付かなくなろうとする瞬しゆん間かんを、何も出来ずに眺ながめていた。

「言い遺のこすことがあれば聞いてあげる。あなたが最後に何を言うのか、わたしもちょっとだけ興味があるから」

　すでに殺すと決めた面おも持もちで、パトレンシーナは最後の遊びを獲え物ものに持ちかける。それを聞いたイクタは、首に刃やいばを当てられた状態のまま無造作にうなずく。

「……そうだね。言いたいことなら、ある」

　そう言うと同時に、彼かれはまっすぐハロの目を見た。

　──え？

　目が合っていた。パトレンシーナを突つき抜ぬけて、彼かの女じよという表出した人格の裏側で、ハロはイクタと見つめあっていた。驚おどろきの余り心臓が止まりかけた。

「ハロ、君は悪い子だ」

　続く第一声は、どれほど鋭えい利りな剣けんよりも彼かの女じよの胸に突つき刺ささる言葉。そう──自分は悪い子。それが暴かれてしまったのなら、もう誰だれにも愛してもらえない……。

「とっても悪い子だ。……僕ぼくたち全員が、時にそうであるように」

　後を継ついだ彼かれの言葉に不意を突つかれて、ハロは伏ふせようとした目をもう一度持ち上げる。

　──あ……。

　悪い子だと、そう責められたのだと思っていた。でも違ちがった。自分を見つめる黒い瞳ひとみに、その優やさしい輝かがやきに、彼かの女じよを断罪する意図などこれっぽっちも含ふくまれてはいない。

「でも、それでいいんだよ。良い子でなくても、真っ白でなくても、これまでどんな罪に手を汚よごしていても──その全てが赦ゆるされる場所がある」

　そう言って、彼かれはゆっくりと手を伸のばす。悪意の裏側のハロに向かって。自分が良い子になれないことに絶望しきった少女に、断罪でも贖しよく罪ざいでもない、ただの迎えの手を差さし伸のべる。

「もう帰っておいで。君の帰りが遅おそいから、ずっとずっと待っている」

　何も問わない。何も訊きかない。何者であっても構わない。──最初の最初から、黒くろ髪かみの青年はその決意をもって自分たちに会いに来ていたのだと、ハロはここでようやく思い知り、

「良い子で悪い子のハロ。──僕ぼくたちはみんな、君のことが大好きだ」

　自分がとっくに愛されていたことを──この終局の間ま際ぎわに、彼かの女じよは知った。







「…………え……？」

　最後の遊びを終えて、小刀ダガーで首筋を搔かき切ろうとしたパトレンシーナの動きが、そこでぴたりと止まった。

「…………ちょっと、ハロ。冗じよう談だんよしてよ」

　手首を、摑つかまれていた。──右みぎ腕うでに。ハロの利き手に。普ふ段だんの彼かの女じよからは考えられない万力のような力で握にぎり止められて、凶きよう器きを握にぎる手はぴくりとも動かせない。

「やめてって──今はわたしの番でしょ？　せっかくぜんぶ台無しにするところでしょ？」

　パトレンシーナは恐きよう慌こう状態に陥おちいっていた。彼かの女じよには理解出来ない──地じ獄ごくの底でハロを生かすために生まれた彼かの女じよには、なぜここでハロが自分を止めるのか皆かい目もく見当が付かない。

「なんで、なんで止めるの？　善意とか献けん身しんとか、そういうのは全部まとめて踏ふみにじる──それがわたしたちの望みだったじゃない！　わたしたちが生きてきた地じ獄ごくのルールだったじゃない！」

　彼かの女じよにはまだ分からない。自分の知る地じ獄ごくが、世界の全てではないことが。

「なのに、なんだって今いま更さら──ぅあッ！」

　金切り声が途と切ぎれた。内側からの反はん抗こうに押おし負まけて、弾はじけ飛ぶように頭がのけ反り──がっくりと力を失って垂れ下がる。

　そして──震ふるえる唇くちびるから、弱々しく掠かすれた、けれどイクタのよく知る彼かの女じよの声が紡つむがれる。

「……望み、は……」

　伏ふせていた顔がゆっくりと上がっていく。未いまだ隙すきあらば暴れ出そうとする左ひだり腕うでを押おさえつけて、ハローマ・ベッケルは泣き笑いの表情で想おもいを口にする。

「…………望みは、たったいま、叶かなったから…………」

　一歩、二歩、三歩──腕うでを押おさえながら、ハロは青年から後ずさる。……無数の自じ己こ欺ぎ瞞まんによって成り立っていた善ぜん悪あくの二面性。その礎いしずえとなっていた報復の衝しよう動どうを自ら否定して、彼かの女じよは長らく見失っていた本当の望みに目を向ける。

「……ああ──」

　良い子であり続けて報むくわれなかった彼かの女じよは、

　良い子のままでは生きられなかったために悪を宿した彼かの女じよは、

　良い子でなければ愛される資格がないと信じてしまった彼かの女じよは、

　たった一度でいいから──君が悪い子でも愛していると、誰だれかに言って欲ほしかった。

「……イクタさん……」

　その願いは、ここで満ちた。いや、とっくに満ちていたことをようやく知った。

　なぜ気付かなかったのだろう──自分はこんなにも仲間に恵めぐまれていた。愛されたいと伝えるまでもなく、愛されるための代価を支し払はらうのでもなく──ただ自分を愛し、迎むかえ入いれてくれる人々がいたのだと。

　人生で初めての幸せに包まれて、ハロは微ほほ笑えむ。どこまでも満たされて、どこまでも透とう明めいに。

　そう、だから──その仲間を守るために。




「……あなたたちに出会えて、良かった……！」




　悪意の左手から奪うばい取とった小刀ダガーを、少しも迷わず自分の首筋に突つき立たてた。
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　彼かれが狙撃手トルウエイの名を叫さけぶのと、杖つえを捨てて体ごと飛とび込こむのはほとんど同時だった。

「おぉ──ッ！」

　ハロの右手で弾だん丸がんを受けた小刀ダガーが弾はじけ飛び、そこにイクタが体ごと飛とび込こんでいく。右みぎ腕うでをつかんでもろとも地面に倒たおれ込こみ、彼かれはハロを体ごと押おさえ付つけた。

「──だめ、イクタ、さん──離はなれ、て──！」

「誰だれがッ！」

　悲痛な表情で青年を突つき放はなそうとするハロ。さもあらん──その左ひだり腕うでは未いまだにイクタの殺害を求めて猛たけり狂くるっている。だが、イクタにそちらはまったく目に入らなかった。自死を実行しようとする右みぎ腕うでだけを全ぜん身しん全ぜん霊れいで止めにかかった。絶対にハロを死なせないという想おもい以外、そこには何一つ介かい在ざいしていなかった。

「お願いだから、離はなれて──死なせて──でないと、殺して、しまいます……！」

「嫌いやだ！」

　自殺の完かん遂すいを求めてハロは希こいねがう。それが他でもない自分の命を守るための行こう為いだと知りながら、イクタは断固として許さない。

「死なせない！　もう騎き士し団だんの誰だれも、僕ぼくより先には死なせない……ッ！」

　全てを解決する方法を求めて、彼かれは刹せつ那なに猛もう然ぜんと頭を働かせた。狙そ撃げき手しゆの位置はすぐに駆かけ付つけるには遠すぎる。この場は彼かれが何とかするしかなく、





　──いたずらっ娘のパトレンシーナ　今日は年ねん貢ぐの納め時だよ




　　西で東で悪さがばれて　ばっちり叱しかられ涙なみだ顔がお──






　彼かれが選び取った結論は、あろうことか歌うことだった。

　古い記き憶おくの底から歌詞とメロディーをすくい上げて、イクタはそれをハロの耳元で口にする。





　──すると来た来た来てくれた　赤いエプロンのお母さん




　　娘むすめといっしょに頭を下げて　お手々繫つないで帰り道──






　暴れまわっていた左ひだり腕うでがぴくりと震ふるえて止まる。彼女パトレンシーナを生み出す元となった童どう謡よう。彼かの女じよにとってもっとも馴な染じみ深いそのメロディーに、今は聞き覚えのない歌詞が乗せられている。





　──泣きべそやまない娘むすめに言った　「今日はシチューハプセを作るのよ」

　　　それは彼かの女じよの大好物で　たちまち涙なみだは引ひっ込こんじゃって

　　　いっしょに立ちたい台所まで　幸せいっぱい歌って歩く

　　　「素す敵てきな仕事を始めましょう　わたしの仕事を始めましょう」──






　優やさしさに満ちた歌が、幸せな終わりを迎むかえる頃ころ……ハロの左ひだり腕うでは、いつしか鎮しずまっていた。……それはまるで、母親に子こ守もり唄うたを歌ってもらった子供が穏おだやかな眠ねむりに就つくように。

「……本歌にはない第十一番。これは、母さんが作ったんだ」

　ハロを抱だきしめた体勢のまま、イクタはぽつりとそう告げる。相手の軍服に押おし付つけた目元から、頰ほおを伝って一筋の涙なみだがこぼれ落ちる。

「君のことが心配だったんだよ。さんざん悪さをした後、ちゃんとお家うちに帰れたのかどうか、歌った後にいつも気になって……だから、ついに自分で結末を作っちゃった。遊び盛ざかりのいたずらっ娘が、家族の待つ温かい家に帰る歌を」

　仰あお向むけに空を見上げるハロの瞳ひとみに、懐なつかしい夕焼けの色が映る。ふと耳を澄すませば──遠くからは、家路を急ぐ子供たちの声が聞こえてくる。

「──もうじき日が暮れる。帰っておいでパトレンシーナ。帰っておいで、ハロといっしょに。

　遊び回ってお腹なかが空いただろう？　ごはんを作っていっしょに食べよう」

　イクタは呼びかける。抱だきしめる力を決して緩ゆるめずに。その大切な命が、決して腕うでの中からこぼれ落ちることのないように。

「大好きなみんなといっしょに、温かいテーブルを囲もうよ──」




　日が暮れていく。どこかでカラスが鳴いている。

　今この一時──良い子にも悪い子にも、夕焼けの茜あかね色いろは同じ優やさしさをもって降り注いでいる。







[image: 第四章　劇薬投入]
















「…………むむむ……」

　部屋を包む賑にぎやかな空気の中、黒くろ髪かみの青年と長なが椅い子すに腰こしかけて、金きん髪ぱつの少女はどこか落ち着かなげにしている。

「どうしたのシャミーユ、難しい顔をして。何か悩なやみ事でも？」

「いや、そうではない。悩なやんでいることはいくらでもあるが、いまはそういうことではなくて……」

　表現に困って言葉を濁にごし、シャミーユは隣となりのイクタと目の前の光景を見比べる。




「──ハロ、これ煮に込こみに入れるんだよな？　適当に乱切りにしちゃうぞ」

「あっ、待ってマーくん。その種類の芋いもは火の通りが悪いから、けっこう小さめに切らないと」

「はい、二センチくらいの賽さいの目めにしてくれるといいですね。……んー、お肉の下味はこんなもので大だい丈じよう夫ぶかな？　もう少し辛からめでも……」




　親しく言葉を交かわしつつ調理を進めるマシュー、トルウェイ、ハロの三人。このためにわざわざ宮中に数ある部屋のうち、「広すぎず狭せますぎず台所が併へい設せつされているところ」という条件に合う場所を見み繕つくろったのだ。

　他ならぬ黒くろ髪かみの青年の提案なのでふたつ返事で了りよう承しようはしたものの、シャミーユにはその意図を測りかねているところがあった。

「……これは一体、どういう風の吹ふき回しなのだ？」

「みんなで作って食べる晩ごはんは気に入らないかい？」

「いや、それは良い。それは良いが……なにかこう、これではまるで……」

　当たり前の家族の夕ゆう餉げのようだ──そう言いかけて、シャミーユはとっさに思い留とどまる。自分にそんなことを考える資格があるはずもないと思い出して。

　先に続くはずだった言葉を察したイクタは、ゆっくりと首を横に振ふってみせる。

「まるで、じゃないですよ。……僕ぼくはね、そのものだと思っています」







「……ハロがキオカと内通してた？」

　きょとんとするマシュー。──遡さかのぼること三日前。パトレンシーナとの暗あん闘とうに決着を付けたイクタは、子供のように泣き続けるハロを落ち着かせた後、人目に付かない宿の一室を見み繕つくろって騎き士し団だんの面々を招集していた。

「……二点。せっかく冗じよう談だんでびっくりさせる気なら、もう少し本当に有り得そうなことをでっち上げろよ。いまのは特に出来がひどい。月が落っこちてきたっていうほうがまだ驚おどろいたぞ」

　鼻で笑ってそう言ってのけるマシュー。彼かれにとっては至し極ごく当然の反応だったが、それを聞いたイクタはノータイムで額にチョップをかました。

「──ていっ！」

「ぐぁっ!?　なっ、なにすんだよ！」

「我わが友マシュー、残念ながら君も僕ぼくと同罪だ。今すぐ並んでハロに謝あやまろう。ここなら人目にも付かない……さぁ～、地～べた～にあ～たま～を擦す～り付けて～」

「なんでだよっ!?」

　イクタと並んで地面に這はわされる流れに、彼かれはわけも分からないまま抵てい抗こうする。と──そんなマシューが助けを求めて視線を向けた先には、両手で目元を押おさえて嗚お咽えつするハロの姿。彼かれはぎょっとして立ち上がった。

「……え？　……え？　…………え？　お、おいハロ、そんな泣くなよ。たかが冗じよう談だんに気合い入れすぎだろ……っつーか、おまえそんなに演技派だったか？」

　彼かれが戸と惑まどう間にも、指の隙すき間まからこぼれて床ゆかを打つ涙なみだの粒つぶ。とても演技で泣いているようには見られず、マシューは脇わきに立つ翠すい眼がんの青年に困こん惑わくの目を向ける。

「なぁトルウェイ、これはいったい何の──」

　すぐに言葉が途と切ぎれる。ぐっと唇くちびるを嚙かんで目を伏ふせている相手の様子から、小太りの青年はそこに一いつ切さいの冗じよう談だんがないことを見て取ってしまった。

「……………………………………………………………………………………………マジなの？」

　錆さびたネジを回すように、マシューはおそるおそるイクタのほうを振ふり向むく。黒くろ髪かみの青年は真しん剣けんな面おも持もちで腕うでを組んだ。

「話をそこから先に進める前に、僕ぼくから一言挟はさみたい。とても大事なことなんで──いいかな？」

　言いながらマシューとトルウェイを同時に見み据すえて、彼かれはいきなり声を張り上げた。

「ハロだって悪いことくらいする！」

　正面から叩たたきつけられた言葉に、ふたりは呆ぼう然ぜんとしてイクタを見返すしかない。彼かれは憤ふん然ぜんとして鼻を鳴らす。

「この点から目を逸そらしていたことが、この一件における最大の過失と言っても過言じゃない。いいかい──これは騎き士し団だん全員の反省の場なんだ。今日ばかりはヤトリにも出席願うよ」

　そう言うと、イクタは腰こしからマンゴーシュを外して空いている椅い子すのひとつに置いた。まるでそこに彼かの女じよが座すわっているかのように振ふる舞まいながら、彼かれは再びハロに向き直る。

「とりあえず、ハロ、事情の説明をしてもらえるかい。どんなに時間がかかってもいいから、最初の最初から」

「……はいっ……」

　涙なみだを拭ぬぐい、嗚お咽えつを飲のみ込こんでうなずくハロ。イクタは優やさしく言葉を添そえた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ちゃんと話せば必ず伝わるよ。ここにはそういう相手しかいない」

　こくこくとうなずきを繰くり返かえし、赤く泣き腫はらした目を仲間たちに向けて、彼かの女じよは決然とした面おも持もちで口を開く。

「──全部、お話しします」







　それから小一時間ほど費ついやして、ハロの本来の来歴はおおよそ説明された。

「──二重人格、ねぇ……。……まぁ、単純にハロが演技しておれたちを騙だましてたってよりは、まだ現実味があるけどさぁ……」

　煮にえ切きらない表情でつぶやくマシュー。まず事実を飲のみ込こむところで苦戦している彼かれを前に、イクタはひとつ提案する。

「ハロ、マシューはなかなか実感が湧わかないみたいだ。このままじゃ埒らちが明かないから、いっそ彼かの女じよを出してみるのは？」

　大だい胆たんすぎる解決策に目を丸くするハロ。黒くろ髪かみの青年は安心させるように付け加えた。

「もう大人しいんだろう？　大だい丈じよう夫ぶ、いざとなれば全員で取とり押おさえるから」

　そう言われたところで、じゃあ替かわりますとうなずけるほどハロにとって軽い話ではない。が、イクタの目には本気の光があった。彼かれらにも全てを見せてくれと、黒い瞳ひとみが語っている。

「……っ」

　マシューの疑念がなくとも、いずれは避さけて通れない通つう過か儀ぎ礼れい。それを当然のものとして受け止めて、彼かの女じよは両こぶしをぎゅっと握にぎりしめて心を固める。

「…………トルウェイさん、マシューさん。危険を感じた時は、迷わず撃うってください」

　無論のこと、彼かれらの手をわずらわせることなく自分に始末を付ける覚かく悟ごもハロにはある。緊きん張ちようした面おも持もちで深く息を吸って目を閉じ、それから十数秒──まぶたがすっと開くと、

「──見世物じゃないんだけど」

「うぉおっ!?」

　口調からトーンまで直前とはまったく印象の違ちがう声が響ひびいて、マシューは思わず座すわっていた椅い子すから飛び上がった。そんな彼かれを冷たい視線で眺ながめて、ハロの顔をした女は肩かたをすくめる。

「太っちょ驚おどろきすぎ。わたしに替かわるってちゃんと言ったでしょ」

「だ……誰だれ？」

「だからわたしがパトレンシーナ。これで納なつ得とくした？　まだ認められないなら、ハロが絶対言わないタイプの罵ば倒とう語を千ダースくらい浴びせてあげてもいいけど」

　返答がないので、彼かの女じよは実際にそうした。五分後──想像を絶する言葉の暴力に徹てつ底てい的てきに打ちのめされたマシューは、ほとんどボロ雑ぞう巾きんになった気分で机に突つっ伏ぷしていた。

「……なんなんだ、この性しよう悪わる女……どうやったらここまで人に残ざん酷こくになれるんだ……」

　トルウェイも同じ心境でごくりと唾つばを飲のみ込こむ。行ぎよう儀ぎ悪く机に両りよう肘ひじをついて、パトレンシーナはさらに続けた。

「違ちがいを見せろっていうなら、後はまぁ……ハロに出来ない芸当はいろいろ出来るかな。例えばこういう手品とか」

　言って、何も持っていなかったはずの手からペンやハンカチ、コインを次々と出して見せる彼かの女じよ。おお、とイクタが歓かん声せいを上げる。似たような小こ技わざを身に着けている彼かれには、相手が何気なくやってのけたことのレベルの高さが分かるのだ。

「あと、ハロよりもわたしのほうが断然強いよ。太っちょなんて素す手ででも簡単に殺せるし」

「……むっ」

　白兵戦について自負のあるマシューがその挑ちよう発はつに反応する。ふたりの間に争いの種が撒まかれかけたところで、すかさずイクタが言葉を挟はさんだ。

「パトレンシーナ。たとえ冗じよう談だんでも、仲間に向かってそういうことは言っちゃいけない」

「は？　何よそれ、わたしは仲間なんかじゃ──はわっ！」

　言葉が中断し、イクタの両手につままれたほっぺたがにょーんと伸のびる。間近で相手を厳しくにらみつつ、青年はさらに言った。

「もう一度言うよ。仲間に向かって、そういうことは二度と言っちゃいけない」

　たしなめながら、うにうにと頰ほおの肉を伸のび縮ちぢみさせる青年。その扱あつかいに対して満足な抵てい抗こうを示さず、パトレンシーナは次し第だいに涙なみだ目めになって弱々しい声を漏もらす。

「……ひゃい。ごめんなさい、もう、言いまひぇん……」

「分かればよろしい」

　謝罪を聞いたイクタがぱっと手を放す。ようやく解放された彼かの女じよはうつむいて両手で頰ほおをさすり、そのまま上うわ目め遣づかいにそろそろと青年を見た。

「…………もう、ハロに戻もどってもいい？」

「そうしたいならいいよ。でも、呼んだらまた出てきてね。それに──君のほうで僕ぼくたちに会いたくなった時も」

　穏おだやかに笑って言ってのけるイクタ。そんな彼かれをしばらく不満げに見つめた後、パトレンシーナは静かに目を閉じる。数秒後にまぶたが開いた時には、彼かれらのよく知るハロがそこに戻もどって来きていた。

「……すみません、口の悪い子で……」

　さっきさんざん放った暴言のことを思って、ハロはマシューに深く頭を下げる。彼かれもトルウェイも衝しよう撃げき醒さめやらぬという顔で押おし黙だまり、そこに目もく論ろ見み通りの結果を見て取ったイクタがすぐさま話を進めた。

「──まぁ、この通りだ。百聞は一見に如しかず、実際に会って話したことで演技とは違ちがうのが直感的に分かったと思う」

「ハロとはまったくの別人……そう思えばいいのか？」

　受けたままの印象で尋たずねるマシュー。しかし、イクタは即そく座ざに仏頂面で首を横に振ふった。

「それじゃ話が振ふり出だしに戻もどっちゃう。彼かの女じよもやっぱりハロだよ。誰だれもが当たり前に持ってる悪い子の部分──ハロの場合は、それがパトレンシーナなんだ」

　そこだけは勘かん違ちがいしてはならないと念を押おして、青年はさらに言葉を続ける。

「これまでの僕ぼくたちは、彼かの女じよのそういった側面をずっと無視してきた。騎き士し団だん全員の反省の場っていうのはそういうことさ。良い子でいてくれるハロに、僕ぼくたちは無意識に寄りかかり過ぎていた。それこそ今日までパトレンシーナの存在が発覚しなかった理由に他ならない」

　語る声には自省の念がにじみ出ている。間ま違ちがった怠なまけ方──それは彼かれがもっとも戒いましめることのひとつだ。

「トルウェイ、マシュー、それにヤトリ──君たちと向き合うのと同じだけの熱量をもってハロに接していれば、僕ぼくはもっと早くに彼かの女じよの存在に気付けたはずだ。それは僕ぼくたち全員に同じことが言えるということを、まずは重く受け止めて欲ほしい」

「……相談してくれりゃ、力にはなったよ……」

「それが出来ないこともある。そういう時には察してあげるのが仲間の役目だよ」

　力なく反論したマシューがすぐに黙だまらされる。そんな彼かれからトルウェイに、そしてヤトリのマンゴーシュに視線を移して、イクタはため息混じりに付け加える。

「それに──ハロに限らなくてもさ。重大な悩なやみを誰だれかにぱっと相談出来るタイプの素す直なおな子は、ウチの所帯では最初から少数派だったと思うけどな」

　うう、と苦しげにうなって目を伏ふせるトルウェイ。その指し摘てきに、彼かれは直近で余りにも心当たりがありすぎた。

　彼かれの隣となりでもまた、イクタの言葉を受けて考かんがえ込こんでいたマシューが、その指し摘てきを飲のみ込こんでゆっくりと口を開く。

「……おれたちに責任があるのは分かったよ。言われれば確かに、これだけ長く付き合って背中を預けてきた相手なのに、おれはハロのことを知らな過ぎた。その事実は率そつ直ちよくに恥はじる。

　だけど──それと裏切りの件は話が別だ。実際に何をやったのか、詳くわしく聞かせてもらうぞ。そうしないと許すも何もない」

　声と表情に厳しさを宿して問とい詰つめるマシュー。それでついに来るべき時が来たと感じて、ハロは静かに話し始めた。

「……皆みなさんと出会った後の活動なら。最初の一回は、海戦の後の『黄こう竜りゆう号』の中です」

　思わぬ名前が出てきて他三人が目を丸くする。彼かれらもそれぞれ記き憶おくを辿たどった。

「海路でヒオレド鉱山に向かった時か？　だいぶ遡さかのぼったな……」

「知っての通り、あの船にはわたしの同類──『亡霊部隊カラ・カルム』の一員であるダンミエ・カンロン海かい佐さが乗っていました。その正体はヤトリさんによって見破られましたが、わたしは彼かれの土ど壇たん場ばでの逃とう走そうに力を貸しました」

　それを聞いた瞬しゆん間かん、トルウェイがはっと思い立ってうなずく。

「そうか、あの時に人ひと質じちに取られたのはハロさんだったね。あれはつまり……」

「はい、わざとです。あの状じよう況きようから彼かれを離り脱だつさせるには、海軍にとっての『お客さん』であるわたしを盾たてに取ってもらうのがいちばん有効でしたから……」

「なるほどな。……というか、一いつ瞬しゆん聞き流したけどさ。おまえ今、自分が亡霊部隊カラ・カルムの一員って言ったか？」

「はい。北域で戦った人たちとは担当が違ちがって、わたしは諜ちよう報ほう部門の新人ですけど……」

　ぐむむとうなって両手で頭を抱かかえるマシュー。ずっとすぐそばにいた女性にそんな正体があったことを、彼かれにはそう簡単には受け止め切れない。

「そこからはしばらく間が空いて──パトレンシーナに切きり替かわって本格的な活動を始めたのは、実はここ最近です。マシューさんとサザルーフさんの調査任務に同行した時からと言ってしまっていいでしょう。あの段階ではまだ神官による教徒たちの扇せん動どうがじゅうぶんではなかったので、現地への移動を妨ぼう害がいすることで時じ間かん稼かせぎを行いました。進軍の途と中ちゆうで一いつ般ぱん人じんに助けを求められたりしたのはそのせいです」

　小太りの青年の表情がさらに苦々しくなる。それでますます肩かたを縮めながらも、ハロは告白を止めない。

「同時並へい行こうで工作員たちにも指示を出して、捕ほ虜りよになっている海軍少将エルルファイ・テネキシェラさんの奪だつ還かんにも作戦を提供しました。捕ほ虜りよ収容所を脱だつ出しゆつして近きん隣りんの基地で武装と物資を確保して、そのまま教徒たちと合流して山脈に突とつ入にゆうしていった……あの一連の行動はわたしたちが立案して指示したものです」

「立案から関わってんのかよ……。どんだけ辣らつ腕わんなんだおまえらは」

　思わず言ってしまうマシュー。この一いつ瞬しゆんは皮肉よりも驚きよう愕がくが勝まさっていた。

「ただ、陛下が直接援えん軍ぐんに来られたのは想定外でした。そこから先は、彼かの女じよを守りながら帝てい国こく軍の損害を上乗せする方向で工作を続けていきます。推移は極きわめて順調でした──あの場にイクタさんが到とう着ちやくするまでは」

　ちらりと黒くろ髪かみの青年に視線をやるハロ。が、すぐに目を伏ふせて話を再開する。

「そこから先も、ユグニ少しよう佐さに罪を被かぶせたりキオカ軍への連れん絡らくを試みたり、やれることは色々やりました。が、結果的には何の成果に繫つながったわけでもなく……イクタさんに完敗して、それから今に至ります」

「……何人くらいだ」

　説明に割わり込こんで、マシューがぽつりと、しかし重い言葉を挟はさむ。

「おまえらの工作の影えい響きようで、今回、何人の兵が余計に死んだ？」

　場の緊きん張ちようが一気に増していく。罪の意識に肩かたを震ふるわせながら、それでもハロは取とり繕つくろうことなく答える。

「正確な数は分かりません。でも……遠因も含ふくめれば、千人は下らないと思います」

「…………ッ！」

　予想を遥はるかに上回る数字を示されて、マシューは衝しよう動どう的にこぶしで机を叩たたく。そんな彼かれに向かって、努めて柔やわらかくした声でイクタが言う。

「ねぇマシュー。それと同じか……あるいはもっと多くの命を、衛生兵としてのハロはこれまで救って来てもいるよ」

「そのふたつは相そう殺さいされるもんじゃないだろ！」

　小太りの青年が鋭するどく叫さけぶ。それは紛まぎれもない事実で、けれどイクタは怯ひるまない。

「その通り。──でも、だから何だというんだ。僕ぼくは彼かの女じよを責めないし罰ばつしない」

　開き直りじみた発言に、とっさに彼かれをにらみつけるマシュー。その感情を真っ向から受け止めて、黒くろ髪かみの青年は力強い声で応じる。

「身びいきというならその通りさ。でも──彼かの女じよらに罪を問うなら、それは余りに順番が違ちがうと思わないか。幼少期の彼かの女じよを地じ獄ごくのような境きよう遇ぐうに追おい込こんでいった一家の罪は？　たった十二歳さいの少女を適性があるというだけの理由で裏切りの世界に導いた誰だれかの罪は？」

「───っ──」

「問われていない。それらは余りにも問われていない。今ここにいる彼かの女じよはあくまで悪質な因果の連続が生み出したひとつの結果で、原因も誘ゆう因いんも責任もそれぞれ別個に問われるべきものだ。……ハロ自身の中に、それらがまったく含ふくまれないとは言わないよ。だとしても、責めることも罰ばつすることも僕ぼくは望まない。そんなことよりも遥はるかに大事な務めが僕ぼくたち仲間にはある」

　そう言って強く相手を見み据すえるイクタ。ぐっと奥おく歯ばを嚙かみしめて、マシューは厳しい自制の末に言葉を絞しぼり出だす。

「……間ま違ちがいを犯おかした相手を、責め立ててなじっても始まらない……ってか」

　イクタの表情がふと和やわらぐ。相手がそれを口にしてくれたことへの感謝が、そして掛かけ値ねなしの敬意が続く言葉ににじむ。

「よく憶おぼえていてくれたね。そう──それらは感情を満たすための報復に過ぎない。過あやまちを生むに至った根本と向き合い、相手を諭さとし導くことだけが唯ゆい一いつの正解だ」

　マシューの発言を引ひき継ついで結論する。小太りの青年が両こぶしを握にぎり締しめて立ち上がる。

「分かってる、分かってるよ！　でも、くそ──気持ちが追い付かない。おれたちを罠わなに嵌はめた本人を責められないなら、大勢の兵が死んだことの責任は誰だれに求めればいい？　おれはどうやってこの感情に整理を付ければいいんだ!?」

　行き場を失った怒いかりをもてあまして青年はテーブルを叩たたく。イクタは揺ゆるがず即そく答とうする。

「答えはひとつだ。──僕ぼくたちに分けてくれ。あの戦場で起こった全ての出来事についての責任を、それが何であれ、僕ぼくたちは等しく分かち合うべきだ。……決して独りで背せ負おい込こむのではなく」

「…………ッ！」

　一歩も引かずにイクタは告げた。仲間であること──その絆きずなに対する彼かれの決意を、ここに及およんでマシューも理解する。二年前までの彼かれと比べても、それは明らかに強固さを増していた。

　イクタと気持ちをぶつけ合った末に、マシューはやがて、厳しい面おも持もちでハロを振ふり向むく。

「……おい、ハロ……！」

　名前を呼ばれた彼かの女じよがぐっと胸を押おさえる。……どんな罵ば倒とうも弾だん劾がいも甘あまんじて受け入れると、その表情が語っていた。今すぐ死んで償つぐなえと言われれば、一いつ瞬しゆんの躊躇ためらいも挟はさまずにそれを実行に移すだろうことが一目で分かった。

「…………………ッ、………おまえはッ…………おまえはッ……！」

　覚かく悟ごを固めて佇たたずむ彼かの女じよを、マシューは全身を震ふるわせながらいかめしい表情でにらみ続けた。そのまま五分が経たち、十分が経たち──それに倍する時間が張りつめた沈ちん黙もくのうちに過ぎ去り、

「……………………………………………………ずるいよ、おまえは」

　その末に、きつく握にぎりしめていたこぶしをほどいて。どこか観念したような表情を、小太りの青年は浮うかべていた。

「だって、めちゃくちゃ怖こわいんだよ。……戦場で怪け我がをした時、後ろにおまえがいないなんて。考えるだけで手が震ふるえて背中が冷たくなって、足元がおぼつかなくなる。……そんな戦場で、おれはいままでと同じに戦える気がしない」

「……マシューさん……」

　凝ぎよう然ぜんと相手を見返すハロ。マシューの表情に色いろ濃こく苦く渋じゆうがにじむ。

「戦場に出るまでもない。おまえが折につけフォローしてくれてなきゃ、おれはこの二年のどっかでシャミーユ陛下に首を刎はねられていたかもしれない。……だから知ってるよ、ハロ、ずっとおまえに救われて来たことを。日の当たらない縁えんの下したから、おまえがずっとおれたちを支え続けて来てくれたことを」

　裏切りへの怒いかりもある、悲しみもある。おまえのせいで大勢の部下が死んだんだと──そう責め立てたい衝しよう動どうを、彼かれは今でも必死にこらえている。

　だが──彼かの女じよに対する感謝の想おもいをそれらとぶつけ合った時、彼かれの中に残ったのは、これまでにも増して確かな仲間への親愛で。それを自分で理解した時、マシューの中で荒あれ狂くるっていた感情は少しずつ、ひとつの結論へ収束していった。

「……許せるのかどうかは正直、分からない。部下たちの死はなかったことに出来ない」

　瞑めい目もくして裁さばきを待つハロ。その前で深くうつむき、マシューは震ふるえる声で告げる。

「当然だ。おれはあいつらの指揮官で、部隊長として命を預かっていた立場で──その責任を手放せるはずがない。その気だけは、おれにはこれっぽっちもない」

　自分の手を見つめながら、マシューはそこからこぼれ落ちた命の数を思う。自分の未み熟じゆくと失敗によって、これから先に取りこぼすだろう命の数を思う。

　そして、同時に確信せずにはいられない。──その犠ぎ牲せいを少しでも減らすためには、目の前の彼かの女じよの力が不可欠だということを。ハローマ・ベッケルの助けが失われた戦場を、自分がどれだけ恐おそれているのかを。今に至るまで、どれだけ彼かの女じよの存在に救われて来たのかを。

「でも、罪があろうがあるまいが、おまえはどうしようもなく騎き士し団だんの仲間だ」

　伏ふせていた顔を上げて、マシューはそう口にする。その声はもう、震ふるえてはいない。

「だから──これからはおれも、もっとちゃんとおまえを見ていくよ。きっちり話を聞いて、こっちからもたくさん話しかける。おまえを放っておくことはもう二度としない。

　その分だけ、おまえもちゃんと重荷を分けろよ。おれだってちゃんと背負える。船で出会ってから今日までの間に、そのくらいは成長したつもりでいるんだ」

　言い終えると同時に彼かの女じよへ歩み寄り、彼かれはハロに向かって手を差し出す。後を追ってトルウェイが椅い子すから立ち上がった。

「この二年、みんなを助けるために頑がん張ばってきたつもりで、ぼくは自分の悩なやみ以外何も見えない状態になっていた。だからハロさん、イッくんやマーくん以上に、きみを責める権利はぼくにはない。これまで見過ごしてきた多くのことについて、心から不ふ甲が斐いなく思う」

　そう告げて唇くちびるを嚙かんだ後、彼かれもまたハロに近付いてそっと手を差し出す。深緑の瞳ひとみが温かな決意を宿して仲間を見み据すえる。

「同じ過あやまちはもう繰くり返かえさない。だから……また、きみといっしょに戦わせてくれるかな」

　揺ゆるがぬ親愛を帯びて伸のばされた二人の手を前に、ハロはどうすべきか分からずに立たち尽つくした。彼かれらの手に応える資格が自分にあるのかどうか分からなくて、でもどうしようもなく嬉うれしくて──彼かの女じよはただ、泣なき崩くずれる寸前で耐たえるしかない。

「……ヤトリさんは、それで許してくれるでしょうか……」

　気が付けばそう問うていた。その言葉を受けたイクタが、ふむとうなって顎あごに手を当てる。

「確かに、彼かの女じよの立場は難しい。イグセムとしての価値観はスパイ活動の事実を見み逃のがすことを良しとしないだろう。──でも、僕ぼくは知っている。ヤトリは決して、規律に縛しばられるだけの人間じゃない」

　にやりと笑って懐ふところに手を入れるイクタ。そこから取り出した一枚のコインを親指に載のせて、彼かれはそれを、椅い子すの上に置かれた炎えん髪ぱつの少女のマンゴーシュに向ける。

「本人に訊きいてみよう。彼かの女じよがどう考えているか、すぐに分かることだよ。──表か裏か」

　親指に弾はじかれて宙を舞まうコイン。それは綺き麗れいな放物線を描えがいてマンゴーシュの護ご拳けんに当たり、キンと澄すんだ音を立てて跳はねて椅い子すの上に落ちる。その結果を、イクタはハロに指し示す。

「ほら──許してくれた」

　マンゴーシュのすぐ横で表の面を見せているコイン。ハロはゆっくりとそれに歩み寄り、手に取ってよく確かめ──やがて、くすりと、涙なみだ混じりの微ほほ笑えみをこぼす。

「……ずるいです。これ、両方表じゃないですか」

「そうだよ。そのコインでいけって、彼かの女じよが僕ぼくに言ったんだから」

　少しも悪びれずに言ってのけるイクタ。両方が表のコイン──それこそがヤトリのハロに対する返答であると、彼かれはそう言っていた。

　握にぎったコインを強く胸に抱だいて、ハロは何度も繰くり返かえしうなずいた。それが噓うそだとはこの場の誰だれも思わず──微ほほ笑えみを浮うかべて佇たたずむ炎えん髪ぱつの少女の気配を、ハロはこの時、すぐ近くに感じていた。







「──ハロ？　どうしたのだ、ハロ？」

　回想の中をたゆたっていた意識が、その声によって急激に浮ふ上じようした。

「──陛下」

　気が付けば、よく焼けた羊肉のかたまりを前に、彼かの女じよはぼんやりと立っていた。その隣となりから様子をうかがいつつ、シャミーユは気き遣づかわしげに尋たずねる。

「手を止めてじっと考かんがえ込こんでいるようだったのでな。それで、ハロ……何か悩なやみがあるのなら申せ。余に力になれるかどうか分からぬが──それでも言わぬよりはいい」

　そう言って切実な表情で相手を見る女じよ帝てい。その気き遣づかいを嬉うれしく思いながら、ハロはさっきまで見ていた光景の続きを思い出す。

　──シャミーユには──あの子にだけは、まだこの事実を伝えないでおきたい。

　長い話の締しめくくりに、イクタはそう提案した。

　──もちろん彼かの女じよも大切な仲間さ。今の僕ぼくなら目に入れても痛くない。でも、同時にシャミーユはまだ子供だ。今回の件は僕ぼくたち年長者の不ふ手て際ぎわなんだから、それを被こうむらなきゃならない務めは彼かの女じよにだけはない。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、ハロも察した。黒くろ髪かみの青年が戦場に帰ってきた最大の理由を。

　──いちばん信しん頼らいしていた相手がスパイだったという事実は、ただでさえ複雑な立場にある今のあの子をますます不安にさせてしまうだろう。だから今はまだ言わない。僕ぼくたちの胸にしまっておく──少なくとも、相応ふさわしい時期が来るまでは。

　万ばん感かんの思いで同意し、うなずいた。今の彼かれにとっていちばん大切なものを守るために。

　──打ち明けるかどうかも、打ち明ける時期も、ハロ、君に委ゆだねる。

　全てが落ち着いたら明かそう、と彼かの女じよは決めた。戦争が終わって、国が治まって……少女が本当の意味で大人になったら。だからせめて、その時までは変わらず優やさしいお姉さんでいようと。

「──ありがとうございます、陛下。でも大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと嬉うれしかったことを思い出していただけですから」

「そうか……ならば良いのだが」

　どこか力強い笑え顔がおでそう言われたことで、もうひとつ気き掛がかりを残しつつもシャミーユは引き下がる。そうやってふたりが話している間にも、食事の準備は着々と整いつつある。

「さ、こっちは準備出来ましたよ。パンはどうですか？」

「ちょ、ちょっと待ってくれ。この窯かまは使い方が独特で……焦こげてないよな、大だい丈じよう夫ぶだよな」

「煮に込こみはいい感じに出来上がったよ。みんなの口に合うといいなぁ」

　完成した料理が次々と食しよく卓たくに並べられていく。戦場で口に詰つめ込こむ糧りよう食しよくとも、基地で出される日々の食事とも、一流の料理人たちが用意する宮きゆう廷てい料理とも違ちがう。それらはみんな、素そ朴ぼくで温かな家庭料理ばかり。

「おお、すっかり並んだね。じゃあさっそくひとつ……」

「ろくに手伝ってない奴やつがつまみ食いだけすんな！　いいからさっさと席に着けっての！」

　皿に伸のびかけたイクタの手をマシューがぴしゃりと叩たたく。それを合図に、テーブルを囲む椅い子すが次々と埋うまっていった。六脚きやくあるそれらのうちのひとつには、この日もやはり炎えん髪ぱつの少女のマンゴーシュが置かれていて──食しよく卓たくの上の料理もまた、当たり前に六人分用意されていて。

「こほん。では──いささか妙みような運びではあるが、騎き士し団だんの夕ゆう餉げに」

「「「「乾かん杯ぱい！」」」」

　シャミーユの音おん頭どと共に、たっぷりと果か汁じゆうを湛たたえた杯さかずきが互たがいにぶつかる。にぎやかな団だん欒らんが始まる。

　その音に紛まぎれて──ハロの中の彼かの女じよもまた、かんぱい、と照てれ臭くさそうにつぶやいていた。
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　ほうきで廊ろう下かを掃はいていた彼かの女じよの耳に、ガシャン、と何かが割れる音が届いた。

「──？」

　ぴたりと手を止めて、彼かの女じよは音がしたリビングのほうへ早足に向かう。

「どうしましたか、あなた」

　入室しざまに彼かの女じよが声をかけると、呼びかけられた男はバユシエ由来の籐とう椅い子すに腰こしかけた体勢で硬こう直ちよくしていた。左手には一枚の手紙。その足元では、彼かれが普ふ段だん使いしているヤポニク伝統の湯飲みが割れて、中身のお茶をすっかりぶちまけている。珍めずらしい、と彼かの女じよはまず思った。

「──ああ──すまない。

　何というべきか──少しばかり、いや、かなりショックを受けてね」

　妻の入室に気付いた男──キオカ共和国執しつ政せい官かんアリオ・キャクレイが、それでようやく我に返って動き始める。が、その動きを即そく座ざに妻が制した。片付ける側にとっては、下手に動かないでいてくれるほうがありがたい。

　湯飲みの破は片へんをてきぱきと拾い集め、濡ぬれたじゅうたんを雑ぞう巾きんで拭ふき始めた彼かの女じよを前に、アリオは未いまだどこか茫ぼう然ぜんとした面おも持もちで口を開く。

「サラーム。君は今まで、誰だれかに大切なものを奪うばわれた経験はあるかい？」

「大切なもの、ですか」

　作業を続けながら応えるサラーム。唐とう突とつに意味深な問いかけが為なされることは、この夫ふう婦ふの間では珍めずらしくもない。

「……幼い頃ころの話ですが。三日かけて作った砂のお城を、他の子供に踏ふみ壊こわされたことがありましたね。あの時に湧わいた感情は、子供ながら殺意にわりと近かったと思います」

「大いに共感出来るよ。今の私が抱いだいている感情の一部も、おそらくはそれだ」

　かすかにうなずく男。手紙を膝ひざの上に置き、見開いた両目で天てん井じようを仰あおいで、彼かれは告白を続ける。

「目を疑ったよ。この目で才能を見み出いだし、この手で完成へと導いた傑けつ作さくのひとつが、自分からその崩ほう壊かいを伝えてきたのだから。ああ──この喪そう失しつ感を、いったいどう表現したら良いいのかな。まるで胸が抉えぐられるようだとか、心の一部が欠けてしまったようだとか──いくら言葉を吟ぎん味みしたところで、文才のない私には陳ちん腐ぷな表現しか浮うかばない」

　自じ嘲ちようするアリオ。サラームはますます珍めずらしいと感じた。冗じよう談だん混じりの諧かい謔ぎやくでなく彼かれがそれを行うケースは極きわめて稀まれだ。

「でも、そうだね……いちばん大きな感情は、悔くやしい、だろうな。彼かの女じよを奪うばわれたことが悔くやしくて、奪うばった相手が憎にくらしくて堪たまらない。初はつ恋こいの女ひとを奪うばわれた初心うぶな青年さながらだ。

　いったいどこの誰だれなんだろうか──私の手て掛がけた最高の淑しゆく女じよを奪うばい去さったのは。キオカの未来を輝かがやかせるために、彼かの女じよにはまだまだやって欲ほしいことが沢たく山さんあった。失われた可能性を指折り数えるだけでも、耐たえがたいほどに胸が痛む」

　本当に悔くやしい時にはこういう嘆なげき方をするのかと、サラームは彼かれの振ふる舞まいをとても新しん鮮せんに思う。自分の夫が並々ならず入り組んだ人格を有していることを彼かの女じよはよく知っており、ことアリオ・キャクレイの観察という分野において、サラーム・キャクレイは確実に第一人者である。

「許すわけにはいかないな。これだけは──許すわけにはいかないな」

　様々な角度で嫉しつ妬とと憎ぞう悪おの表現を試みるアリオの姿を、励はげますでも慰なぐさめるでもなく、珍ちん獣じゆうの生態でも眺ながめるようにしてサラームは見続けている。夫のほうもそれを不満がることはない。

　世間一いつ般ぱんで言われる愛情があるかどうかは別にして──この伴はん侶りよと過ごす自分の毎日を、彼かの女じよはとても充じゆう実じつした日々だと思っているのだった。
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　キオカからも帝てい国こくからも遠く北に離はなれた地にある大聖堂。その一角をなす尖せん塔とうの頂上付近に設けられた一室に、張りのある男の声が響ひびいていた。

「──以上が、帝てい国こくの現状に関する報告であります。教皇猊げい下か」

　縦たてにも横にも恰かつ幅ぷくのいい軍服姿、空を映すまでに剃そり上げた頭頂部。歴戦の軍人のようでありながら、敬けい虔けんな神官の趣おもむきもある壮そう年ねんの男。そんな彼かれの報告を受けるのは──他になく豪ごう奢しやな仕立ての神官服に身を包む、小こ柄がらな老女だった。

「そうですか。……今度の女じよ帝ていは、なかなか苛か烈れつな人物なのですね」

「左様ですな。しかしながら、行動全体を見み渡わたすと深い思し慮りよも感じられます。暴ぼう帝ていを装よそおった賢けん帝ていであって欲ほしいと、この老骨めは期待いたしますが」

　普ふ段だんなら誰だれ彼かれ構わず発揮される男の口の悪さも、目の前の人物に対してだけはなりをひそめる。彼かれから最大限の敬意を示されながら、その言葉を聞いた老女は小さく微ほほ笑えむ。

「あなたがそう言うならそうなのかもしれませんね、アクガルパ・サ・ドメイシャ大将。事実──もはや風ふう前ぜんの灯ともしびと思われた帝てい国こくが、瀬せ戸と際ぎわで思わぬ粘ねばりを見せていることは事実ですもの。全てがキオカにとって都合のいい形に進んでいるわけではない、その事実は認めなければなりません」

　そう口にしてから、老女はしばし思案げにまぶたを閉じる。アクガルパ大将の見つめる前で、長い思し索さくを重ねて──彼かの女じよはその末に言った。

「……会ってみましょうか、一度」

「──猊げい下か。それは」

「会って話してみたいのです。件くだんの女じよ帝ていにも、彼かの女じよを支える臣下たちにも。とうに見限ったはずの帝てい国こくですが、あの腐ふ敗はいした国の荒あれ果はてた土にも、若い世代の台頭によって何かが芽め吹ぶきつつあるのやもしれません。だとすれば、わたくしはそれを確かめておきたい」

　透とう明めいな声でそう告げて、それから彼かの女じよは安心させるように付け加える。

「とはいえ、キオカに妙みような疑いを持たれても困りますから……行うとすれば三国会談になるでしょうね。それはそれで悪くありません。久しく会っていない『不眠ねむらずの輝き将しよう』の顔も見ておきたいところですし」

「あの小こ僧ぞうの顔を思い出すのは、ワシにとって複雑ですがな……。無論、猊げい下かが望まれるのであれば是ぜ非ひもありません」

　了りよう承しようの意を込こめてひざまずくアクガルパ大将。そんな彼かれに笑いかけつつ、老女は胸の前で両手の指先を合わせてひとつの図形を形作る。

「飽あかず倦うまず、希望の欠片かけらを拾い集めましょう。一度は罰ばつされた我らの世界──その未来に光を取とり戻もどす時まで。

　四大精せい霊れいの大いなる恵めぐみと共に。──主神よ、我らを導き給たまえ」

　主神星アルデラミンを意味する手形と共に紡つむがれる祈いのりの聖句。アクガルパ大将が敬意を込こめて黙もく礼れいする。







　宗教国家ラ・サイア・アルデラミンを治める宗そう主しゆにして、教団組織の頂点に君臨する教皇──イェナーシィ・ラプテスマ。大きな憂うれいと小さな期待をもろともに湛たたえたその瞳ひとみが、尖せん塔とうの窓から見下ろす自国の街並みを静かに映している。













　ハロを巡めぐる問題の決着から二週間後の昼過ぎ。宮きゆう殿でんの一角にそびえる深しん緑りよく堂どうの大だい伽が藍らんの奥おくで、イクタとシャミーユは人を待っていた。

「──文官の候補となる人材が二名。そなたの推すい薦せんで今日来るのだったな、ソローク」

　女じよ帝ていが確かく認にんの声を上げる。が、それを聞いた青年は悩なやましげに眉まゆ根ねを寄せた。

「そうなんだけど……少し悩なやんでる。あれでよかったかなぁって」

「何？」

　思いがけず弱気な返答が来て、シャミーユは少し慌あわてて相手を見た。イクタは難しい顔のまま話し続ける。

「博士本人がキオカに亡命した後も、帝てい国こくに残っている『アナライの弟で子し』は多い。彼かれらの中には優ゆう秀しゆうな人材が多いんで、それを文官に登用するってのはいいんだけど──」

　その発言の終わりを待たず、ふたりの前に宮きゆう廷てい武官がやって来た。ひざまずいた彼かれは、職務に則のつとってすぐさま本題を口にする。

「御ご前ぜんを拝します、陛下。──文官候補の二名、ただいま到とう着ちやくいたしました」

「よし、通せ」

　女じよ帝ていの許可を受けた武官が立ち上がり、踵きびすを返かえして大だい伽が藍らんの入り口へ向かっていく。その背中を眺ながめつつ、シャミーユは再び尋たずねた。

「登用するのはいいが……その続きはなんなのだ？」

「うん。……癖くせが強いんだよね、大たい概がい。特に今回呼んだ中の約一名」

　どこか辟へき易えきした口調で答えるイクタ。それでますます少女の不安が煽あおられたところで、武官に引き連れられたひとりの男が、不敵な笑えみを口元に浮うかべて彼かの女じよの前に進み出る。

「衛兵を二十人。侍じ従じゆうを三人。武官を二人──それぞれ間引けるかと存じますね」

　拝はい謁えつの礼に先んじて、開口一番に男はそう述べた。連れてきた武官が顔色を青ざめさせる中、彼かれはやっとその場にひざまずいて女じよ帝ていに顔を向ける。

「──フフフ……お初にお目にかかります、皇こう帝てい陛下……」

　長い黒くろ髪かみを肩かた口ぐちで切きり揃そろえた、繊せん細さいな顔立ちをした青年だった。右目に装着した片眼鏡モノクル越ごしに瞳ひとみを怪あやしく光らせて、彼かれはおもむろに名乗りを上げる。

「この度たび弟おとうと弟で子しイクタ・ソロークの推すい薦せんを受けて参さん内だいしました『アナライの弟で子し』がひとり、ヨルガ・ダイムダリツと申します。よろしくお見知りおきを……フフフ……」

　陰いん謀ぼう家めいた笑い方で語ご尾びを飾かざりつつ、ヨルガと名乗った青年はさらに口を動かす。

「先ほどのは経費削減コストダウンの提案です。陛下はひとかどの為い政せい者しやにあらせられるようですが、この宮きゆう殿でんの維い持じ管理を始め、帝てい国こくの運営にはまだまだ無む駄だを省ける部分が残されています。その改善をボクに任せていただけたなら……フフフフフ」

　そう言って仰ぎよう々ぎようしく両手を広げるヨルガ。芝しば居いがかった動作を言葉が引ひき継つぐ。

「その成果を見て、陛下はこうおっしゃるでしょう。──まるで宮中に自分の知らない宝ほう物もつ庫こが眠ねむっていたようだ、と。フフフ……フフフフフフ……フフフフぐぉっ!?」

　笑い続ける彼かれの後頭部に手のひらが炸さく裂れつし、顔面からすっぽ抜ぬけた片眼鏡モノクルがじゅうたんの上を転がっていく。硬こう直ちよくする武官たちの前で、ふたり目の人物は思い切り歩み出た。

「おっまた────！　わたしちゃん登場、ジャジャジャジャーン！」

「ああっ、万ばん象しようを見み透すかす我わが英知の瞳ひとみが！」

　床ゆかを転がっていく片眼鏡モノクルを追ってヨルガが走る。彼かれにそれを強しいた少女が悪びれずに言う。

「ありゃりゃー、またすっぽ抜ぬけたの？　もうやめなよー片眼鏡モノクル、ヨルリンの眼がん窩かにはめ込こむの無理あるんだよ。顔の彫ほり人よりあっさいんだからさぁ」

「うるさいっ、これはボクのポリシーだ！　というか分かってて後頭部をはたくんじゃない！　安くないんだぞこれっ、もう何枚オマエに割られたと思ってるんだ！」

　やっとのことで拾い上げた片眼鏡モノクルを布で拭ふきながらヨルガが怒ど鳴なる。それもどこ吹ふく風でふたり目の少女は平然と佇たたずみ、それを目にしたイクタが盛せい大だいなため息をついた。

「初顔合わせでこれか……。変わらないなぁ、ふたりとも」

「やっほーイクタ兄ぃ！　なんか老ふけた？　出世して金持ちになった？　今日のごはんって宮きゆう廷てい料理？　あ、それともひとつ、そのマントが格好いいと思った理由を五百字以内で自由に述べよ！」

　畳たたみ掛かけるように質問を連続する少女。活動的な服装とも相まって、その振ふる舞まいは内に秘めたエネルギーの途と方ほうもなさを想像させる。ここまで一連の流れを見守るしかなかったシャミーユも、その勢いにある種の危機感を覚えて隣となりの青年の袖そでを引いた。

「……そ、ソローク、ソローク……！」

「ごめんシャミーユ、いますぐ落ち着かせるから。……会ったのが五年ぶりだからそりゃ多少は老ふける。俸ほう給きゆうは増えたけど一気に金持ちってほどじゃない。宮きゆう廷てい料理が目当てなら食わせてやるけど毒入りでも文句言うなよ。マントは少しぐらい偉えらい立場に見えないと困るから身に着けるようにした。格好いいかどうかは各自の主観に任せる」

　小枝を払はらいのけるようにして全ての質問に答えきり、ようやく手にした自分の手番で彼かれは相手をけん制する。

「ともかく、質問攻ぜめはそこで一度中断だ。まずは初対面の人に挨あい拶さつだろ、ミルバキエ」

「ちっが────────う！」

　名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、沸ふつ騰とうしたように叫さけぶ少女。彼かの女じよは即そく座ざに訂てい正せいした。

「マィリゥウィーン、ヴァッキェン！　それがわたしの名前！　ミルバキエとかどこの田舎いなか者ものさ！　そんなシャバい発音で呼ばれたらご先祖さまみんな卒そつ倒とうしちゃうし！　さっきゅーに正しく言い直してイクタ兄ぃ！」

　そう言ってふんっとそっぽを向く少女。イクタが呆あきれを込こめて眉まゆ根ねを寄せる。

「え、そのこだわりまた復活してるの……？　いくら練習しても誰だれも正しく発音出来ないから、ミルバキエでいいって結論に落ち着いただろ？」

「知らなーい、そんな過去は知らなーい！　わたしは現在いまを生きる女、マィリゥウィーンヴァッキェン・シャットウィェッタニェルシスカッツ！　というわけでさんはい復唱っ！　誰だれかがきれいに発音出来るまで、今日はみんなおうちに帰っちゃいけません！」

　名前にも増して長い姓せいを押おし付つける少女。どうしたものかとイクタは腰こしに手を当て、

「……マィリゥウィーンヴァッキェン・シャットウィェッタニェルシスカッツ」

　女じよ帝ていの口にした滑なめらかな発音が、彼かれに代わって少女の勢いに待ったをかけた。一気に静まり返った大だい伽が藍らんの中で、シャミーユはじっと少女を見下ろして続ける。

「住民の長名と跳はねるような発音が特とく徴ちよう的な地域──西域ラスカリェタ郷ごうの出身か。知識として知ってはいたが、こうして実際に会うのは初めてだ」

　帝てい国こく内の情報を語らせて彼かの女じよの右に出る者はいない。その頭脳に秘められた知識の一いつ端たんを垣かい間ま見みた驚おどろきか、少女はまじまじとシャミーユを見返して尋たずねる。

「……きみ、名前は？」

「シャミーユ・キトラ・カトヴァンマニニク。皇族の宿命と分かってはいるが、自分より長い姓せいに出会うことは稀まれだ。良い経験をさせてもらった、と言わねばならぬかもな」

　ようやくまともなコミュニケーションを取れた安あん堵どから、シャミーユは腰こしかけていた玉座に深くよりかかってしまう。当の少女はきらきらと目を輝かがやかせて微ほほ笑えみを浮うかべ、

「──イクタ兄ぃ、イクタ兄ぃ」

「なんだ」

　女じよ帝ていの隣となりの、自分よりやや高い位置にいる兄あに弟で子しに向かって話しかける。身み振ぶりでシャミーユを指して、彼かの女じよは言った。

「この子、見み込こみアリ」

「皇こう帝ていに面と向かってそれ言ったの、たぶんこの国の歴史でお前が初めてだよ」

　イクタは即そく座ざに皮肉で突つっ込こみ、少女はそれを褒ほめ言葉と受け取ってもじもじと照れた。凄すさまじい無力感に苛さいなまれながらも、黒くろ髪かみの青年はどうにか隣となりの女じよ帝ていに向き直る。

「というわけで……呼んだ身としてはたいへん心苦しいけど、このふたりが今回招しよう聘へいした文官候補。いちおうフォローしとくと、ヨルガのほうは格好の付け方を間ま違ちがってるだけで普ふ通つうに優ゆう秀しゆうだから。財務回りを任せておけば普ふ通つうに役立つはずだよ、普ふ通つうに」

「普ふ通つうにを連呼しないでくれイクタ！　その単語には鳥とり肌はだが立つ、ボクは常に特とく別べつ扱あつかいしてもらえないとダメなんだ！」

「こういうこじらせたところもあるにはあるんで、まぁたまに優やさしくしてやるといい。目安としては、膝ひざを抱かかえて部屋の隅すみっこで暗算を始めたら持ち上げてやる頃ころ合あいかな」

　扱あつかい方のコツを雑に教授してから、イクタは視線を再び少女に戻もどす。それでたちまち表情が暗くなった。

「ミルバキエのほうは……なんて言ったらいいか……」

「マィリゥウィーンヴァッキェン！」

「……なんて言ったらいいか……さすがの僕ぼくも、正直早まったかなぁって……」

　過去の自分をこの場で問とい詰つめたい気持ちに駆かられつつも、イクタはため息をひとつ吐はいて気持ちを切きり替かえる。

「気を取り直そう。──こいつは僕ぼくより後の世代の『アナライの弟で子し』で、見ての通りというか何というか、能力や感性の方向性が他の科学者とはまるきり違ちがう。もろもろ端は折しよって簡単に言うと……紙かみ一ひと重えの馬ば鹿かかな」

「なってなーい！　それフォローになってなーい！」

「極論を言わせたら最強の科学者としても知られてる。もちろん九割がた皮肉だけど」

「フォローする気がそもそもなーい！」

「変人揃ぞろいの『アナライの弟で子し』の中でも、こいつくらい尖とがった奴やつは他にいない。……強しいて言うならそれが抜ばつ擢てきの理由かな。ちょっと疲つかれたんで、後は本人に訊きいてもらえると助かる」

　切きり替かえた気持ちもすぐに萎なえて、彼かれはあろうことか少女の相手をシャミーユに丸投げした。その無茶振ぶりに怯ひるみながらも、青年も伊達だてや酔すい狂きようでこの少女を呼んだわけではなかろうと、女じよ帝ていは覚かく悟ごを決めて目の前の相手に話しかける。

「……マィリゥウィーンヴァッキェン」

「はーい！　長いからヴァッキェでいいよ！」

「「最初からそう呼ばせろ！」」

　イクタとヨルガが同時に突つっ込こんだ。シャミーユは全力で真しん剣けんさを保って話を続けた。

「……では、ヴァッキェ。さっそく尋たずねるが、そなたには何が出来る？」

　問われたヴァッキェは腰こしに手を当てて胸を逸そらし、自信満々に言ってのける。

「そりゃーもう科学者だもん。出来ることは科学に決まってますよ」

「そなたの言う科学とは？」

「構造解かい析せきの躍動ダイナミズム」

　回答の瞬しゆん間かん、少女の身にまとう空気が一変した。危あやうい光で両目が爛らん々らんと輝かがやく。

「複雑にねじくれてよじくれて絡からみ合あい入り混じる事象を、論理と直観の大おお鉈なたで断たち切きり剪せん定ていして並べ直す思考の大整理。世界の難解性に対する知性の反逆、気取って高いところで取とり澄すます真理とやらへのカウンターパンチ。世界が難しいというなら簡単にしてやる、誰だれにでも容易に理解出来るところまで引きずり降ろして笑ってやる──わたしはそういう類たぐいの冒ぼう瀆とく者であり侵しん略りやく者」

　怒ど濤とうのように押おし寄よせる言葉の数々は、それを発する本人の精神の熱量を伝えてくる。熱気を肌はだで感じて、女じよ帝ていはたちまち悟さとった。──これは確かに、尋じん常じようの人材ではない。

「難しいものが難しいままであることが許せない。それがわたしの根本に鎮ちん座ざする怒いかりの形」

　憚はばからずそう言ってのけて、ヴァッキェは人に擬ぎ態たいした肉食動物のように犬歯を剝むき出だしにする。

「国家なんてのはその最たるもの。無条件に腹を搔かっ捌さばいて腑ふ分わけしなきゃ収まりがつかない。だから──それをわたしに任せてくれるなら、きっとすごいことになるよ。ややこしいことは何もなくなる。これまで鵜う吞のみにしてきた難解さは、わたしの仕分けを経て跡あと形かたもなくなる」

　情熱や野心を通とおり越こして、少女の瞳ひとみにはすでに狂きよう気きが宿っている。一方──その形相を目にしたイクタはここに来て、自分がこの人選を行った意図を正しく思い出す。

「やらせてよ、わたしに。ここにはあるんでしょ。──長い年月の間に絡からんで淀よどんで歪ゆがみきって、もう誰だれにも解けなくなった問題がたぁくさん！」

　これは劇薬。その無類の危あやうさと強力さを知るからこそ、彼かれは今の宮きゆう殿でんに妹いもうと弟で子しを招き入れたのだった。
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　気が付けばここまで来ていたのだ……！　こんにちは、宇う野の朴ぼく人とです。

　十巻。ついに念願の二桁けたです。シリーズ開始当初、ここまで辿たどり着つけると誰だれが予想したでしょうか。一冊ずつ積み上げると……ううむ、これはなかなかの感かん慨がい深ぶかさです。

　加えて、この巻はアニメの放送開始と同じ月の刊行でもあり、このような記念の重複は私の人生で他に類を見ません。２０１６年７月……この先ずっと忘れられない五桁けたの数字になりました。私の死後にパソコンを立ち上げようとする誰だれかが真っ先に試ためすべきパスワード候補かもしれません。……いえ、本当に開かないでくださいね？　心ある人なら、そこは迷わずＨＤを取り出してハンマーで叩たたき壊こわすところですからね？　それがいわゆる武士の情け。誰だれかに託たくしたい遺作なり構想なりはちゃんと別口で遺のこすつもりですから、思い余って私用のパソコンを掘ほり返かえしてはいけません。そこにはプライバシーという名の闇やみしかないのです。




　そんなわけで、今回もお世話になった方々に感謝を。

　イラストレーターの竜りゆう徹てつ先生！　今回もとびきりの絵をありがとうございます！　特にカバーイラストは初めて拝見した際、その場で十分くらいひたすら見入ってしまいました……！

　アニメ制作関係者の皆みなさん！　ここでひとりひとり名前を挙げるにはとてもスペースが足りませんが、本当に多くの方々が熱意を注いでくださっていることを常々実感しております！　私の素人しろうと意見にもたびたび真しん剣けんに耳を傾かたむけていただき、感謝の念に堪たえません……！

　コミック版作者の川かわ上かみ先生！　電でん撃げきマオウ誌上での変わらず素す晴ばらしいクオリティの連れん載さいに加えて、アニメ周りでも何かと援えん護ご射しや撃げきをいただいております！　心強い限りです！

　東京で遊んでくださった作家の皆みなさん！　おかげで久しぶりに楽しい毎日を送れました！　何かとキャラの濃こい方が多くて会うたびに圧あつ倒とうされっ放しですが、私もいつか張り合えるようになりたいものです……！

　担当編集の黒くろ崎さきさん！　もはや他に何も言えませんが……いつも、本当に、ありがとうございます……っ！




　そしてもちろん、この本を手に取ってくださったあなたに向けて──十巻分の感謝を、かつてない重量感と共にズシンと捧ささげます！
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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電撃文庫『ねじ巻き精霊戦記 天鏡のアルデラミンX』

2016年7月9日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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